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「ここ、さっきも通ったような……？」

　白を基調とした小綺麗こぎれいな校舎は、閉塞感こそないが無機的で冷たい。

　同じ顔をした教室がいくつも並ぶ校内で、朝山あさやま真守まもるはハァと息をついた。

　すぐ横の教室プレートには『進路指導室』の文字が。

　間違いない、さっき通ったとこだ……。

　ジンと痛む指を気にしつつ、腕時計を見る。──と、マズい、もう次の授業が始まる時間だ。

　仕方ない、保健室は諦あきらめて教室に戻ろ……

　って、どう戻りゃいいんだ──!?

　ここ、本館だよな？　教室のあるＡ棟に戻るには、あっちの渡り廊下………や、こっちを曲がるんだっけ……？




　──マジかよ、高校生にもなって学校で迷子なんて……。




　校内迷宮に迷い込んだ真守は、一人途方にくれる。

　情けない事態だが、方向音痴と笑わないでほしい。

　入学してまだ一週間も経たってないのだ。

　保健室に行こうと教室を出たはいいが、迷いに迷って戻ることすらできない。

　教室移動だろうか。教科書やらペンケースやらを抱えた女子二人が向かってくる。

　そうだ、あの二人に聞けば……ってムリムリ、とてもじゃないけど声なんてかけられない。

　だってブレザーのネクタイが二人とも緑──新入生真守の色赤とは違う。

　つまりは上級生なのだ。

　入学式で歓迎の挨拶あいさつをしていた三年生が紺色だったから、緑は二年生か？

　たった一学年とはいえ、初対面の先輩に声をかけるのは気が引ける。

　それに何より──

「ね、紗綾さあや、また雑誌に載ってたでしょ、街角おしゃれ人のコーナー！」

「んー、私的にはイマイチのコーデだったんだけどねー。もっと万全な日に声かけてほしかったなぁ～」

　二人の華やかな雰囲気に、気後きおくれしてしまう。

　特に紗綾って人は別格。美人っていうのは、彼女のためにある言葉だと瞬時に理解する。

　小さめの、だけど形のいい目や鼻は左右対称で生ける芸術作品アート。

　澄んだ白肌に映える栗色のショートボブはボーイッシュなのに愛らしく、その美しさをより引き立てている。

　大人びた顔立ちなのに瞳ひとみはあどけなく、清潔感がありながらどこか色っぽい。

　相反する魅力を兼ね備えた彼女の姿に、真守はゴクリと息を呑のむ。

　もともと異性の前では妙に緊張してしまうタイプだ。

　これほどの美人に声をかけるなんて、上級生でなくともハードルが高すぎる。

「紗綾は可愛かわいいからねー。何を着たって目立つし、ボロ雑巾ぞうきん着てても撮られちゃうんじゃない？」

「えー、そんなこと言うなら逆に着こなしちゃうぞ？　春のふんわりボロ雑巾コーデ！」

　クスクスといたずらっぽく笑う紗綾。

　彼女の話し方は、お茶目な内容に反して大人っぽく、クラスの女子たちとはまるで違う。

　過度な抑揚よくようがなく、落ち着いてるというか。

　それなのに、特徴のあるその声は綿わたあめみたいにフワフワと甘くて、バランスの悪さが妙に気になってしまう。いい意味で。

　楽しげに語らいながらもスピードアップ。授業に遅れまいと、小走りに駆けていく二人を無言で見送る。

　あーあ、行っちゃった……。

　さーて、俺はどうすれば──。

　進路指導室のプレートを再び見上げ、思わず苦笑い。

　遠い将来より、まずは教室へ導いてほしい。

　もっとも、今は誰だれもいないみたいだ。

　どっかに迷子指導室とかないかな、ないか……。

　そんなしょうもないことを考えていると──

「もしかして君、迷子？」

　抑揚控えめな、だけど甘い声が背中を伝う。

　振り返ると先ほどの彼女が──紗綾がいた。

　走って戻ってきたのか、軽く息を乱している。荷物は友達に任せたようで手ぶらだ。

　──どうして……？

　当惑していると、「や、なんか気になっちゃって」と彼女は真守のネクタイを指差す。

「その色、新入生だよね？　一年がＢ棟にいるの、珍しいなって」

「えっ、ここＢ棟なんですか!?」

　真守たちの通う吾嶌あしま高校は、一年はＡ棟、二年はＢ棟と、学年ごとに校舎が分かれている。自分では本館にいたつもりが、いつの間にＢ棟へ──？

「あはは。この学校広いし、やたら渡り廊下あるから迷いやすいんだよねー。で、どこ行くつもりだったの？　職員室とか？」

「それが、保健室にちょっと……」

「え、どっか悪いの？　付き添ってあげる、こっち……！」

　華奢きゃしゃな白い手が、真守の腕へと伸びる。

「や、違うんです！」

　慌てて腕を引っ込めた真守は、

「その……この程度なんで、保健室への行き方だけ教えてもらえれば助かるっていうか……」

　ばつの悪い顔で、右手の人差し指を見せる。

　指先には小さな切り傷があり、うっすら血が滲にじんでいた。授業中、プリントで切ってしまったのだ。

　大した怪我けがじゃないけど、ジンジンとしつこく痛んで気になる。

　ペンを持つと当たる場所だから余計に。

　だからこそ、保健室で絆創膏ばんそうこうをもらいたかったんだけど……。

　たかがこのくらいの傷でって笑われそうだよな、しかもこの年で迷子って──。

　恥ずかしさに赤面していると、

「んー？　どれどれ……ってこれ……」

　真守の指を覗のぞき込んだ紗綾が、形の良い眉まゆを歪ゆがめた。

　ううう、やっぱり……。これで保健室は大げさだろって引いてるよな。

　気まずさに堪たえかねて俯うつむく。

　だけど、あれ……？　拒絶ではなく、同情だったみたいだ。

「うわぁ、これ地味に痛くて気が散るやつじゃん、見てるこっちがヒリヒリしちゃうよ～！」

　ぶるるっと軽く身震みぶるいした彼女は、

「保健室なら本館一階だよ？　あっちの渡り廊下から行けるけど、でも──」

　ポケットから出した絆創膏を「はいっ」と差し出す。

「え、いいんですか……？」

　美人は性格が悪いなんて説もあるけど、あれは噓うそだと証明された。

　綺麗きれいな人は心根こころねも天使なのだ。ありがてぇ、ありがてぇ。

　恭うやうやしく受け取ると、にっこり微笑ほほえんだ天使は、ずいと手を出して言った。

「まいどありー、後輩割引で千円になりま～す！」

「あれ、千円……って、えええ、お金取るんですか!?」

　しかも絆創膏一枚で千円って、新手のカツアゲ感ないですか？

　え、高校って、こんなナチュラルにサラッと、しかも可愛くぼったくられることあんの!?

　まさかの洗礼に固まっていると、紗綾はククッと可笑おかしそうに肩を震わせた。

「本気にしないでジョークだよ……ってヤバ、授業始まっちゃった！　それじゃ、お大事にね！」

　響き渡るチャイム。パッと背を向けた紗綾は、もと来た道を駆けていく。

　──と思いきや、少し行ったところで「そうだ！」と振り返った。

　反動で、制服のスカートがふわりと翻ひるがえる。

「教室の戻り方わかる？　Ａ棟、そこ曲がったとこの渡り廊下と繫つながってるから！」

「あ、ありがとうございます！　そ、その、絆創膏も……！」

　ちゃんと感謝を伝えたいのに、想おもいばかりが先走って上手うまく言葉が出てこない。

　ニッと口角を上げた紗綾は指鉄砲を作り、真守に向けて──

「[image: ]」

　勢いよく放った。

「惚ほれんなよ？」

　可憐かれんな、だけどゾクッとするような笑みで言い放った紗綾は、再びくるりと背を向け、真守の反応も待たずに走り去る。

　颯爽さっそうと遠ざかる彼女の背中に──

　な、な、なんだよ、ちょっと待ってくれ。

　惚れんなよって、そんなの──

　そんなの無茶ですよ、先輩……！




　── [image: ]




　綿あめみたいに甘い銃声が、耳の奥でリフレインする。

　気付けば指の傷なんてもう全然気にならなくて、

　だけど撃ち抜かれた胸が、ああ、感電したようにぶるぶると震える。

　無愛想だった白い校舎が、一瞬で春色に染まって──

　そう、あの日、あの瞬間、真守は学校一の小悪魔──涼海すずみ紗綾に恋をしたのだ。
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　恋に落ちると、落とし主（!?）である相手──己おのれを恋の沼に突き落とした張本人に少しでも近付きたいと願うのが人情ってもんだろう。

　それは奥手な真守も例外ではない。

　そうだ、明日にでも改めてお礼に行こう。

　それで、可能であれば自然な感じで連絡先を交換、ちょっとずつ距離を縮めて……

　そう思っていた時期が俺にもありました。

　残念ながら、現実はそんなに甘くなかった。
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　なんせ彼女についてわかっていたことは『紗綾』という名と『二年生』ということのみ。

　広大な教室迷宮──それも上級生ばかりのＢ棟で彼女を見つけ出すのは至難しなんの業わざだった。

　昨日のお礼が一昨日おとといのお礼になり、一昨昨日さきおとといが一昨昨昨日おとといワンモア→一昨昨昨昨日さらにおかわり→一昨昨昨昨昨日モーストおととい！になり（※もちろんそんな単語はない）、

　このままじゃ今世こんせどころか前前前世ぜんぜんぜんせのお礼になるのでは？　ってほど微妙な期間を経てようやく、真守は紗綾を見つけた。

　それは恋を撃たれてから半年後──昨年の文化祭でのことだった。

　ここ、吾嶌高校では、クラスや部活だけでなく、文化祭実行委員──通称『文実ぶんじつ』も毎年模擬店を出しているのだが、紗綾は文実の屋台でタコ焼きを売っていた。

　これは自然な感じでお近付きになれるチャンス！

　タコ焼きを買い求めつつ、『半年前のお礼』を言って彼女との距離をグッと縮めて……

　そう思っていた時期が俺にもありました（二回目おかわり）。

　というのも、どういうわけか文実のタコ焼き屋は、数ある屋台の中でもトップの人気を誇っていた。

　キャッキャと色めき立つ女子や、抑えきれぬ興奮に燃える男子が続々と押し寄せていて、

『え、これ流行はやりのスイーツじゃないよ、並ぶ列間違えてない!?』とか

『ちょっ、君たち、タコ焼き禁止区域から逃げ込んできたの!?』とか

　思わずツッコみたくなるほどの盛況ぶりだったのだ。

　中でも、三つある待機列のうちの一つは男ばかりが並ぶ超超長蛇ちょうちょうちょうだの列で、その長蛇の先にいる売り子こそ、真守を恋の沼に突き落とした張本人──紗綾だった。

　つまり、男たちの真の目的はタコ焼きではなく、彼女だったのだ。

　──なんて不純なんだ！

　己のことは棚に上げ、超超長蛇の最後尾しっぽに並んだ真守は、漏もれ聞こえてくる紗綾情報に耳をそばだてた。

　わかったのは、彼女のフルネームが涼海紗綾であること。

　思わせぶりな言動で男を翻弄ほんろうする悪女だということ。

　悪女でもいいから彼女のタコ焼きがほしいと願う男が多いこと。

『いっそタコではなく俺を焼いてくれ……！』と迫る過激派までいること、などなど──。

　紗綾は学校の小悪魔アイドルだったのだ。

　彼女を探して校内迷宮をさまよっていた際、すれ違う男子に情報を求めたこともあったが、みんな『知らない』の一点張りだった。

　今思うと、あれは余計なライバルを増やすまいという妨害工作だったのだろう。

　こんなことなら勇気を出して女子に聞けばよかった……。

　結局のところ、真守はタコ焼きを買えなかった。

　真守の番が来る前──長蛇の腹あたりで完売してしまったのだ。

　彼女と仲良くなれる絶好の機会だったのに……。

　打ちひしがれる真守に、天はチャンスを与えた。

　それは一年生ひよっこだった真守が二年に進級、

　涼海紗綾に焦こがれて約一年半が過ぎたそう、まさに今だ──！
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　小悪魔な先輩、涼海すずみ紗綾さあやにハートを撃ち抜かれてから約一年と半年が経たった九月のある昼下がり──。

　日曜というのに文化祭準備に登校した真守まもるは、本館のピロティで仲間たちと看板作りに励んでいた。

「えーっと、ここに虹を描けばいいんだよな、この図案通りに……」

　下絵といえば全すべてのベース──要かなめになるものだ。

　床に敷いた模造紙もぞうしを前に緊張していると、

「間違えても修正できますから、どうか硬くならないでくださいね」

　クラスメイトの橙寺だいだいじ璃子りこが、聖母の微笑ほほえみを見せた。

　艶々つやつやと長い黒髪がサラリと優雅に揺れる。

　大きな会社の社長令嬢である彼女は、育ちの良さからだろう、同級生の真守に対しても丁寧な口調で話す。

　とはいえ『私わたくし、貧民とは口をきかないようにしてますの』的なイヤミさはなく、ごく平凡な家庭に生まれた真守にも優しい。

　真守が普通に会話できる数少ない女子だ。

　──橙寺って、会計も担当してるんだよなぁ。

　成績もいいし、美人で優しくて優等生なお嬢さまって、完璧かんぺきすぎないか？

　大和撫子やまとなでしこを体現したような璃子の姿に、天は二物も三物も与えるんだな、と目立った長所もない真守は感服するばかりだ。

「こんなに優秀な娘を持って、親御おやごさんはさぞ鼻が高いだろうな」

「へ？　なんですか、いきなり……」

　模造紙に文化祭のテーマ〈咲き誇れ、青春！〉と下書きしていた璃子が、面食らったように言った。

　ぱちぱちと瞬またたいた彼女は、だけど一拍置いて、意味深な表情を浮かべる。

「でも私、後々ものすごーく親を困らせるようなこと、しますから──」

「困らせるって、どんな？」

「秘密です」

　穏やかにやんわりと、けれどはっきり答えた璃子。

　ミステリアスな瞳ひとみに射貫いぬかれ、ドキリと心臓が跳ねる。

　なんか今の橙寺、いつもより大人びて見えたような……。

　おいおい、他の女子に現うつつを抜かしてる場合かって？

　どうか安心してほしい、目移りなんかできるわけがないんだ。

　俺おれは心に決めた『彼女』一筋だから──。

　ピロティの奥に目を向けると、今日集まってるのは十数人といったところか。黙々と作業するメンバーの中に天使な小悪魔──涼海紗綾がいる。

　床に敷いた大きな模造紙に巨大なタコの絵を下書きしていた彼女。

　初めは座って作業していたはずが、つい夢中になってしまったのだろう。今や四よつん這ばいでペンを走らせている。

　作業に没頭してる姿も素敵だなぁ……。

　懸命な彼女の後ろ姿を見守っていると──ちょわっ、先輩ダメです、その角度はラッキー……じゃなくてリスキーです……！

　真守以外のメンバーは、自分の作業に集中してるから誰だれも気付いてない。

　だけど、その体勢は危険オブ危険……！

　だって、あと一センチでも前のめりになったら、お尻しりを突き出したみたいな姿勢になってわわわわわ！

　ウエストで折っているのだろう、少し短めな制服のスカートから、彼女の白く美しい太ももとそれから──だだだダメダメ、先輩ダメですって……！

　乙女のセクシーゾーンを目撃しそうになった真守は大慌て。

　なっ、何かガードするもの……そそそ、そうだ！

　そばにあった横断幕おうだんまく用の白い布を拾い上げ、


　──先輩はもう充分に戦いました、それ以上は危険ですっ……！




　続行不可能な試合にタオルを投げ入れるセコンドのように、そいやぁぁぁっと投下する。



　乙女のセクシーゾーンを守る秘密兵器はひらりと宙を舞い、だが不発に終わった。

　や、不発って言っても見えてないよ、見てないよ!?

　というのも、布が着地するよりも早く、彼女はよいしょっと立ち上がったのだ。

　だから見えてない、無実……！

「ようやく下絵完成っと。それにしてもあっつ～い！」

　真守の視線に気付きもしない紗綾は、何事もなかったように独り言。

　第一ボタンの開いたブラウスの襟えりを、パタパタと揺すって風を送り込む。

　ふぅ～と吐息を漏もらす薄いくちびるは艶やかで、ただ一息つくだけでも絵になる人だなぁと見入ってしまう。

　こんなに近くで、それも合法的に彼女を見つめられるなんて、神様ってほんとにいるんだなぁと破格の幸運に打ち震える。

　天は真守に二物どころか一物も与えず、去年にいたっては紗綾の売るタコ焼きさえも与えなかったが、今年は大チャンスを用意してくれた。

　というのも、紗綾が今年も文化祭の実行委員をやるらしいという情報は得ていたから、自分も文実ぶんじつメンバーになれば、彼女と過ごせる時間が増えるのでは？　と密ひそかに狙ねらっていたのだ。

　学年が違う彼女と自然に話せるチャンスなんて、そうはない。

　実行委員には各クラス、男女一人ずつ選出されるのだが、希望者がいなければクジになる。

　紗綾と一緒にいたいとはいえ、

『はいは～い！　俺やりま～す！』

　……と立候補できるような柄がらでも、

『はいは～い！　実行委員は朝山あさやま君がいいと思いま～す！』

　……と推挙されるようなキャラでもない真守はまさに神頼み。

　どうかどうか、誰も立候補しませんように、推挙されませんように！

　クジになって俺が表向き運悪く、だけど運良く選ばれますように～～！

　そう祈りまくっていた。

　選出の日まで毎日神社に参拝、『ご縁がありますように！』と五円のお賽銭さいせんを投げ続けてきた功績が認められたのだろう。

　見事クジに当選した真守は、高校二度目の文化祭を憧あこがれの先輩──紗綾と過ごすチャンスを得たのだった。

　ああ、神様ありがとう……！

　苦節約一年と半年、ようやく進展の兆きざしが見えました！

　初めて会ったあの日、ショートボブだった彼女の髪はセミロングに伸びている。

　ふわふわにカールした毛先が愛らしく、だけどますます大人っぽい。


　この一年でさらにお美しくなられて、額に滲にじむ汗まで神々しいですじゃ……！



　姫を見守るお付きの爺じいや気分で見つめていると、

「ん？　何かあった？」

　ようやく視線に気付いた紗綾が小首をかしげた。


「やや、そういうわけじゃないのですじゃ……！」



　しまった、テンパって爺やモードが出てしまった。

　ぷっ、と可笑おかしそうに吹き出した紗綾は、いたずらっぽい流し目をよこす。

「ふーん。じゃ、ただただ私に見惚みとれちゃってたのかなー？」

　長いまつげに縁取ふちどられた瞳が、獲物を見つけたとばかりにキラリと光る。


「ややや、そういうわけじゃない……こともなくはなくなくないのですじゃ……！」



　さすがに『はい、見惚れてました！』とは答えられなくて、でも噓うそは言えずにぼやかそうとしたら、肯定なんだか否定なんだか、自分でもよくわからなくなくない？　な壊れかけの爺やになってしまった。

「ははーん、さてはこれを投げてきたのは君だなぁ？　おひねりならもっとシャレたものがいいんだけどなー？」

　不発に終わったセクシーゾーンガード……もとい横断幕用の白い布を拾い上げた紗綾が、自らの体にふわりと巻き付ける。

「この生地、シーツみたい。ね、似合う？」

　抑揚よくよう控えめの、綿わたあめみたいな声が聞いた。

　や、似合うっていうか、白い布がイイ感じ……いや、けしからん感じに制服を隠しちゃってるから、裸でシーツにくるまってるみたいに見えなくなくなくない────!?


「そ、それはでででですじゃじゃじゃ……！」



　暴走する思春期に頭はパンク状態、爺やモードも完全にバグってしまった。

　そんな真守を、天使な小悪魔はニヤニヤと楽しそうに見ている。

「こーら紗綾、後輩をからかっちゃダメだろ？　朝山君が困ってるじゃないか」

　背後から爽さわやかな好青年ボイスが響いた。

　その声に真守は出たな、と身構える。

　声の主は文実メンバーの一人──三年生センパイの城将じょうしょう勝矢かつやだ。

　ハンサムで優しげな言動から女子にモテモテ。名前からして『勝ちにきてる』感があって気にくわない……ってすみません、ただただ俺の嫉妬しっとです。

「ごめんね、紗綾はちょっといたずらが過ぎるとこあるっていうか」

　城将が、真守の顔を申し訳なさそうに覗のぞき込んだ。

　俺の女が迷惑かけてすまんな、みたいな意図を感じて胸がざわつく。

「むー、カッちゃんってば人聞ひとぎきが悪いぞ～」

　城将のことを親しげに『カッちゃん』と呼んだ紗綾が、ぶっすーとツヤツヤのくちびるを尖とがらせる。

「いたずらじゃないし、ただ遊んでただけだし。ねっ、朝山クン？」

　ええと姫さま、それは俺『と』遊んでたの、俺『で』遊んでたの!?

　まぁ俺だって本気で困ってたわけじゃないけど……。


　イヤだけどイヤじゃないよ、姫さまもっと来てですじゃ……って感じだったのに──。



「あっ、もうタコ描けたんだね？　今年のデザイン、改めて見ても可愛かわいいよ。紗綾ってほんとセンスあるなぁー」

　模造紙に視線を落とした城将が、ナチュラルに会話をさらっていく。

「へっへーん。タコの目ハートにしたの、正解だったでしょ」

「うん、ポップでゆる可愛い。文実スタッフＴシャツもこのデザインだっけ？　完成が待ち遠しいよ」

「フッフッフ、実はもう委員会室に届いてま～す！　でもま、明日みんなが揃そろってるときに配るね」

　あーあ、俺、すっかり蚊帳かやの外じゃん……。

　結局こうなるんだよな、と恨めしげに城将を見やる。

　紗綾と仲良くなれるチャンスを、彼はいつも涼しい顔で邪魔してくる。

　いつも、いつも、いつも。去年の文化祭でもそうだった。

　あの日、タコ焼きよりも引っ張りダコだった紗綾を城将は徹底ガード、彼女目当ての輩やからが接近しないように、颯爽さっそうと追い払っていた。

　タコ焼きは完売でも、せめてあの日のお礼を……！　と近付く真守のことも、

『悪いね、紗綾は文実の仕事が山のようにあって忙しいんだ』

　と横からシャットアウトしてきた。

　もっとも、それで諦あきらめる真守ではない。

　あの長蛇ちょうだの列で紗綾のクラス情報はゲットしていたから、日を改めて教室に向かえば──！

　そう奮起したのに、ここでも城将の壁は厚かった。

『涼海さんいるー？』

　……などと、彼女目当てで飛び込んでくる男たちを、城将は速攻でブロック、ブロック、ブロック──！

　教室前に構えて紗綾を守る鉄壁エアゴールキーパーと化していたのだ。

『涼海さんいるー？』の『涼すず……』くらいで、

『いませんがそれが何か!?』

　と跳ね返す驚異のスーパーセーブぶりだったから、『鈴木さん』目当ての人も誤検知で弾はじかれてたんじゃないかな。

　あと、『雀すずめお好きですか？』って感じの雀友達スズメイトたちも犠牲になってると思う。

　や、そんな人がいればの話だけど……。

　つまりは城将勝矢最後の砦が手強てごわすぎて、文実入りした今もなかなか紗綾との距離を縮められずにいるのだ。

　……というか、この二人──

「ハハッ、紗綾は昔からそうだよねー」

「えー、それはカッちゃんもでしょー？」

　付き合ってるんじゃないのか──？

　親しげな姿に、つい勘繰かんぐってしまう。

　だって、異性を下の名前や愛称で呼ぶのって、かなりの仲だよな。

　もし二人が付き合ってるなら、邪魔なのは俺の方じゃないか……。

　そんな弱気が、『今こそチャンス！』と逸はやる心にブレーキをかける。

　でも二人が恋人なら、城将先輩はドヤ顔で公言するんじゃないか？

　隠密おんみつ守護神キーパーみたいなマネせずに、堂々と『人の女に手を出すなレッドカード！』で牽制けんせいしてくるに違いない。

　そうしないってことは、二人はまだそこまでの関係じゃないってことだ──と信じたい。

　強く強く、胃酸を生き抜く乳酸菌以上の強さで……！

　ちなみに、もはやカウント不可能──一昨昨昨昨昨昨昨昨日∞おとといインフィニティのお礼は言えずじまいだ。

　今さらではあるが、すっかりタイミングを逃してしまった。

　正直、どこかで期待してたんだ。

　紗綾先輩も俺のことを当然覚えていて、

『あ、君、あのときの子だよね？　ほら、絆創膏ばんそうこうの……！』

　なんて感動の再会ができるんじゃないかって──。

　けれど現実は残酷だ。

　文実の初顔合わせで自己紹介する真守に彼女は、

『朝山クンね、おけまるー！』

　と、超絶テキトーな返しをしたのみ。

　拍子抜けして『実はあのとき……』とは言い出せなくなってしまった。

　まぁ『おけまるー！』って手で丸を作ってた先輩も神がかり的に可愛かったけど……。

「でも紗綾、無理のしすぎは禁物だよ？　クラス展示の方も中心になってるみたいだし、もっと僕に頼っ……」

「無理すんなってそれこそ無理だから！　今年はほら、タコ焼きリベンジかかってるし！」

　真守が肩を落としている間も、紗綾たちの会話は続いていた。

「去年は予想をはるかに超える売れ行きだったでしょ？　計算が甘かったって反省してるし、今年こそは希望者全員に届けたいし、だからこそいろいろパワーアップしたいの！　物量はもちろん、屋台も大きくド派手にね！」

　紗綾はそう言って、フンと意気込む。

　だけど、さすがに希望者全員にってのは難しいんじゃないかな。

　だって、去年は本当に凄すさまじい人出ひとでだったのだ。

　彼女目当ての男子抜きにしても、キャッキャとはしゃぐ女子たちの列が途切れることはなくて、『みんなどんだけタコ焼き好きなの!?』と驚愕きょうがくするばかりだった。

　よく見えなかったけど、トッピングに関してもこだわりがあったのかな。

　注文の際、『えー、どうしよ～』と迷う女子続出、列の進みがやけに遅かったのを覚えている。

「それにしても妙だよなぁ。そこまでの人気なら他でもタコ焼き屋出せばいいのに、今年も文実以外は申請ナシ……。焼きそばとか、お好み焼き屋はあるのに……」

　つい疑問がこぼれ出てしまう。と──

　急に口を挟んだせいかな、先輩たちが「え……？」と若干じゃっかん引いたような顔をした。

　それに、話を聞いていたらしい。作業中だった他のメンバーまで啞然あぜんと固まっていて、

　──え、俺そんな変なコト言った……？

　逆に固まっていると、「もぉ～、しっかりしてよねー？」と紗綾が困ったように笑った。

「他が出店したって意味ないでしょ？　みんなが求めてるのは『文実』のタコ焼きなんだから。タコ焼きといえば文実！　文実といえばタコ焼き！　吾嶌高校ウチの伝統でしょ？」

「え、伝統って文実、毎年タコ焼き作ってるんですか？　去年と今年に限ったことじゃなくて!?　ひょっとして、文実に伝わる秘密のレシピがあるとか……」

　そうか、みんな秘伝の味を求めてあんな行列を……。

　納得しかけたのに、不正解らしい。


「う、うそでしょ……!?　き、君、もしかして知らないの？　文実に伝わる愛のタコ焼き伝説を……！」



　目を見開き、ガタガタとその身を震わせる紗綾。

　ようやく追い詰めた敵の正体が失踪しっそう中の兄だった……！　的な衝撃展開に驚くヒロインみたいな動揺っぷりだ。

「そっか、朝山クンはクジで入ってきたんだっけ？　ウチに立候補する子ってさ、文化祭を盛り上げたいっていうのはもちろんだけど、文実のタコ焼きを手伝いたいって動機の子がほとんどだったりするんだ～」

「そ、そうなんですね、すみません……」

　文実に関する予備知識ゼロ──先輩にしか興味のなかった自分が後ろめたくて、思わず謝る。

「や、いいのいいの。伝説って言っても、知らない子は知らないと思うし……！」

　気にしないで、と手を振った紗綾は、

「もう二〇年くらい前のことらしいんだけどね──」

　と、『愛のタコ焼き伝説』なるものを明かしてくれた。

　そもそも、もろもろの準備で忙しい文実が自ら屋台を出店することなど、昔はなかったのだという。

　だが、青春に燃える一人の生徒が切せつに訴えたのだ。

『俺、文実の仕事も屋台も両方楽しみたいんです。ウチでも出しましょう、タコ焼き屋……！』

　と──。

「そ、それがルーツ!?」

　いくらいろいろ楽しみたいとはいえ、文実の他にクラスの出し物だってあったはずだ。

　なのに追加でタコ焼き屋って──

「そ、その人、どんだけ熱量高いんですか、生きる情熱大陸なの!?」

　っていうか、なんでタコ焼き屋一択──？

　屋台がやりたいにしたって、調理ナシの既製品を売るとか、もっと負担にならない選択肢もあったはずだ。

　なのにわざわざ、難易度高めのタコ焼きを指定するって……。

　ひょっとして、無類のタコ焼き好きだったとか──？

「タコ焼き愛が強すぎる生徒が始めたから『愛のタコ焼き伝説』ってことですか？」

「惜しいけど残念！　正解は、その生徒の『好きな子』が無類のタコ焼き好きだったから、でした～！　なんでも、好きな子が毎年楽しみにしてたタコ焼きが、その年に限ってどこからも出店の予定ナシ──『なら俺がやってやんよ！』ってことで企画したらしいよ。猛烈に青春でしょ？」

「好きな子のためにタコ焼き屋を出店かぁ。それは確かに伝説にもなりますね」

「ちょっ、早い、伝説はまだこれからだから……！」

　ファンタジーゲームの予告めいたことを言った紗綾が、「この話にはさらにエモ～い続きがあって」と人差し指を立てる。

「その子、好きな子が注文したタコ焼きにソースで〈好きです〉って告白メッセージ入れたんだって。それを見た彼女は大感激！　見事カップル成立したらしいのよ、エモエモでしょ？」

　そんなハッピーな事例にあやかり、文実はそれ以降も毎年タコ焼き屋を出店するようになったとか。

　メニューにはない秘密のオプション──ソースで描く愛のメッセージは女子生徒に大好評。

　いつしか『意中の相手に文実のタコ焼きで告白──通称〈告タコ〉すると必ず成功、結ばれたカップルは末永く幸せになる』という愛のタコ焼き伝説が誕生したという。

「ロマンチックですよねー、愛のタコ焼き伝説！」

　そばで聞いていた一年の女子──久錐くすい優仁子ゆにこが、キラキラと瞳を輝かせる。

「私、みんなの告タコ手伝いたくて文実に立候補したクチなんです。キューピッドになれたらなぁーって。家でもソースで文字入れの練習してるんですよ？　綺麗きれいなメッセージが書けるように！」

　へー、そんなことまで……って、去年女子たちが『えー、どうしよ～』って屋台で迷ってたのは、メッセージの内容秘密のオプションだったってことか──！

　てっきり『鰹節かつおぶしモリモリにする？　それとも青のりノリノリ、マヨマヨつゆだく～？』みたいなトッピング問題だと思ってた……。

　そうか、あの日みんなが浮かれモードだったのは、告タコを控えたそわそわだったんだ。

　ってことは、あのとき紗綾先輩の列に並んでた男子、あわよくば〈好きだぞ？〉とか文字入れしてもらおうとしてたな!?

　ホントの告白じゃなくても、先輩にそんなこと書いてもらえるなんて卒倒もんだし……！

　そうか、俺が知らないだけで、みんなイイ感じに盛り上がってたのか……。

　ううう、俺って恋の情弱じゃん……！

　まぁ俺の友達、恋愛方面に疎うといやつばっかだしなぁ……。

　去年の文化祭でも、俺がタコ焼きに並ぶって言ったら、

『ごめん、俺らパソコン部が作ったゲームやりたいから先行くわ』

　って別行動になったし。彼らも『愛のタコ焼き伝説』なんて知らないに違いない（でも良いやつらなんだぞ！）。

「橙寺は知ってた？　愛のタコ焼き伝説」

　恋の情弱仲間がほしくて聞いてみる。

　橙寺はお嬢さまだし、古風っぽいし、

『浮うわついた俗世間の話はちょっと……』

　とか言ってくれそう。そう思ったのに──

「実は私も去年試したんです、告タコ──」

　橙寺ブルータス、お前もか……！

「ていうか橙寺、彼氏いたんだ!?」

　告タコしたってことは、伝説の御利益ごりやくで上手うまくいったってことだもんな？

　ウブなお嬢さまに見えて結構進んでる……！

　クラスメイトの意外な一面に驚くが、璃子はふるふると力なく首を振った。

「受け取ってもらえなかったんです、タコ焼きアレルギーだからって」

「え、ピンポイントにタコ焼きアレルギー!?」

「おかしいですよね、タコも粉モノも好きなくせに、タコ焼きだけ嫌いだなんて──」

「あー、アレルギーって、体質じゃなくて単にタコ焼きが嫌いって比喩ひゆか……。確かに珍しいね、タコは好きなのにタコ焼きがダメって」

「ですよねー、美味おいしいのに。ウチは母が無類のタコ焼き好きで、週に一度はタコ焼きパーティーするんですよ？」

「社長令嬢が週一タコパって、それはそれで珍しい気もするけどね。けどそっか、じゃあ告白自体、その人には届いてない感じ？」

「ええ、残念ながら。タコ焼きのトレー、不透明の白いパックで……だから開けてもらえないことには……ね──」

　なるほど、伝説の御利益も、タコ焼き嫌いの前ではお手上げってことか。

「今年は治ってるかな、タコ焼きアレルギー──」

　寂さびしげな瞳でつぶやいた璃子が、不意に紗綾の方を向いた。

「先輩は告タコしたことってあります？」

「へ、私？　ないない、文実メンバーはあくまでサポート役だし、去年なんて即完売だから誰かにあげようとか考える暇もなかったよー」

「そっか、文実メンバーだと告タコする側には回れないんだ……」

　盲点でした、とばかりに眉まゆを下げた璃子は、「でも先輩の場合、告タコされる方が多そうですね。食べきれないほどもらっちゃったりとか」と微笑む。

「えー、告タコされたことなんて一度もないんですけど～。こんな美人をほっとくだなんて、吾嶌ウチの男どもは見る目なさすぎじゃない？　そだ、今年は水着で売り子したら誰か釣れるかな？　リゾート仕様のきわどいやつ！」

　そんなことしたら全俺が釣れます……っていうか、普通に男子殺到して危険だから姫さまやめてくだされ～～！

　それに、先輩が告タコされないのって──。

「いじけないで、紗綾。みんな気後きおくれしてるのかもしれないよ？　可愛すぎる紗綾には告タコなんて畏おそれ多おおいってさ」

　素知らぬ顔でフォローする城将に、おいおい……と開いた口がふさがらない。

　紗綾先輩への告タコ志願者は山ほどいるけど、どこぞの隠密おんみつが闇やみに葬ってるんですよ、ていうか犯人この人です……！

　心の中で密告しつつ、それにしても──と視線を移す。

　告タコ関連の話で他のメンバーが盛り上がる中、ただ一人黙々と作業を続ける男子生徒がいる。

　一年の颯真そうま飛鳥あすかだ。

　長めの前髪で表情が隠れがちだが、端整で中性的な顔をしている。

　細身だし、女子が男子の制服着てるだけ、って言われても信じてしまいそうだ。

　──颯真君、いつも一人でいるんだよな……。

　クールなタイプなのかもしれないけど、まだ一年だし、みんなと話すきっかけが摑つかめずにいるのかも？

　俺も社交的な方ではないけど、一応先輩だし……。

「そ、颯真君は？　愛のタコ焼き伝説って知ってる？」

　歩み寄って、気さくな感じで話を振ってみる。

「知りませんし、知りたくもありません」

　中性的なルックスに反し、その声はしっかり男だった。

　そしてクールというか、コールドなタイプだった。

「まだ何か？」

　不快そうに眉根まゆねを寄せる颯真。

　目にかかる長めの前髪が人を拒絶するバリアみたいで、警戒心の強い野良のらネコを思わせる。

「その……何か困ってることないかなーなんて。ほら、作業でわからないこととか……」

　沈黙が重くて、必死に言葉を探す。

「この下絵が終わったら帰ってもいいですか」

「ご、ごめん、それはちょっとわからない……。あ、でも下絵のあとはペーパーフラワー作るって言ってたから、まだもう少し……」

「帰っていいよーん！」

　颯真とのやり取りを聞いていたらしい。

　紗綾がぴょん、と跳ねるように割り込んできた。

「その代わりペーパーフラワーは宿題だぞ！　作り方わかる？」

「平気です、ググるんで」

「あ、そう。じゃあ初心者ってことで作るのは一〇個で許してあげよう」

「……いくつ必要なんですか、本当は」

「え～、そりゃ本音を言えば一人最低二〇個は作ってほしいけど～？」

「じゃあ三〇個作ってきます、紙ください」

「え、いいよ無理しないで、さっきのは冗談……」

「借りは作りたくないんです。それに、ここで仲良しごっこしてるより全然楽なんで」

　ひっ、姫さまにむかってなんと無礼な……！


　これはもう、打ち首Ｄｅａｔｈデスじゃ……！



　思わず怒りの爺モードになってしまう真守とは違い、紗綾はずいぶんと落ち着いていた。

「そう？　じゃあこれ」

　そう言って、段ボールから取り出した材料を颯真にポンッと手渡す。

「三〇個は余裕で作れる量あるけど、苦だと思ったらいつでも戻っといで？　みんなで作った方が全然楽だから」

　ニッと天使の顔で微笑む紗綾。が、颯真は特に返事もなく帰り支度を始める。


　ぐぬぬ、感じの悪い後輩Ｄｅａｔｈじゃ……！



「ねぇねぇ、ジュース飲みた～い！　行こ？」

　燻くすぶる怒りの爺モードを、綿あめみたいな声が浄化する。

　ピッと紗綾が指差すのは、ピロティの隅にある自販機だ。

　ああもう、こんな可愛いカツアゲおねだり断れるわけがない。

　あ、でもポケットに小銭ないな……。

「すみません、ちょっと財布取ってきます！」

「だいじょーぶ。確かね～」

　ブラウスの胸ポケットに指を突っ込んだ紗綾は、

「あった！　缶ジュースなら二人分イケるっしょ」

　百円玉を二枚取り出し、ニッと口角を上げた。

　確かにあの自販機なら百円で買えるけど、そんな特等席ズルい、俺も小銭になりたい！

　……なんて百円玉にジェラシー。

「うーん……決めた！　レモンソーダにしよーっと！」

　自販機のボタンを、えいっと押した紗綾は出てきた缶をプシュ──早速開けて口を付けると、「朝山クンは？」と小首をかしげる。

「あ、じゃあ俺も同じのを……」

「え、同じのって分け合っちゃう系？　やだ～、さすがにそれはちょっと照れちゃうなー」

　照れちゃうって……あれ、俺なんか言い方間違えた？

　同じのって、同じ種類って意味だったんだけど、もしかしなくても『先輩の缶シェアしたいです！』みたいな意味にとられてる!?


「ちっ、違うんです！　そそそ、そういうつもりじゃ……！」



「ん、分け合っちゃわないの？」

　言いながら、缶を真守へと傾かたむける紗綾。

「シュワシュワで美味しいよ？」

　そう勧めるくちびるは、うるうるとソーダに濡ぬれていて──

「──間接キスになっちゃうね」

　追い打ちのささやきに、真守の鼓動はドクドクドドドと大暴走。

「わわわ分け合っちゃわないです、同じレモンソーダのご新規さまをくだされ……！」

　テンパりすぎて、また変なことを言ってしまった。
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　だって、いきなりこんなとこで先輩と間接キスなんてムリムリ、心の準備ができてない！

「あはは！　やっぱ君、面白おもしろいねー」

　真守のうろたえっぷりに満足した様子の紗綾は、自販機で買った新たなソーダを小悪魔な笑みで差し出す。

「は～い、ご新規さま一本入りまーす！」

　あー、俺、完全に遊ばれてるわ……。

　恥ずかしさに茹ゆで上がった顔を片手で隠しつつ、どうも……とジュースを受け取る。

「あ、これ後でお金払いますね」

「いいのいいの、お礼だから」

　え、俺で遊んだ分の──!?

　一瞬面食らってしまうが、

「ありがとね、彼のこと気遣ってくれて」

　紗綾の視線は、遠くの颯真を向いていた。

　一人帰り支度を続ける颯真に、『どうしたの？』なんて声をかける者はいない。

　かといって、誰からも相手にされず哀れだ、という様子もない。

　むしろ一歩でも近付いたら、シャーと牙きばを剝むいてきそうな殺気を放っている。

　警戒心の強い、人間嫌いの野良ネコ、みたいな。

　そう感じているのは紗綾も同じらしい。

「野良ニャンコ君、ちっとも懐なつかないねー。あの子、文実でいつも孤立してるでしょ？　阿窯あがま君もずっと気にしてて……」

　阿窯君というのは文実の委員長だ。

　賢そうなスクエア眼鏡めがねがトレードマークな彼は、本当に賢い三年生。

　優しくて面倒見のいい、文実の大黒柱的存在だったりする。

　女子人気は顔のいい城将が圧倒的だが真守は断然、委員長推し！

　もちろん最推しは紗綾先輩だけど……！

「あれ、そういえば委員長、今日はまだ来てないみたいですね」

　きょろきょろとピロティを見回すが、彼の姿はない。

　いつもなら、休日の準備にも休まず参加するのに……。というか、ん──？

　最近、委員長の顔を見てないような──？

「あー、たぶん風邪こじらせちゃった系。木曜からお休みしてて、メッセージ送ったんだけど返事来ないんだー」

「そっか、同じクラスなんでしたっけ。風邪、最近流行はやってますよね」

「みんな夏の疲れが出ちゃってるのかも。キョーコもカスミも今日は体調不良で来られないって。朝山クンは？　疲れてるんじゃなーい？」

　自販機横のベンチに、紗綾がちょこんと腰かけた。

「や、俺は全然……」

　むしろ先輩と一緒にいられるから元気いっぱいです！　とはさすがに言えないけど。

「日曜までごめんね～。あれもやりたい、これもやりたいってつい欲張っちゃって。色付け、絵の具の代わりにペーパーフラワー使おうって言い出したのも私だし……」

『文化祭のテーマは〈咲き誇れ、青春！〉でしょ？　文字や絵をペーパーフラワーで模かたどったら、咲き誇ってる感出ると思うんだよね！　絵の具で塗った方が早いけど、色とりどりの花で飾った方が映ばえるし、お花がいっぱいの屋台が見たい見たい見た～い！』

　……などと、小悪魔パワー全開で計画変更を迫ったのは確かに紗綾先輩だったりする。

　ただでさえ押している準備が、さらに押せ押せになってるのも事実ではあるけど──

「みんなの賛同は得てるわけだし、そこは気にしなくていいんじゃ……」

　言いながら、ベンチに座る彼女の隣をロックオン。

　いいよね、座っても。失礼しまーす。

「でもさー、あの野良ニャンコ君は正直賛同してなくない？　反対するのも面倒だから黙ってるだけっていうか」

「あー、それはまあ……どうでしょう？」

　すみません、初めて隣に座れた快挙が嬉うれしすぎて、気のきいた返しができません……！

「ほら、私ってムチャ振りばっかでしょー？　いつもは阿窯君とかキョーコたちがフォローしてくれるからいいけど、今日みたいな日は参っちゃうよ」

　そう言って、ぐびぐびと勢いよくソーダを飲む紗綾。

　横からでもわかる喉のどの動きが妙にセクシーで、ドキリとなる。

　いやいやほんと参っちゃいますね、はい。

「だからね、朝山クンがいてくれて本当に助かってるんだ～。こうして休日も頑張ってくれるし、後輩のことまで気にかけてくれて……。ありがとね、クジで役員になったのに、ちゃんと文実のこと考えてくれてるの、すっごく嬉しい！」

　眩まぶしすぎるほどの笑顔を向けられ、良心が咎とがめる。

　すみません、いろいろ考えてるうちの九九％は先輩のことです。

　でももちろん、文化祭を成功させたいって思いは本物だよ!?

　……っていうか先輩と俺、今ものすご～くイイ雰囲気なんじゃ──？

　いつもならこんなとき、すかさず隠密守護神キーパーが割り込んでくるんだけど……。

　上手くいきすぎてて逆に怖い。チラリと様子を窺うかがうと、

「城将先輩、ちょっと聞いてもいいですか？」

「あ、私もここわかんなくて～！」

　城将の気を引きたい女子たちが彼を囲んでいた。

　おおっ、鉄壁が鉄壁に阻はばまれてる！　ナイス陣形、頑張れ女子……！

　こっそりエールを送っていると、あれ──？

　キャッキャと楽しげだった陣形に、ざわざわと妙な空気が広がり始める。

「え、なんで……」

「そんな、ウソでしょ……」

　動揺の声が漏れ聞こえる。

　なんだろう。城将先輩、女子がドン引きするような寒いギャグでも言っちゃったかな……？

　──いや、違う。

　彼女たちの顔はもっと深刻そうで、よく見ると、城将の持つスマホに注目が集まっていて、

　それから──

「ほんとだ、私にも連絡来てる……！」

「あ、私も！」

　みんな慌てた様子で各々おのおののスマホを確認し始める。

「──何か……あったのかな」

　異様な気配を感じ取った紗綾が、不安げに言った。

　──と、ポケットのスマホが震える。

　紗綾のスマホにも何か来たらしい。

　一瞬互いの目を合わせ、コクリと頷うなずいた二人は、

　得体えたいの知れぬ緊張感の中、それぞれのスマホをチェックする。

　届いたのは一通のメールだった。

　二人とも同じ内容。それ自体はおかしなことじゃない。

　だってメールは、学校からの一斉配信だったから。

　台風のときなんかに、休校情報を知らせてくれるアレ。

　だけどその内容は、いつも以上に物々しく不穏なもので──





〈【緊急】七日星なのかぼし発疹症による学校閉鎖のお知らせ







　本日、九月六日（日）、本校の生徒、複数名が七日星ウイルスに感染していることが判明しました。これにより本校は当面の間、学校閉鎖となります。

　各自、指示があるまで自宅待機、外出は原則禁止とします。

　なお、保健所による状況把握のための調査が、全校生徒を対象に行われる予定で──〉






「なんだよこれ……」

　思わずつぶやいてしまった。

「七日星って、ニュースになってたあれ……？」

「学校閉鎖ってどういうことよ、いつまで？」

「自宅待機って、家から一歩も出られないってこと？」

　ざわざわと、ピロティに困惑の声が広がっていく。

「ねぇ、ちょっと待って。原則外出禁止って、今外ココにいる私たちはどうなるの？」

　誰かの疑問に応こたえるように、校内放送が流れた。




　──ピンポンパンポーン。




　馴染なじみある、どこか間の抜けた音色ねいろが、

　だけど今日に限っては、異様な緊迫感をはらんで響いた。
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『学内にいる全生徒のみなさん、緊急かつ重要なお知らせがあります。至急、体育館に集合してください』

　どこか不穏な校内放送を受け、真守まもるたちは体育館に急いだ。

　学校閉鎖だなんてメールを受け取っていた上に、

『移動の際は私語を慎つつしみ、生徒間の距離を充分とるよう心がけてください』

　なんて注意が二度も繰り返されたから、なんだか嫌な予感はしていた。

　その予感は、体育館前の通路に出た瞬間、確信に変わった。

　だって明らかにフツーじゃない。

　マスクとゴム手袋をつけた先生たちが、検問のように待ち構えていたのだ。

「いったいどうなってんだ……？」

　思わず声を出してしまう真守に、紗綾さあやがしーっと人差し指を立てる。

　そっか、私語は控えなきゃなんだっけ……。

「体温測るから二列に並べー。間隔はあけて、あ、そこ、しゃべらない！」

　いつもよりピリリとした先生の声が響く。

　どこかの運動部だろう、ジャージ姿の生徒たちが戸惑いながらも指示通りに並んでいて、真守たち文実ぶんじつメンバーもそのあとに続いた。

　体温って……さっきのメール、ウチの生徒が七日星なのかぼしにかかったって話だし、その関係で……？

　七日星発疹症というのは、半年ほど前から世間を騒がせている新種の感染症だ。

　原因となる七日星ウイルスに感染すると、頭痛や発熱などの症状に加え、星形の発疹が全身に広がっていくとか。

　発疹はおよそ七日をピークに治まっていくことから、七日星なんて名前がついたらしい。

　特効薬やワクチンといったものはまだない。

　多くの場合は軽症で済むが、体中に歪いびつな星が広がっていく様が独特で、感染の広がる海外では大きな騒ぎになっている。

　そんな病気にウチの生徒がかかるなんてちょっとヤバいかも、とは思ってたけど……。

　異常なほど張り詰めた空気に、これは想像以上に大事おおごとなのかもしれない、と背筋が震える。

　私語禁止で静かなこともあり、列の後ろでも前方のやり取りが聞こえてくる。

　検温に加え、健康状態についても確認されるようだ。

「解熱剤げねつざい飲んでないよな」

「体調に異変は？」

「ここ数日で妙な発疹は出なかったか」

　なんて質問が漏もれ聞こえる。

　熱があったり、健康状態に異常があると体育館には入れないらしい。

「ちょっといいか？」

　と、別の場所に誘導されていく声までして、少し……いやかなり怖い。

　検温に使われたのは、馴染なじみのない非接触式の体温計だった。

　──体調はどこも悪くないし、熱もない……よな？

　おでこにバーコードを読み取るスキャナーみたいな機器を翳かざされ、無駄にドキドキしてしまう。

　良かった、測定結果は平熱。健康状態も良好な真守は、先へ進むことを許される。

　体育館前には長机が設置されていて、消毒用のスプレーと使い捨てマスク、それから受付票があった。

　添えてある指示書に従って手指を消毒、マスクを一枚取って装着したあと、受付票に必要事項を記入していく。

　学年にクラスに氏名、それから保護者の連絡先──？

　なんでそんなことまで……。

　疑問に思いつつも、後ろが詰まっているので早々に済ませる。

　体育館に入ると、ヒヤリと冷たい空気に肌が粟立あわだつ。

　蒸し暑い屋外から空調の効きいた屋内に移ったから、っていうのもあるけど、それだけじゃない。

　緊張感がハンパないのだ。

　総勢九〇人はいるかな、制服やジャージ姿の生徒たちが、縦、横ともに結構な間隔をあけて整列している。

　あ、先輩、もう中にいたんだ……！

　近くの列に紗綾の姿を見つけ、そっと後ろに並ぶ。気付いた紗綾が振り返って、

〈なんか変な感じするね〉

　と、不安げな瞳ひとみを揺らした。

　校内に残っていた生徒がみんな集まったのだろう。

「悪いな、突然集合なんかかけて」

　これまたマスクをつけた先生が、拡声器を手に壇上へ上がった。

　ボサボサの前髪に、ヨレヨレのスーツ。先生らしからぬユルさの彼は藤崎ふじさき謙吾けんご──担当教科は国語で、我らが文実の監督役でもある。

　伸びすぎた髪を後ろで束たばねている様がエビの尻尾しっぽのようで、エビサキなんて呼ばれてたりする。

「あれ、エビサキいたんだ……」

「ていうかなんでエビサキ？」

　ささやいたのは、文実メンバーの誰だれかに違いない。

　あまり指導熱心ではない……というか、むしろやる気ゼロな彼は、文実の活動中も職員室でダルっと待機したまま、ろくに様子を見に来ない。

　今日なんてまだ一度も姿を見せていなかったから、文実メンバー的には『いたんだ……』みたいな感想にならざるを得ないし、そんな彼が学校代表みたいな顔で壇上に現れたのだから、『ていうかなんでエビサキ？』と漏らしてしまうのも無理はない。

　だけど、なんだろう。

　普段の先生とは様子が違ってるような……？

　いつもやる気のないタレ目が、今日はキッとつり上がってるというか……。

　トレードマークの無精ヒゲがマスクに隠れているせいもあって、いまだかつてないほどにシャンとして見える。

「あ～～。聞こえる？　聞こえるか」

　拡声器を構え、ボリュームを調整した彼は、いつになく真剣な面持ちで続けた。

「さっきメールで配信されたから、既に知ってるやつもいるよな。集まってもらったのは学校閉鎖の件だ。ウチの生徒が七日星に感染していることがわかって……」

　深刻ではあるが、落ち着いたトーンを心がけているようだった。

　ウイルスについての補足情報を、教科書を読み上げるように簡潔に説明していく。

「そんなわけで、保健所から全校生徒を対象に聞き取り調査が行われることになった。小規模ではあるが、校内での集団感染が疑われていて……」

「それよりもう帰っていいですか？　学校閉鎖の件、ニュースにもなってるみたいで、早く帰ってこいって親がうるさいんです。説明ならそれこそメールでくれればいいっていうか」

　スマホを手にした男子生徒が、焦じれた様子で口を挟んだ。

「あー、親御おやごさんにも心配かけてるよな。すまん、後で学校から事情を説……」

「説明なら家に帰って自分でしますよ、小学生じゃないんだから」

「それがなぁ……悪いなみんな、絶対に驚くとは思うんだが、どうか驚かずに聞いてほしい」

　そんなムチャ振りの極きわみみたいな前置きのあと、藤崎はとんでもないことを口にした。

「今ここにいる者は全員、このまま学校で待機してもらうことになった。期間は二週間。だから家には帰れない」




　──シン、と静まり返る体育館。




　一拍置いて、ざわざわと動揺が広がる。

「ちょ、今のどういうこと？」

「エビサキの冗談笑えなーい」

「や、今のは本気っしょ……」

　騒然となる中、先ほどの男子生徒が戸惑いの声を上げた。

「待ってください、学校は当面の間、閉鎖されるんですよね？　なのに待機って……」

「ああ、だから俺おれたちは、閉鎖された学校内で待機することになる」

「そ、そんなの無茶です！　そもそもなんで帰っちゃいけないんですか？　妙なウイルスが校内に蔓延まんえんしてるかもしれないんですよ？　一刻も早く帰るのが得策じゃ……」

「言いたいことはわかる。が、そう簡単な話でもなくてな……」

　ハァと息をついた藤崎は、だが真剣な眼差まなざしで続けた。

「今回の七日星発疹症、校内での集団感染が疑われてるってことはつまり、俺たちも『感染していない』とは言えない状況だ」

「それって、僕たちが七日星にかかってるってことですか？」

「それはまだわからない。もちろん、みんながみんな感染したわけじゃないんだろうが、陽性者と同じ校内にいたからには、発症の可能性がある期間──七日星の場合は二週間らしいんだが、その間しっかりと健康状態を観察、ケアした方が安心だろ？　学校待機中は保健所の指導の下、ここにいる全員の健康をサポートしていく」

　なるほど……。ちゃんとサポートを受けられるのならまあ……いいのか──？

　真守が納得しかけていると、

「でも、それって変ですよ」

　今度は女子生徒が声を上げた。

「だって、健康観察なら家でもできますよね？　今ここにいない子たちは自宅待機なわけだし、なのに私たちが帰してもらえない理由って何……？」

「あー、やっぱそこ気付いちゃうかー」

　女子生徒の鋭い質問に、藤崎は困ったように額を押さえる。

　生徒には明かせない事情でもあるのだろうか。

　不審に思っていると、

「確かさっきの子、ニュースにもなってるって言ってたよね」

　隣の列にいた城将じょうしょうがスマホを取り出して検索、顔を曇らせる。

「ネットに動画ニュースが上がってる。学校の外は大騒ぎみたいだ……」

「マジか！」

「見せて見せて！」

　整列を崩し、城将に駆け寄る生徒たち。

「お前ら固まるな、距離をとれ……！」

　藤崎の呼びかけもむなしく、城将の周りに人集ひとだかりができる。

　これじゃ全然見えない。

　覗のぞき見を諦あきらめた真守は、自分のスマホで該当のニュースを探す。

〈速報　吾嶌あしま高校で七日星ウイルスによる集団感染が発生〉……ってこれか？

　それらしき動画を見つけると、「私もいーい？」と紗綾がスマホを覗き込んできた。

「もっ、もちろん大歓迎です……！」

　参ったな、こんなときでも胸が高鳴ってしまう。

　だけど、いざニュースを再生すると、浮うわついたドキドキはすっかり鳴なりを潜ひそめ、当惑ばかりの、負の鼓動が走り出す。

『都内の私立高校で、七日星ウイルスによる集団感染が確認されました』

　ミュートを解除したスマホから、緊迫したアナウンサーの声が響く。

　城将の言う通り、学校の外はかなりの騒ぎらしい。

　中継で映し出された吾嶌高校の校門周辺はレポーターやカメラマンなど、多数の報道陣でごった返していた。

　ガッチリ閉ざされた校門には〈閉鎖中・立ち入り禁止〉の張り紙が。

　まだ俺たちが残ってるのに、閉鎖って……。


　このまま学校で待機するって話は、もう確定ってことか……!?



　愕然がくぜんとするも、ショックはまだ序の口──

『現在陽性と確認されている生徒は一二人、いずれも都内の病院に入院中で……』

　一二人も感染、それに入院って……。

　相次ぐ新情報に戸惑う中、画面は次の映像に切り替わる。

『今、世界を騒がせている七日星ウイルス、その都内初の感染例ということもあり、近隣住民からは不安の声が上がっています』

　そんな導入で流れるのは、高校近くに住む住民の反応だ。

『吾嶌高校で七日星？　それってヤバくないですか!?』

『正直、吾嶌の生徒には出歩いてほしくないです。だってみんな感染してますよね？』

『感染校の生徒を野放しとかありえないっしょ。関係者まとめて隔離が妥当じゃないっすか』

　勝手すぎるコメントに、紗綾が「ひどい……」と声を詰まらせる。

　動画を見ていた他の生徒たちも、

「何だよこれ、俺たちを病原体みたいに……！」

　と、口々に怒りの声を上げた。

　だけどこれで、学校がなぜ生徒を帰したがらないのかわかった。

　帰したくない、というより、帰せないのだ。

『感染拡大の恐れがあるのに、感染疑いのある生徒を帰すなんてけしからん……！』

　そんなクレーム殺到で、学校が管理責任を問われてしまうから。

　それからもう一つ。

　集団感染というネガティブなイメージが強すぎて、今、吾嶌生が外に出たら誹謗中傷ひぼうちゅうしょうの的まとになる危険性が高いから──。

　みんな今日も制服とか、校名の入ったジャージで来てるし、吾嶌の生徒だってことは一目瞭然。バスや電車で乗車拒否されることもありえるよな……。

　さっきのインタビューからしても、吾嶌ウチが猛烈な拒否反応を示されているのは確かなわけだし……。

　先生が学校待機になった本当の理由を隠していたのは、『外側』のショッキングな情報を伝えることで、いたずらに生徒の不安を煽あおりたくなかったからだろう。

「あーあ、見ちまったかぁ。このネット全盛の時代に隠しきれるわけないとは思ってたが、それにしたって早すぎんだろ……」

　ハァと天を仰あおいだ藤崎は、だが切り替えて実情をぶちまける。

「えー、そういうわけで外の世界は危険です。学校としては、生徒の安全を第一に考え、現在登校中の生徒及および職員は校内に待機することになりました。あ、閉鎖期間中はＳＮＳへの投稿は禁止な？　興味本位で妙なこと聞いてくる連中には一切いっさい返事すんなよ」

「あの……」

　生徒の一人が、おもむろに手を挙げた。

「ウイルスに感染してるか検査してもらえませんか？　陰性なら堂々と帰宅できますよね」

「あー、検査は保健所の指示で必要に応じて行われる……が、もし陰性でも学校待機は続けてもらうぞ？」

「どうして？　陰性……つまりは無実なんですよ？」

「あれじゃん？　発症してもすぐに発疹が出るわけじゃないらしいし、パッと見じゃ本当に陰性かどうかわかんないからとか？」

　生徒の疑問に、他の生徒が答えた。

「私は陰性ですって首から看板ぶら下げとくわけにもいかないし、仮にそうしたって信じてもらえるかはアヤシイよね～」

「つまり、私たちの無実を証明するには、発症の恐れがある二週間は学校で待機するしかないようですね」

　凛りんとした声音こわねで言ったのは璃子りこだ。

「急がば回れ、といったところでしょうか。校内に残るのが一番安全なようです」

　さすがは優等生、お嬢さまでも肝きもが据すわってるなぁと感心してしまう。

　一瞬、驚いたように目を見開いた藤崎も、

「ああそうだな、ご名答──」

　と、璃子を手で指した。

　これでみんな納得か──と思いきや、異例の事態に不安は尽きない。

「で、でも校内が安全とも言い切れないですよね？」

　と、別の生徒が食い下がる。

「七日星って無症状でも感染性があるって話じゃないですか。学校にいれば、そりゃ帰り道に何かされる心配はないですけど、七日星が感染うつる危険性は高いんじゃないですか？」

「えー、それって鬼ヤバじゃん。そだ、警察に協力頼もうよ！　ウチらの帰宅をマンツーマンで警備してもらうの！」

　無邪気に提案する生徒に、「悪いがそれは無理だ」と藤崎が首を振る。

「これだけの大人数を個別に家まで送り届けるのは難しいだろ。なんつーかほら、異例の事態だし、おいそれとは……な」

　やんわりと言葉を濁す藤崎だったが、

「脅迫状が来たわけでもなし、わざわざ感染リスクを負うようなこと警察だってしたくないっしょ。学校だって、そんなこと頼んだなんて世間に知れたら非難ごーごーもんよ」

　そんな生徒の皮肉で台無しになる。

「じゃ、じゃあ私たち、感染の恐怖に怯おびえながら二週間もここに閉じこもってなきゃいけないんですか？」

「ちょっと待ってよ、学校に残ったせいで感染なんてマジ勘弁！　確率低いとはいえ、重症化しないとは限らないんでしょ？　特効薬もないのにどーすんの！」

「おーい、一旦いったん落ち着けー。七日星の感染経路は主に飛沫ひまつ、それから接触感染だ。マスクの着用と充分な距離の確保、それに小まめな手洗いや換気を続けることで予防は可能……」

　真摯しんしに訴える藤崎。──が、不安に侵された生徒の耳には届かない。

　あふれ出した恐怖が次々に伝播でんぱして──

「ちょっ、お前のそれ、七日星の発疹じゃね？」

「ハァ？　虫に刺されただけだろうが、ふざけんな！」

「まぁ疑心暗鬼にもなるっしょ、誰が感染者犯人かもわかんない状況なんてさ」

「学校の中に殺人鬼が隠れてる、みたいな？」

　不穏すぎる空気の中──

「こんなところに二週間もいられないよ、いちゃいけない……！」

　真まっ青さおな顔で首を振ったのは、いつも余裕綽々よゆうしゃくしゃくなはずの城将だった。

「ごめん、どいて……！」

　周りに集まっていた生徒を押しのけた彼は、真守のそばにいた紗綾を見つけると──

「今すぐ逃げよう……！」

　そう言って、彼女の腕を摑つかむ。

「ちょっ、カッちゃん落ち着いて？」

「紗綾、今しかないんだ。このままここにいたら、僕たちまで七日星に感染する！」

「だからって外には出られないよ、今がどういう状況かカッちゃんもニュース見たでしょ？」

「心配ない、二人だけなら周りの目も誤魔化ごまかせるさ。騒ぎがこれ以上大きくなる前……今が最後のチャンスなんだ……！」

「いやいやいや、まずはほら、落ち着いてってば……」

「ダメだ、今逃げないと、今……！」

　渋る紗綾を城将が無理やり引っ張る。その反動で──


「きゃっ……！」



　足をつまずかせた紗綾が転倒してしまう。

「いったぁ……」

　上体を起こし、右の足首をさする紗綾。大丈夫ですか……と真守が駆け寄るよりも早く、

「ご、ごめん紗綾……！」

　彼女を支えた城将は、性懲しょうこりもなく逃げる気らしい。僕に負おぶさってと背中を見せる。

「おい城将、何やってんだ……！」

　見かねた藤崎が壇上から降りてきた。

「まずい、紗綾早く！　手遅れになる前に……！」

　屈かがんで背中を見せたまま、慌てふためく城将。

　その正面にゆっくりと回り込み、ちょこんとしゃがみ込んだ紗綾は、

「カッちゃんってば、ほんとにもう──」

　白く美しい両手で彼の頰ほおを挟む。





　マスクの上からそうっと……と見せかけて、[image: ]






　思いっきり挟んだ。

　挟んだというか押し込んでる、それはそれは強い力で。





「落ち着けって言ってんでしょーが、お前もタコ焼きにしてやろうかぁぁぁ～～！」






　綿わたあめの怨念めいた声が響く。





　最初は[image: ]　だったのが、なんかもう[image: ]加圧してる感ある。






「いはいいはいいはい、さはやいはい……！」（訳：痛い痛い痛い、紗綾痛い……！）

　力任せに頰を潰つぶされる城将。マスクで見えないけど、せっかくのハンサムも形無し──口がうにーっと尖とがった情けないタコ顔になってるに違いない。

「もほやへてよ、さはや～～」（訳：もうやめてよ、紗綾～～）

　普段の彼からは想像もできぬほど腑抜ふぬけた声に、固唾かたずを呑のんで見守っていた生徒たちもプッと吹き出す。

　気が済んだとばかりに手を放し、おもむろに立ち上がった紗綾は、

「もぉ～、犯人とか川べりで凶器が見つかったとか、みんなドラマの見すぎだから！　全員感染してないみんな無実って結末もありえるんだし、一旦落ち着こ？」

　いつもと変わらぬ調子でキュートな困り顔を見せる。

　や、凶器が見つかったなんて話はしてないですけどね!?

「それに考えてもみて？　外にだってウイルスはいるかもだし、まだノーマスクの人もわんさかいるわけだし、帰宅途中も感染のリスクはあるわけで。それなら現在進行形で感染対策してる学校の方がある意味安全じゃない？」

　確かに、体育館に入るまでの検問っぷりはすごかった。

　あの周到さからして、校内のヤバめな場所はとっくに消毒されてそうだし、そういう意味では外より安全なのかもしれない。

「ここなら定期的に健康チェックしてもらえるし、何か異変があってもすぐに対応してくれるでしょ？　学校待機は隔離じゃなく保護ってこと！　ですよね、センセ？」

「あ、ああ。まぁそういうことではあるんだが……とりあえず涼海すずみ、マスクの外側に触れる行為は感染対策的にアウトな？」

　消毒スプレーを取ってきた藤崎が、先ほど城将をマスクごと潰していた紗綾の手にシュッシュと吹きかける。

「あと頼むから脱走もやめてくれ。目の届く範囲なら助けてもやれるが、勝手にいなくなられたんじゃ守りようもない」

　叱責しっせきするというより、なだめるように城将を──それから生徒全員をぐるりと見つめる藤崎。

　冷静さを取り戻した城将は「す、すみませんでした……」と視線を落とした。

「藤崎先生ぇ～！　班分けのリストと、学校待機時の注意点をまとめた資料できましたぁぁ」

　パタパタと小走りで入ってきた女性は羽佐見うさみ未来みく──今年の春、教員になったばかりの新米先生だ。

　小柄でちょこちょこした動きが小動物を思わせるのと、テンパるとすぐに涙ぐんで真っ赤かな目になってしまうため、生徒からは『ウサギ先生』なんて愛称で親しまれている。

　危なっかしくて放っておけない姿が、男子生徒のハートを摑んでたりもする。

　まぁ俺はもちろん、紗綾先輩一筋だけど……！

「これ、生徒の人数分コピーしてあります……ってああっ！」

　慌てていたのだろう、羽佐見はプリントをバッサァァと落としてしまう。

「すすす、すみません、なんかパニクっちゃって！　職員室の電話ずっと鳴りっぱなしだし、もうわけわかんなくってあわわわわわ……」

　通常業務すらいっぱいいっぱいな彼女にとって、学校閉鎖なんて異常事態イレギュラー、荷が重すぎるのだろう。もう既に涙目のウサギさんモードだ。

「も～！　ウサギ先生も落ち着いて？」

　床に散乱したプリントを拾おうと屈んだ紗綾。なぜか一瞬眉まゆをひそめるも、すぐに拾い集めてニコリと目を細める。

「これ、配っときましょうか？　生徒の分……なんですよね？」


「ううう、涼海さぁぁん！　お言葉に甘えて頼んじゃっていいですか？　すみません、私またすぐ職員室に戻らなきゃでぇぇぇ……」



　学校への問い合わせが殺到しているらしい。羽佐見は返事も待たずにパタパタと走り去っていく。その背中に、

「資料ありがとう！　あとせめて五分くらいは休憩してくれよ？」

　と心配顔の藤崎が呼びかける。

「休憩とれてないのはエビサキ先生もでしょ？　いつもだるだるのタレ目が別人みたいに突っ張っちゃってますよー？」

　プフッと笑う紗綾に、「お前なぁー」と藤崎が肩をすくめる。

「まぁ確かにこういう役は俺の柄がらじゃあないが、日曜は校長も、頼れるマジメ顔の先生も休みでな。どうにか指揮しろ～って丸投げされたら、そりゃタレ目つり上げてでもやるしかないんだ、気味悪いかもしれんが我慢してくれ」


「しょーがないなぁ……って、これ班分け？　学校待機中は班で行動するってことですか？」



　プリントに視線を落とした紗綾が言った。

　気になって覗き込むと、さっきの受付票をもとに作ったのかな。学校待機になった生徒が、いくつかのグループに分けられていた。

　やった、俺、紗綾先輩と同じグループ！

　Ｅ班と書かれた表に、二人の名前を見つけてつい喜んでしまう。

「まぁ便宜上べんぎじょうな。感染対策さえきちんとしてくれりゃ自由にしてもらって構わないんだが、集団生活だからな。検温とか掃除とか、班ごとに動いてもらった方が分散できて安全だろ？　点呼もしやすいし……悪いが涼海、三年のお前には班長的なことを頼む」

　それこそ柄じゃないだろうが、と申し訳なさそうな藤崎に、

「大丈夫です、私の目、もともとイイ感じにつり上がってるんで！」

　紗綾がまぁるい瞳をピッと指差した。

「僭越せんえつながら、二年の私も頑張ります。お役に立てることがあれば何でもおっしゃってくださいね」

　凛りんとした声音──優等生の璃子が悠然と進み出る。

「ああ、美緒みお……じゃない、橙寺だいだいじもありがとな」

　うわぁ……。今、先生、思いっきり名前間違えたよな──？

　気付いた紗綾も指で×印バッテンを作る。

「エビサキ先生、ひっどーい！　生徒の名前間違えるのダメ、絶対！」

「あ～悪い、なんつーか年のせい？　三〇もとうに越えてるし、だんだん顔と名前が一致しなくなってきたっつーか、許せ橙寺……！」

　深々と頭を下げる藤崎に、璃子は「大丈夫です」と首を振る。

「誰か私に似た方でもいたんでしょう。人はほら、つい昔の記憶に引っ張られてしまうそうですから」

　まぁ先生にしてみれば、生徒なんて数多あまたいる教え子のうちの一人だもんな……。

　キャリアが長いと、それだけ多くの生徒を受け持つわけで、ときに名前を覚えられなかったり、似てる子と混同したりすることは、悲しいかな普通にあることなんだろう。

　とはいえ、自分の名前を間違われるのは、それなりにショックだよな……。

　平気だと言いながら、どこか寂さびしげな璃子に心が痛んだ真守は、

「あ、俺も頑張ります……！」

　微妙な空気を吹き飛ばそうと宣言してみる。
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「おお朝山あさやま、そりゃ助かる。男子には力仕事を頼みたくてな」

　げ、なんか早まったかも……。

　自慢じゃないけど、体力なんぞに自信はないぞ!?

「そんな怯えんなって。しばらくは学校に泊まるんだ、とりあえず寝床ねどこ作んなきゃだろ？　毛布とか敷物とか、使えそうなものを倉庫から運び出してほしいんだ」

「え、でも学校に毛布なんて置いてあるんですか？　あったとして数足ります!?」

「あー、防災用の備蓄な。そうだ、扇風機も運んどいてくれ。ウチの体育館、冷房はあるけど換気用に回しときたい」

「へぇ～。ってことは、体育館に泊まるんですね？　あ、これが予定表？」

　紗綾が見ているのは先ほどのプリントだ。

　班ごとの区画割りが、大まかに図解されている。

「急ごしらえだから、不備だらけで悪いな。距離感重視で数人ずつ教室を割り振るって案もあったんだが、それだと職員の数が足りずに監督しきれなくなるし、体育館に集めた方がいいって話になってな。あまり考えたくはないが、ちょっと目を離した隙すきに人知れず容態が急変って可能性もあるし、人の目が多い方が安心ってことで」

「そ・れ・に！　年ごろの男女が一つ屋根の下なんて、ちょっと目を離した隙に人知れず不祥事ふしょうじ……なんてこともありそうですしね～」

「や、それなにげに校長が一番心配してるやつ！　学校来ないくせに、口だけは挟んでくるからもう大変……って噂うわさをすればなんとやら──」

　校長からの電話らしい。スマホを手にした藤崎が、

「ええ大丈夫です、不祥事まだ起きてませんし、起こしません……！　は、マスコミ対応？　記者会見ってそりゃ校長の仕事でしょう。いや、まずは親御さんへの連絡もしないとなんで全部は無理です、物理的に！」

　などと、ムチャ振りされまくっている。

　通話を終えた先生はもうヘロヘロ、一気に五歳くらい老け込んでしまったような──？

　見かねた紗綾がプリントの束を掲かかげた。

「センセ、ここは私たちに任せて急ぎの件、片付けちゃってください。みんなにこの資料配って、書いてある手順の通り進めればいいんでしょ？」

「すまない涼海……先生、お前の平常点が上がるよう、誠心誠意祈りまくっとくからな！」

「えー、祈るだけ～？　そこはバーンと追加点オマケしてくださいよー」

「ハハ、まぁ今日の晩メシは美味うまい弁当どうにか手配するからさ。作業中、何か足りないものがあったらメモしといてくれ、今日は無理でも早急に取り寄せる。あとは……そうだ、感染防止が第一だからな？　マスクと小まめな手洗い、それから……」

「密接しないように距離をとって、でしょ？　わかってますって」

　ほら行った行った！　と紗綾に手を振られ「すまん……！」と藤崎が駆けていく。

「──ということで、とりあえずみんなに資料配るよーん！」

　体育館の前方まで進み出た紗綾は、「これ後ろに回して～」と先頭に並ぶ生徒に手際よくプリントを分配していく。

　いつも通りの明るい彼女に、学校閉鎖なんて異常事態を忘れそうになる。

　すごい行動力だよな、先生に言われる前に次々と動いて……。

　さすがは三年生というか、たった一年の差でこうも違うんだ──。

　感心する一方で、完全に傍観者ぼうかんしゃ状態の自分が情けなくもなる。

　正直、学校待機への不安は拭ぬぐいきれてない。

　ふがいないけれど、先輩ほど前向きにはなれずにいるのだ。

「ん？　朝山クン、どした？」

　いつのまにか真守のそばまで戻ってきていた紗綾が、こてんと小首をかしげた。

「や、その……先輩は怖くないのかなって。ほら、七日星って未知なとこあるし……」




「なぁに～？　お前もタコ焼きにしてやろうか～～！」




　掲げた両手にグッと力を込める紗綾。

　よく医療ドラマなんかで『今からオペを始めます』って手の甲を見せるシーンがあるけど、あれの超強力版みたいな構えだ。

　マズい、俺も城将先輩みたいに、ほっぺた潰される……！

　あれは結構な力業ちからわざだったと、苛烈かれつな加圧っぷりを思い出して身構える。が──

　すっと伸びた彼女の白い手は、真守の頭上ギリギリでふわり、ふわり、と二度跳ねた。

　髪に触れるか触れないかくらいの、エアぽんぽん。

　じんわりと伝わる、微かすかな体温がこそばゆい。

「よしよし、怖くない怖くない」

　綿あめみたいな優しい声が耳をくすぐった。

　そっか、さっき先生に距離をとるって約束したから、直じかに触れないよう寸止めにしたんだ。

　それにしても俺、めちゃめちゃ子ども扱いされてないか!?

　や、エアぽんぽんは最高だけど、いろんな意味で赤面してしまう。

　真守の方へ、ぴょこ──。

　近付きすぎない程度に一歩踏み出した紗綾が、「大丈夫だぞ？」とささやく。

　マスクの壁はあれど、いつもの天使な小悪魔スマイルが炸裂さくれつ……のはずなのに、あれ──？

　──まただ。

　今、一瞬、どこかつらそうな顔をしたような……。

　クスリと笑う紗綾に、なぜだか少し、違和感を覚えてしまう真守だった。
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「よしっ、とりあえず必要なものはこれで全部か……」

　体育館のステージ前に積み上げられた段ボール箱を前に、真守まもるはふぅと息をつく。

　先生の指示通り、待機生活に使えそうなものを倉庫から運んできたのだ。消毒液やらタオルやらいろんなものを、しかも人数分運び出すのは結構な重労働だった。

　中でも地味に大変だったのは毛布だ。さすがは防災用、嵩張かさばる毛布も真空パックに圧縮されてて意外とコンパクト……ではあったのだけど、減るのはあくまで嵩かさだけ。

　重さ自体は当然減らないから、大量の毛布がキュッと、だけどズシッと入った箱は持ち上げるだけでも一苦労、よろっよろの爺亀じいがめ状態でしたじゃ。

　でも手伝ってくれた運動部の子たちは颯爽さっそうと運んでたなぁ。

　いつも鍛きたえてるんで余裕っす、みたいな目で俺おれを追い抜いていったっけ……。

　結局のところ、俺が一番使えなかったんじゃないか？

　苦笑していると、「お疲れさま～！」と紗綾さあやが手を振る。

「朝山あさやまクンのおかげで助かったよー。こっちもね、いろいろ計画立てたんだ。ほら、先生の資料、詳細までは載ってなかったでしょ？」

　そういえばそうだ。

　不備だらけというだけあって、寝床作りに関してはかなり大ざっぱ──

〈感染防止のため、各々おのおの二メートルの間隔をあけて就寝〉

　としか書かれてなかったような？

「だからね、まずは体育館の床全体にブルーシートを敷いて──」

　相談で決まったという手順を説明した紗綾は、

「それとね、自分たちでパーティション作っちゃおうって話になって、文化祭用にストックしてた段ボールを使ってるんだー。班ごとに就寝スペース区切れたらなって」

　体育館の中央で何やら作業中の生徒たちを手で指す。

　なるほど、段ボールを切ったり繫つなげたりして、イイ感じの間仕切りを作ってるのか。

「パーティション、飛沫ひまつ防げるし感染対策になるかなって！　睡眠中、無意識に咳せきが出ちゃうこともあるでしょ？」

　確かに。耳が痛くて寝てるときまでマスクしてらんないってこともあるだろうし、仮にしてても気付いたらどっかにいっちゃってた、なんてケースもありそうだ。

「班ごとじゃなくて、班の中でも各々仕切れたらいいですよね、プライバシーの保護にもなりそうだし」

「そうなの！　段ボールの数に限りがあるから全員分ってわけにはいかなそうだけど、それでもできる限りは作りたいな～って。でも──」

　そこまで言った紗綾はおねだりモード。腰を屈かがめ、魅惑の上目遣うわめづかいで続ける。

「量産するの結構大変で～、だから朝山クンにも手伝ってほしーなぁーなんて。あ、もちろん休憩してからで大丈夫だから、ね？　ね？」

　もともと協力するつもりではいたけど、こんなキラッキラの瞳ひとみでお願いされたら断れるわけがない。

　荷物運びの疲れなんて、あっという間に吹き飛んでしまった。


「ややや、今すぐ！　今すぐ手伝わせていただきますじゃ……！」



「あはは！　君、たまに謎なぞのおじいちゃん入るよね？　ほらほら、こっちですじゃ！」

　真守の爺やモードをまねた紗綾が、体育館中央へと案内してくれる。

　ふっと視線を移すと、颯真そうま飛鳥あすかが壁際で一人、体育座りしていた。

　相変わらず人嫌いな野良のらネコのオーラ全開、キッと鋭い目でスマホを見ている。

　校内放送が流れたとき、彼の姿はもうピロティにはなかった。

　だからてっきり、ギリギリセーフで帰宅できたのかと思ってたけど……。

　校門は既に封鎖されてたみたいだし、それで戻ってきたのかな。

　相変わらず孤立してるし、ここは何か話しかけとくべき？

　でもまたウザがられるだけだったりして……。

　逡巡しゅんじゅんしていると、

　──バチッ。

　スマホから顔を上げた颯真と目が合う。

　けれど、プイッ──速攻でそらされてしまった。

　うう、なんだか告白する前からフラれた気分だ……。

　地味にショックを受けていると、

「ほらこれ、これですじゃ！」

　紗綾が完成済みのパーティションを指差す。

　段ボールで作った大きな間仕切りが、これまた段ボールで作った土台に挿さしてあった。

「土台があると安定感が増して倒れにくくなるんだー。作り方は意外と簡単で──」

　紗綾のレクチャーに従い、真守もパーティション作りを開始する。

　各々充分に距離をとって、という先生の指示通り、その場にいたみんなが、結構な間隔をあけて作業していた。

　会話も控えめで、作り方を確認する声がささやかに聞こえるくらいだ。

　それでも、作業に慣れてきたころには緊張がとけたのか、

「それにしても七日星なのかぼしかぁ。ニュースで聞いてたけど、まさかウチがそのニュースになるなんてねぇ……」

　と雑談する子も出てきた。

　マスク着用ということもあり、ゴモゴモと聞き取りにくかった声が徐々にヒートアップ──

「それより陽性出たのって誰だれ？」

「そういえば野球部、最近休んでる子多くなかった？」

　なんて、犯人探しのようなことが始まる。

「確か、文実ぶんじつの委員長も休んでたような……。先週、申請書持ってったけどいなかったんだよねぇ～。そうだ紗綾、何か聞いてない？」

　話を振られた紗綾は、「うーん、みんなもうやめよ？」と困ったように首を振った。

「誰が陽性か、なんて予想しても何の解決にもならないよ。感染しちゃった子が悪いってわけでもないんだし」

「とはいえ気になるじゃん、二週間もココに隔離されるんだよ？」

「それにしたって、大事なのはどうすれば七日星を防げるかってことでしょ？」

　諭さとすような紗綾に、「それもそっか……」と後ろ向きだった生徒が前を向く。

「感染者が誰かわかったところで家に帰れるわけでもなし、今はこのパーティションで地道に頑張るしかないよねぇ」

「だよね、学校閉鎖だって永遠に続くわけじゃないんだし……」

「とはいえ二週間は長いぜー？」

「だよなー、体壊すより、まずメンタル病みそう」

　依然としてネガティブを吐く男子たちに、


「え～～～！」



　わざとらしく声を上げた紗綾は、両手を腰に当てて仁王立におうだち。

　どこか妖艶ようえんな眼差まなざしを向ける。

「こんなイイ女と二週間も同棲どうせいできるってのに、みんな嬉うれしくないの～～？　私のベッド代わりになりたい男どもはいないのかねー？」

「おっ、おおお、俺がマットになります！」

「どうか俺の背中を踏んでください……！」

　まんまと乗せられた男子たちが血迷い始める。

「あはは！　感染対策で距離とらなきゃだからリアルには踏んであげられないんだ、ごめんね～。でもでも、快適な同棲生活のためにパーティション作り頑張ってほしーぞ？」

　両手を合わせた紗綾が、ぱちっとウインクを飛ばす。と──


「「「「よろこんで～～～！」」」」



　魔性のおねだりにノックアウトされた連中が、暑苦しく声を揃そろえた。

　いつもなら例の隠密おんみつ守護神キーパーがブロックしに来そうなところだけど、さっきの件がこたえているらしい。

　城将じょうしょうは合わせる顔がない、といった風に黙々と作業していた。

　一方の紗綾はといえば、俄然がぜんやる気を出した男どもをテキトーにあしらって女子たちとトーク──

「晩ご飯、エビサキ先生が美味おいしいお弁当仕入れてくれるって、楽しみだよね～！　あ、でも防災グッズ配ってくれるならカンパンもほしいなぁ。あの中に入ってる氷砂糖、たまにすっごく食べたくなるんだぁ～」

　明るく盛り上げながら、「あとはほら、飯盒炊爨はんごうすいさんもやってみたいかも～！」なんて屈託くったくなく笑う。

「ちょっと紗綾ってば不謹慎すぎ～！　夏休みのキャンプ合宿じゃないんだからね？」

「へへ、だって学校に泊まることなんて普通はないし、オラ、なんだかワクワクすっぞ？」

「んもー、紗綾ってばホントしょーがないんだから」

　非常時というのに浮かれモードな紗綾に呆あきれを隠せない女子たちは、だけど──

「まぁ災害時と違って電気も水道も無事だし、先が見えてるぶん気楽っちゃ気楽か……」

「やたらパーソナルスペース広めのシェアハウス生活みたいな!?」

　なんて、いつの間にやら彼女のペースに。

「そうそう！　泣いても笑っても二週間は学校待機なんだし、それなら鬱々うつうつとしてるよりハッピーでいようよ～！　笑った方が免疫力上がるっていうし！」

　へへっとピースする紗綾に、「うんうん」「だよねだよね～」とみんなが和なごんでいく。

　紗綾先輩が話すと、あっという間に流れが変わって、不穏な空気も吹き飛んでしまう。

　──やっぱりすごい人だなぁ……。

　改めて感心する真守だったが──

「てなわけで、パーティションじゃんじゃん作っちゃいますか～～！」

　景気良く新たな段ボールを手にする彼女の表情に、

　──あれ……？

　再び違和感を覚える。

　ほんの一瞬だけど、どこかつらそうに眉根まゆねを寄せたのだ。

　もしかして具合悪いのかな、それこそ七日星……？

　でも先輩のことだ、体調不良ならちゃんと先生に申告してるだろうし、だとすると──。

　考えを巡らせた真守は、ふっと気付く。

　先輩、普通に話してるぶんにはいつも通り元気なんだ。

　だけど立ち上がったり、ちょっと踏み出したりするときに一瞬痛そうで……ひょっとして、足を挫くじいた──？

　ハッと思い出されたのは、先ほど城将に『逃げよう』と引っ張られ、反動でつまずいてしまった彼女の姿だ。痛そうに右の足首をさすってたっけ……。

　そっか、それでまだ足が痛むのかも……。

　様子を窺うかがっていると、紗綾が視線に気付いた。

「朝山クン、何か問題でもあった？」

「あああ、あろうはずもござりませぬ……！」

　急に目が合ったせいか、テンパって妙なことを口走ってしまう。

「あはは、今度は武士～？　おけおけ、問題ないなら苦しゅうない！」

　よかった、オッケーらしい……って安心してる場合じゃない、確かめるなら今だよな？

「あの……もしかして、足……」

　挫いたりしてませんか？　的な視線で問いかける。

　だけど紗綾は、「ん？」と何でもなさそうに小首をかしげた。

　あれ、俺の気のせいなのか……？

「ふふ。わかんないことあったら何でも聞いてね！」

　そう言って作業に戻っていく彼女の動きは、そう思って見てるからかもしれないけど、痛めた右足をカバーしているようだ。

　ひょっとして、俺には話せないと思ったのかな……。

　先輩にとって俺はただの後輩、年下に心配かけちゃいけないと思ったとか──？

　充分ありえる話だな、と思う。

　もし仮に、絶対にそんなことはないけど仮に、俺にとっての後輩──颯真君が『先輩、大丈夫ですかにゃん？』と気遣ってくれたとして、俺はたぶん大丈夫と答えるだろう。

　年下の彼に、余計な心配をかけたくない（……っていうか『にゃん』とか言われたら逆にこっちが心配になるし！）。

　だから、紗綾先輩の気持ちはわかるのだ。

　けれど壁を感じてしまうというか、ちっとも頼りにされてないってことが寂さびしい。

　とはいえ、しつこく『大丈夫ですか』って聞かれるのもウザいだろうし……。

　俺が先輩にできることって、何だろう──？

　パーティションを組み立てながらも悶々もんもんと考えた真守は、

　いっそ、保健室から捻挫ねんざの応急処置セット持ってきちゃうか!?　とひらめく。

　もし本当に足がつらくて必要なら、『これどうぞ』って渡せば使ってくれるはずだし……。

　取り越し苦労ならそれでもいい、保健室に返せばいいだけの話だ。

　ふっと紗綾を見ると、やはり右足が痛むのだろう。

　段ボールを取ろうと屈かがんだ瞬間、くっと眉根を寄せていた。

　善は急げだ。決意した真守は、一人保健室へと向かった。




　二年生にもなると、保健室の位置はばっちり把握済みだ。

　入学当初は迷子で辿たどり着けなくて、それで紗綾先輩と出会えたんだっけ、と懐かしくなる。

　あれ、でも日曜に保健室って開いてるのかな？

　というか開いてたとして、今はあれだ、さっき検温で引っ掛かった子たちが待機してるんじゃないか……？

　そんなところに行って、本当に大丈夫なのかな……。

　もしその子たちが七日星だったら──。

　不安の靄もやが渦を巻いたけれど、脳裏のうりに先輩のつらそうな顔が浮かんで、足は勝手に保健室へ向かっていた。

　マスクはしてるし、手洗いと消毒に気をつければ大丈夫……だよな？

　こんなの、余計なお世話ってやつなのかもしれない。

　だけど紗綾先輩だって、入学したての俺にわざわざ声をかけてくれたんだ。

『もしかして君、迷子？』と──。

　見知らぬ新入生のことなんか放っておいてもよかったのに、わざわざ戻ってまで心配してくれた。

『や、なんか気になっちゃって』と──。

　だから俺も、なんか気になっちゃったから救急セットを届けよう。

　先輩はあの日のことを覚えてないみたいだし、今さらあのとき助けていただいたカメ新入生です、とは言えないけど、うん、これは恩返しでもあるんだ。

　こんな状況下だし、怖くないといえば噓うそになる。

　だけど、あのときの彼女の優しさに応こたえたいから──。

　そんな思いで辿り着いた保健室。

　扉には〈許可された者以外、立入禁止〉の張り紙が。

　前はこんなのなかったよな、許可って誰にもらえばいいんだ……？

　予想外のことに固まってしまう。

　ダメ元でコンコン、控えめに扉をノックすると──

「なんだ、誰かいるのか？」

　扉の向こうから反応があった。エビサキだ。

　聞き覚えのある声に安堵あんどして、扉越しに答える。

「あ、俺です、二年の朝山真守です」

「朝山？　どうした、どこか悪いのか？」

「いえ、俺は平気です。ただその、ある人が、確定じゃないんですけど足を痛めてるかもしれなくて……ほら、あの、その、さっき……」

　持って回ったような言い方になったが、ピンときたらしい。

「ははーん、涼海すずみのことか」

　藤崎ふじさきが小さく笑った。

「す、すみません、本人は平気そうだし、確証もないのに俺、なんか心配で……」

「ははは。いいさ、非常事態で非情になるよかよっぽど健全だ。ちょっと待ってろ」

　やはり保健室では検温で引っ掛かった生徒が休んでいるようだ。

　念のためな、と真守の入室を禁じた藤崎。

　手洗いをしているのか、室内から水音が聞こえる。

「手当てに使えそうなもん持たせるから、そうだなー、廊下の突き当たり……相談室のあたりで待っててくれ」

　言われた通りにすると、ほどなくして藤崎が保健室から出てきた。

「待たせたな。これ、包帯とか冷却パックとか必要そうなもん入れといた。あんまり酷ひどそうなら病院連れてくから教えてくれよ？」

　真守に救急グッズの入ったレジ袋をパスした彼は、ふぅと大きな息をついた。

「涼海のやつ、ちょっと無理してるのかもな……。悪いが力になってやってくれ」

「俺が……ですか？」

「本来は教師である俺がフォローすべきなんだろうが、この通りでな」

　藤崎が取り出したのは、着信に震えるスマホだ。

　また校長先生から……なのかな。

　スマホ画面には〈できることなら出たくない相手！〉なんて表示されていて、お疲れさまとしか言いようがない。

　確かにこんな状況じゃ、先生だって生徒全員のフォローは難しいか……。

　紗綾先輩の力になるなんて、なんだか差し出がましい気もするけど、

　うん、まずはこれを届けてみよう──。

　レジ袋を握る手にキュッと力を込めた真守は、藤崎に礼を言って体育館へ急ぐ。

　保健室のある本館を出て、中庭に面した渡り廊下を走っていると、

　──あれ？

　よく知った横顔を、中庭のベンチに見つける。

　錯覚かと思ったが、絵になるその美しさは唯一無二。

　入学当初から恋こい焦こがれるその人を、間違えるはずもなかった。

　──紗綾先輩だ。

　屋外だし、周りに人がいないこともあってマスクを外している。

　それにしても、なんでこんなところに？

　陽ひが陰かげり始めたとはいえ、まだ暑いのに……。

　どこか思い詰めたような表情でベンチに座る彼女。宝石のような瞳からは、




　──ほろり。




　一筋の涙なみだがこぼれた。

　え、泣いてる？　なんで──？

　涙に濡ぬれる彼女の横顔は、いつもの小悪魔っぷりがウソのように儚はかなげで、見てはいけないものを覗のぞいてしまったような気になる。

　どうしよう、知らないふりをした方がいいのか？

　でも泣いてるのに放っておけないし、救急グッズだって渡したいし……ああ、でも会話のきっかけが摑つかめない。

　この状況で自然に話しかけるにはどうすりゃいいんだ……？

　一人ジタバタしていると──

「誰……？」

　気配を察知した紗綾が、真守の方を向いた。

「は、ハァイ！」

　思わず片手を挙げて挨拶あいさつ。ナチュラルを心がけたつもりが、英会話習い始めの人みたいな、ぎこちない棒読みになってしまって、

「ハァイ……って君、英語の授業でも始める気？」
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　紗綾がプッと吹き出す。

　儚げ顔から一転、いつもの調子が垣間見かいまみえて、少しほっとする。

「どうしたんですか、こんなところで。てっきり体育館にいるものとばかり……」

「へへ、トイレ休憩に出たままサボり中。君は？」

「あ、俺もその……サボり中？」

　なんとなくタイミングを摑めなくて、救急グッズの入ったレジ袋を後ろ手に隠してしまう。

「あーあ、ここなら体育館から遠いし、誰も来ないと思ったのに……変なとこ見せちゃった」

　目尻に残る涙を指で拭ぬぐった紗綾は、「あ……！」と気付いて、外していたマスクをつける。

　真守のいる渡り廊下から彼女の座るベンチまでは充分な距離があったけど、念のためにと気を遣ってくれたのだろう。

「ねぇ、今見たの、みんなにはナイショね？」

　今見たのって、ノーマスクだったこと？　それとも──

　泣いてたことの方かな──？

　というより、先輩はどうしてこんなところで一人泣いてたんだろう。

　心配していると、「そんな顔しないで？」と彼女は困ったように笑った。

「ダメだねー、私……。学校待機なんてことになって、先生も大変だし、三年生も少ないし、私がしっかりしなきゃって思うのに……みんなにも偉そうに、鬱々としてるよりハッピーで～なんて言ったくせに……」

　瞳に無力感を湛たたえた紗綾が、力なく肩を落とした。

「いろいろ悪いこと考えちゃうの……。自分も七日星にかかってるかもしれないなーとか、二週間も家に帰れないとかどういうことー？　とか……」

　──そっか、そうだよな……。

　ふとこぼれた彼女の本音に、ようやく気付く。

　先輩だって怖いよな……。

　小悪魔だからって、いきなり学校閉鎖とか、不安にならないわけがないんだ。

　なのに明るく振る舞う彼女を、こんな状況でもすごい人だって、ただ感心するばかりで……。

　先輩の不安に少しも気付けなかった自分が恥ずかしい。

　たった一つ年上なだけですごく大人な彼女は、だけど裏を返せば俺とたった一つしか違わない、普通の女の子だったのに──。

「でもね、大丈夫だよ、大丈夫──」

　真守に向けられた言葉は、自分自身に言い聞かせているようでもあった。

　線の細い華奢きゃしゃな体に、透き通るような白い肌──。

　いつもと同じ先輩……なのに、今日はやけに弱々しく見える。

　手を伸ばすと壊れてしまうシャボン玉みたいだ。

　今にも消えてしまいそうな姿に、胸の奥がキュッと痛む。

「大丈夫、大丈夫だよ──」

　そう繰り返す彼女が、とても悲しくて──。

　不安の海から今すぐ救い出してあげたいのに、困ったな、女の子を笑顔にできるような、気のきいたセリフなんて一つも浮かばなくて──。

　だけど、足は渡り廊下から中庭へ──彼女の方へ向かっていた。

　どうしよう、そばに行ったって、俺にできることなんてないのに……。

　花束はなたばや、素敵なプレゼントでもあればよかったのにな。

　今この手にあるのは、色気の欠片かけらもない救急グッズの入った、それもレジ袋で……。

　だけど、憂うれいに震える彼女を前に、黙って見てることなんてできなくて、

「これ、つまらないものですが……」

　件くだんのレジ袋をそっと差し出す。

「え、包帯に冷却パック……？」

　受け取って袋の中を覗いた紗綾が、戸惑いに目を見開く。

「りっ、リアルにつまんないものですみません……！　でもちゃんと保健室でもらってきた清潔なやつなんで、そこはご安心を……！　先輩が足つらそうにしてるの、やっぱ気になって……」

「やだ……うまく隠せたと思ってたのにバレバレだった？　ひょっとして、みんなも気付いてたのかな……」

　参ったな、と紗綾が右の足首に視線を落とした。

「いや、みんなは気付いてない……かな？　俺も確証はなくて、でもふとした瞬間につらそうだなって思って……。先輩のこといつも見てたせいか、普段と違う仕草にピンときたっていうか……」

「ふぅん、いつも見てたんだ、私のこと──」

　ヤバい、うっかり余計なことまで口走ってしまった。

　これは盛大にからかわれそうだ、と身構える。

　なのに小悪魔モードは不発に終わって、それどころか──

　──ぽろり。

　こぼれ落ちた涙なみだが、彼女のマスクを濡らした。

　え、え、え、なんでまた──？

　まさかの事態に、頭が真っ白になる。

　ひょっとして、ひねった足が泣くほど痛かったのかな……。

　それとも、いつも見てたなんて言い出す俺が泣くほどイタかった──？

　まぁ確かに、後輩から急にストーカーじみたこと言われたら、そりゃ泣きたい気持ちにもなるってもんだ!?

「す、すみません、不快にさせるつもりじゃなくて……」

「違うの……なんか急に肩の力が抜けたって言うか……ほっとして……」

　ぽろぽろとあふれ出る涙を慌てて拭った紗綾は、ぐずっと鼻をすする。

「ごめん、たぶん嬉し涙……。ずっと不安だったから……急にいろんなことがあって、足までひねっちゃって、うまく笑えなくてどうしようって、いろいろ怖くなってきて……なのにもう、こんなときに優しいのは反則だぞ……？」

　どこか不満そうに真守を見上げた紗綾は、けれど──

「ありがと──」

　救急グッズの入ったレジ袋を、宝物のように抱き寄せた。

　よかった。悲しかったり、怒ったりしてるわけじゃないみたいだ。

「足、やっぱり痛みます？　手当した方がいいんじゃ」

「うん」

　頷うなずいた紗綾がローファーを脱いで、ひょいと右膝ひざを持ち上げる。


　短めのスカートから、乙女のセクシーゾーンが見えそうになって、真守は「ちょわっ……！」と顔を背そむける。



「えと、横向きましょうか、横！　ベンチに足を伸ばす感じで……！」

「ん？　こう？」

　ベンチに両足を伸ばし、横向きに座り直した紗綾は、よいしょっと靴下を脱ぐ。

　横向きだからセクシーゾーンは守れてるけど、白い太ももがチラリと眩まぶしくて、それはそれで申し訳ないというか、妙な罪悪感に襲われる。

　慌てて視線を移す。が、今度は普段目にする機会のない素足にドキリ。

　爪つめにはピンクのネイルカラーがツヤめいてて、靴下で見えない部分まで可愛かわいい……！　と、ちょっと感動。

「よ、よかった……足首、そんなに腫はれてないみたいですね！」

　ドギマギしつつ、ひねったであろう部位を確認、目立った異常がないことにほっとする。

「ちょっと冷やしてみましょうか？」

　レジ袋から瞬間冷却パックを取り出す。

　パンと叩たたくと、内袋が割れてすぐに冷たくなった。

「冷たすぎるようだったら、ハンカチかタオルで巻きますね」

「ありがと。ふふ、ヒヤッとして気持ちいい」

　冷却パックを足首に当てた紗綾が、目を閉じて空を仰あおぐ。

　そのご機嫌な表情に、真守の心までふっとほぐれていく。

「痛みはどうです？　鎮痛剤、学校じゃ出せないみたいで、どうしても我慢できないって場合は病院に行くか、親に許可もらうかって感じになるそうなんですけど」

「大丈夫、ちゃんと効きいてるから」

「え、もう飲んだんですか？」

　手持ちの薬を服用したってことかな？

　首をかしげていると、

「そうじゃなくて──」

　どこかいたずらっぽい瞳が覗いた。

「ほら、鎮痛剤の半分って優しさでできてるんでしょ？　君がたくさん届けてくれたから、もうちゃーんと効いてるぞ？」

「そ、それはそれは……よ、よかったですじゃ……」

　なんだか照れくさくなって、爺やモードが出てしまう。

「ねぇ怖くなかった？　ほら、今保健室に行くのって、結構ハードル高くない？」

「え、ええとまぁ、正直ちょっと……」

　全然余裕っすよ、とかカッコつけとけばいいのに、ばか正直に話してしまう。

「でも先輩を助けなきゃって思ったら、勝手に足が向かってました。捻挫ねんざ、思い過ごしじゃなくてよかったです」

　あれ？　これじゃ先輩が捻挫しててよかった、って意味にとられないか!?


「や、今のはその、先輩のピンチを見逃さなくてよかったって意味で、捻挫したこと自体は大変遺憾いかんに思いますじゃ……！」



「あはは、わかってるって。君はあれだね、自分のためっていうより、人のために頑張れちゃうタイプだ。好きだなぁ、そういうの──」

　紗綾はそう言って、マスクの上からでもわかるくらい、にっこりと微笑ほほえんだ。


　──お、落ち着け？　先輩が言ってるの、主語はあくまで『タイプ』だからな？　『俺』が好きって話じゃないぞ……!?



　勝手に盛り上がる心臓を、どうどう、と必死になだめる。

「ひっ、冷やしたあとは、念のため包帯で固定しときましょうか……！」

　慌てて話題を変えると、

「じゃ、お願い」

　紗綾が包帯を差し出した。


「へ……？　お、俺が巻くんですか……!?」



「だって、自分じゃやりにくいんだもん」

　い、いやいやしかし……。

　この御御足おみあしに、俺が触れてもよいのですかな──!?

　シミ一つない、彼女の白い足を前に固まってしまう。

「あ、あの、包帯を巻くにはその……当然手が触れてしまうわけですが？」

「ん、そうだね？」

　質問の意図を理解できない紗綾が、きょとんと小首をかしげる。

「あ、そっか……！　こんな状況下だし、直じかに足を触るのはＮＧってこと？　それともやだ、ひょっとして私の足すっごい汚れてる!?　触るのもムリってほど!?」

　えー、うそうそ～！　と勢いよく膝ひざを曲げ、己おのれの足裏をチェックする紗綾。


　顔を近付け、くんくん、とにおいを嗅かいでいるようだけど、ダメダメ、そんな乱暴にしちゃ足首に悪いし、その体勢は乙女のセクシーゾーンが危険なんですじゃ～～！



「ややや、大丈夫です！　先輩の御御足は細胞レベルでお綺麗きれいですから、どうぞご心配なさらず……！」

　むしろ汚れてるのは俺の心なんですじゃ～！

　と、エマージェンシー状態のスカートから慌てて目を背ける。

「そ？　じゃ、お願いしちゃお！」

　無邪気に包帯を渡され、何この幸せな拷問ごうもん……！

　たじたじになりつつ、ミッションスタート。

「それでは失礼して……あ、足は曲げないで、伸ばしたままでお願いしますじゃ！」

　そうっと触れた彼女の右足は、先ほどまで冷やしていたせいもあり、ひんやりと心地よかった。

「あぁん、くすぐったい……！」

「わわわ、すみません！」

　っていうか先輩、お願いだから変な声出さないで、そして膝を曲げないで～～！

　チラリとなる太ももから顔を背けていると、

「よそ見しないでちゃんと巻いてほしーぞ？」

　なんてムチャ振りが。

　ああ神様、煩悩ぼんのうを根こそぎ滅ぼす消毒スプレーをください……！

　ナチュラルボーン小悪魔に翻弄ほんろうされながらも、どうにか包帯を巻き始める。


　少しでも力を入れたら折れちゃうんじゃ……？　ってほど華奢な足首に恐る恐る巻いていると、



「あ、できれば薄めに巻いてほしいな。靴下はいたらわかんなくなるくらい！」

　それまでとは別次元のムチャ振りが飛んできた。

「ごめんね、あんまり大事おおごとにしたくないっていうか、ほら、私の足がぐるんぐるんの太巻きになっちゃうと、カッちゃんが気にするかなって……」

　カッちゃん……そうか、この捻挫、元はといえば城将先輩のせいだもんな……。

「優しいんですね、わざとでないにしても、怪我けがさせた相手のこと心配できるなんて……」

　ひょっとして、城将先輩のことが好きだから、とか──？

　先輩を気遣う彼女に、なんだかモヤモヤしてしまう。

　やだな、俺って性格悪いのかも……。

　自己嫌悪に陥おちいっていると、紗綾は困ったように笑った。

「カッちゃんはかなりのヘタレだからねー。私のこと怪我させちゃった、なんて知ったらピーピー泣いちゃうと思うし」

「え、城将先輩ってそんなキャラでしたっけ？　余裕たっぷりでヘタレにはほど遠いっていうか。まぁさっきは異常事態だからかな、かなりテンパってましたけど……」

　普段はイヤミなくらい悠然と隠密ってるよ──!?

「んー、どっちかっていうと、テンパってる方がカッちゃんらしいかなー。あ、私とカッちゃん、家が近所で幼なじみなんだ。だからカッちゃんのことは無駄によく知ってるの」

　よく知ってるのに無駄なんだ!?

　でもへぇ、幼なじみ……そっか、それであだ名呼びするほど仲がいいんだ。

　そうかそうか、謎は全すべて解けた……！

　爽さわやかな安堵が、胸のモヤモヤを吹き飛ばしていく。

「もうね～、カッちゃんのことはオムツしてるころから知ってるっていうか、むしろ私がオムツ替えてあげてた、みたいな？」

「や、いくらなんでも同い年でそれは無理でしょう」

「そのくらい手のかかる幼なじみなんだって！　いっつも私の後ろを泣きながらついてきてたし～？」

　幼き日の彼を思い出した紗綾が、クスクスと笑った。

「まぁカッちゃんも、高校に上がるころにはそれじゃいけないって思ったらしく、余裕のあるイイ男を装よそおうようになったけど、あれって入念に対策してるからできることなんだよね～。今日みたいな不測の事態にはとことん弱くて、ヘタレに戻っちゃうの」

「え、じゃあさっきのテンパりっぷりが城将先輩の素すってこと……？」

「ファンの子たちにはナイショね？　あれでも頑張ってるの。ヘタレだけど悪い子じゃないし、だからもう気にしてほしくないっていうか。ほら、お仕置きはバッチリ済ませたし？」

　お仕置きってあれか、ほっぺたムギュムギュの刑……！

「わかりました。そういうことなら、できるだけ自然に巻いてみます」

　これはもう照れてる場合じゃないよな。

　彼女の足をしっかりと支えた真守は、少ない巻きでもちゃんと固定できるよう、入念に包帯を巻き付ける。

「これで大丈夫、かな……。ちょっと強めにしちゃいましたけど、圧迫しすぎてないですか？」

「うん。固定したからか、痛みもさほど感じないし……」

　足首を上下させ、動きに支障がないか確かめた紗綾は「えいっ」と膝を曲げ、包帯の上からそうっと靴下をはく。

「見て見て、そんなに目立たない！」

「そ、それならよかったです……」

　相変わらず無防備な太ももに目を泳がせた真守は、

「でも、いくら城将先輩を庇かばうためとはいえ無理はよくないですよ。いつもの調子で『誰か私の足を診てほし～ぞ？』とか言えば、あの場にいた男子全員、喜んで診察したんじゃないかな」

　自分で言っておきながら、や、それはそれでどうよ？　とツッコみそうになる。

　傷付いた先輩に群むらがる男どもなんか御免ごめんだし……！

「え～、私そんなキャラかなぁ～？」

　不本意そうに眉まゆを寄せ、ローファーをはいた彼女は、

「よし、こっちも入ったしキツくない！」

　安堵の笑みも束つかの間ま、ふっと遠い目になる。

「でもさ、やっぱ言い出せないよ。みんな大変なときだし、それに──」

　おもむろにスマホを取り出した紗綾。

「これ、あの一斉メールが届いたとき、阿窯あがま君から来てるのに気付いて……」

　見せてくれたのは、メッセージアプリの画面だ。





〈ごめん俺、入院、七日星。。文実に、みんなに迷惑かけ、、。ごめん　ほんとう〉






「こ、これ……」

　決していいとは言えない病状で、それでも必死に入力したのだろう。

　生真面目きまじめな彼らしからぬ、たどたどしい文面に胸が詰まる。

「委員長、七日星だったんですね……」

「阿窯君ってばマジメすぎだよ、こんなときまでみんなの心配して……。私たちよりずっと大変で、不安な思いをしてるはずなのに……」

　紗綾先輩……委員長の容態を知ってたから、それで余計に気を張ってたんだ……。

　捻挫ねんざくらいで弱音を吐いてらんないって──。

「阿窯君、難関大志望でしょ？　受験勉強も大変なのに、文実の委員長として毎日頑張ってくれてて、私、甘えすぎてた……。ペーパーフラワーの件だって、私が急にねじ込んで……」

　後悔に揺れる瞳。か細い声は酷く震えていた。

「阿窯君や私にとっては最後の文化祭でしょ？　だから絶対成功させようねって励まし合ってた……つもりだったけど、プレッシャーだったかも……。阿窯君、私が無理させちゃったから、それで疲れて体調崩して、だから七日星に……」

「それはないです！」

　即座に否定した真守は、けれど彼女の目をまっすぐに見ることができない。

「考えすぎです、それは……それはないですよ、誰のせいでもないです」

　精一杯の慰なぐさめを口にする一方で、




　──ああ、俺は大ばか野郎だ……。




　拳こぶしを強く握り締める。

　ゾクリと肌寒さを感じたのは、陰かげりを見せた陽ひのせいじゃない。

　何もわかってなかった自分の愚かさに、スッと血の気が引いたから。

　なんで……なんで気付かなかったんだろう。

　先輩にとっては、これが高校最後の文化祭だってこと。

　だからこそ悔いのないよう、必死に準備してたんだってこと。

　ペーパーフラワーの件だって、ただのワガママじゃなかったんだ──。

　去年はタコ焼き完売でみんなに残念な思いをさせちゃったから、今年はその分もド派手にいきたいんだって言ってた。

　それってああ、今年もタコ焼き待ちの列は長蛇ちょうだになるだろうから、待ってる間も目で楽しめるような装飾でみんなを盛り上げたいって意味だったんじゃないか？

　そうだよ、今年こそはみんなの告タコを完璧かんぺきな形で応援したいって、ワガママにも思えるムチャ振りでギリギリまで試行錯誤してたんだ。

　他の文実メンバーが彼女に反対しないのは、小悪魔パワーに押し切られたからじゃない、先輩の真意がわかってたからで……ああ、なのに俺は……。

　最悪だ。運良く文実メンバーに潜り込めて、これで先輩に近付けるって舞い上がって、いつも自分のことしか考えてなかった。

　せっかく文実入りできたのに、先輩の心にはちっとも寄り添えてなくて……。

　そんなの先輩に近付けたって言えないだろ、ばかかよ、俺……。

　さっきの──体育館でのことだって、明るい彼女が本当は心細い思いでいたことを少しも知らないで……。

　そりゃ怪我には気付けたけど、それは一瞬とはいえ表情に出ていたからだ。

　心の声は聞き逃してばかりで、俺は先輩の何を見ていたんだ──？

　こんなんで、よくも彼女を好きだなんて言えたもんだ……。

　己の愚かさが恥ずかしくて、情けなくて、悔しくて、拳をぎりぎりと握り締める。

「ねぇ、文化祭、中止になんてならないよね……」

　綿わたあめみたいに弱々しい声が、虚空こくうに溶けていく。

「それは……」

　文化祭は来月──あと一月ひとつきというところで二週間の学校閉鎖だ。

　ただでさえ遅れている準備が間に合うとは思えない。

　閉鎖期間のぶん、延期にしてもらう？

　それならどうにか間に合う……のかな、この二週間で騒ぎが収まれば……。

　とはいえ文化祭には多くの人が集まるわけで、新たな集団感染を呼ぶ可能性だってある。

　万全の七日星対策が必要になりそうだけど──

　そんな面倒な──一歩間違えばトラブルに繫がるようなイベント、校長が許すかな？

　ウチの校長、事なかれ主義で有名だし、下手なことはやりたがらないかも……。

　文化祭は中止にならない。

　そう信じたいけど、でも──。

「あははごめーん、そんなこと聞かれても困っちゃうよねぇ～？」

　明るい声を装う紗綾。

　不自然に躍おどるトーンが、真守の胸をキュウと締めつける。

「文化祭が中止になったら阿窯君、自分が七日星にかかったせいでって、自分を責めちゃいそうだし、だからこそ今動ける私がしっかりしなきゃって思うのに……悪いことばっか考えてパンクしちゃって、こんなところにエスケープ……」

　カッコ悪い先輩でゴメンね……と肩を落とした紗綾は、だけど小さく笑った。

「朝山クンがいなかったら私、落ち込みすぎてズーンと地下深くまで落っこちちゃってたと思う。ありがとね、私を地上に留とどめてくれて──」

　その『ありがとね』は受け取れない。

　そんな資格、俺にはない。

　だって、たまたま居合わせただけだから。

　先輩の本音に……当たり前の弱さに、何一つ気付けずに──。

「地下深く……ならいっそ、地下経由で家に帰るのもアリかもです。さすがに地下までは閉鎖されてないだろうし、誰にも見つからず安全にエスケープできたんじゃないかな……」

　受け取れないお礼に、不謹慎な冗談で返す。

「はは。じゃあ次、落ち込んだら試してみよっかなぁ。地下だけに近道、なーんて……」

　力なく笑って、「そろそろ戻んなきゃマズいよね」とベンチから立ち上がる紗綾に、

「先輩は……先輩はカッコ悪くなんかないです、むしろ尊敬することばかりで……！」

　心からの賛辞をぶつける。

　急に話が戻って、「ん、なになに？」と戸惑う紗綾。

　その正面に向き直った真守は、「こんな状況でもみんなが頑張れてるのは、全部先輩のおかげなんです！」と真摯しんしに続ける。

「ほら、さっき体育館で学校待機の話が出たとき、ちょっと不穏な空気になったじゃないですか。みんな不安にやられて、城将先輩もあんなことになって……。もし紗綾先輩まで取り乱してたら俺も──他の子たちだって、連鎖でパニクってたんじゃないかな。恐怖も伝染うつるっていうし……」

　あの状況でパニックって、七日星の蔓延まんえんと同じくらい怖いことだよな。

　一歩間違えば収拾しゅうしゅうがつかなくなってたかも。

　だけど、そんな厄介な空気を一掃できたのは紗綾先輩のおかげで──。

「だからカッコ悪いなんてとんでもない、先輩のおかげなんです。先輩があの状況でも明るく引っ張ってくれたから、それでみんな助かって、でも──」

「でも……？」

　紗綾の揺れる瞳を、まっすぐ、そらさずに見つめる。

「でも、それで先輩が泣くようなことになるのは嫌なんです。お願いだから、一人で全部背負しょい込まないでください……！」

　今度は地下の近道を試すって？　冗談、そんなの絶対にダメだ。

「一人で落ちてっちゃう前に、抱えきれない重荷を分けてくださいよ。俺のこともっと頼ってください……！」

　先輩に近付きたいとか、よく思われたいとか、

　邪よこしまな思いは後回しで、ただ純粋に言葉があふれ出す。

　俺じゃ頼りないかもしれないけど、だけど──

「一人じゃ抱えられない荷物も、協力すれば楽々持てますよ。実はさっき思ったんです、倉庫から毛布運んでるとき、誰かと一緒に持てたらいいのにって。感染対策で距離とらなきゃなんで実際には無理でしたけど、でも心の距離は別です！　心はゼロ距離でも安心安全で……だから、こんなときだからこそ絶対に一人で泣かないでください！　先輩の荷物、俺にも持たせてほしいんです……！」

　先輩が人知れず泣くようなハメになるなら、もう傍観者でなんていられない、いたくない。

　俺だって先輩の力になりたい！

　いや、なってみせる……！

　迸ほとばしる情熱に、体が熱くなる。

「朝山クン……私、言ったよね──」

　どこか不満げな上目遣いは、うるうると眩まばゆく揺れていた。

「こういうとき優しいのは反則だって……。言うこと聞かない子は罰として……本気で甘えちゃうから、覚悟してろよ？」

　ふわふわと、綿あめみたいな宣戦布告が響く。

　挑戦的な小悪魔の瞳が、にこっと穏やかに緩ゆるんだ。

「望むところですじゃ」

　いつものテンパりモードではない。

　心強い騎士ナイトな爺やで、頼もしく笑う真守だった。
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　学校待機初の夕食は、用意された弁当を、換気扇のガンガン回る食堂でとった。

　といっても、待機中の生徒が一堂に会かいしてワイワイ……なんてことはできずに、班ごとの交代制。手洗いの徹底や食事中の私語禁止など、可能な限りの感染対策がとられた。

　無言とはいえ、食事中は飛沫ひまつが飛ぶ危険があると対面席は封鎖、みんなが同じ列に座った。

　一席どころか、二席もの間をあけて粛々しゅくしゅくと──。


　こんな異様な空気じゃ、食事なんかとても喉のどを通らない…………ってこともなく普通に、いや、夢中になって食べた。



　箸はしが止まらなかったのは、空腹のせいじゃない。

「今日はいろいろあったし特別な？」

　監督役の藤崎ふじさきが、隅っこで仕事しつつもそうコメントした弁当はとても豪華で、ご馳走と言える部類だったから。

　コロッケやエビフライといった定番に加え、色とりどりの野菜をふんだんに使った総菜がたくさん詰まっていて、まさに宝石箱だ。

　うわっ、このコロッケ、弁当なのにサクッとしてる！

　それに、これ何だろ？　オシャレすぎて料理名わかんないけど肉柔らかっ！


　おおっ、こっちはただのニンジンなのに照りっ照りで甘いし、美味うますぎるにもほどがあるだろうっ……！



　グルメでもなければ、料理にさほど詳しくもない真守まもるでも、この弁当が破格のものであるとわかる。

　やっぱ食は命の源だよなー、疲弊してた心がみるみる潤っていく。

　こんな状況だし、ご褒美というか、ガス抜き的な意味合いもあるのかな？

　費用は学校持ちらしく、藤崎がボソリと付け足した。

「あ、明日からはもっと質素なやつだからな？　毎日こんな弁当出してたら俺おれの首が飛ぶっつーか、俺自身が食材にされる……！」

　生徒のためとはいえ、こんな高そうな弁当選んじゃって……。

　後で校長に怒られるコース確定なんじゃないか？

　けどまぁ、バランス的に完璧かんぺきだよな。ガッツリ食べたいって運動部の生徒も満足できるボリュームだし、かといって胸焼けするような雑な仕上がりじゃない。

　上品な味付けで野菜もいっぱいだから体に優しそうだし、食の細い子も食べやすいんじゃないかな。

　これなら女子も──先輩だってきっと……。

　二席あけた隣、紗綾さあやの席をチラリと見やる。

　──と、あれ……？

　彼女は箸を手にしたまま、完全に固まっていた。

　フタを開けた弁当は手付かずで、ひょっとして食欲がないのかも。

　今まで、小悪魔的な面にばかり気をとられてたけど、先輩、ものすごく繊細な人だもんな……。

　弁当一つで元気になれちゃう俺と違って、きっと今もいろんなことを感じているに違いない。

　委員長が七日星なのかぼしで苦しんでるときにご馳走なんてって、気が咎とがめてるのかも……。

　とはいえ、何か一口でも食べないと、先輩の方が倒れちゃうんじゃ……。

　心配になった真守は、だけど彼女の横顔にほっとする。

　よくよく見ると、その瞳ひとみに浮かんでいたのは憂うれいではなく、嬉うれしい困惑だったから。




〈わぁ、美味おいしそうなお弁当！　何から食べていいか迷っちゃうし、こんな可愛かわいいのもったいなくて食べらんないよ……！〉




　弁当に向けるキラッキラの眼差まなざしが、そう物語っていた。

　お、俺もその気持ちわかります！　この弁当、見た目もイイ感じで、食べるのためらっちゃいますよね～。インスタとかやらない俺でも写真撮りたいなーって思ったし！

　まぁ衛生的な問題で、食事中のスマホは禁止。カメラも使えないから容赦ようしゃなく貪むさぼっちゃいましたけど……！

　心の中で勝手に呼びかけていると、ついに決心したらしい。

　よしっと小さく頷うなずいた彼女が、ツヤツヤのニンジンを口に運んだ。

　あ、それ俺もさっき食べたやつ！　甘くて美味しいんだよな～。

　先輩の口にも合うといいけど……ってああもう、美味しいって言葉にされなくてもわかる。

　ニンジンをもぐもぐする横顔がゆるゆる溶けていって、見てるこっちの頰ほおまで緩ゆるんでしまう。

　今日はマスク姿ばかりだったから、飾らない彼女の素顔が余計に眩まぶしい。

　中庭で見てしまったのは泣き顔だったけど、うん、先輩には断然、笑顔が似合う。

　お！　次はエビフライにいった！　そっちは俺もまだ食べてないけど、絶対美味しいよな？

　シェフでもないのに、彼女の反応が気になってしょうがない。

　よかった、お気に召したらしい。

　ふんにゃ～と、とろけ顔になった紗綾は、よほど美味しかったのだろう、両足をバタ足のようにバタつかせている。

　大人びた彼女が見せる、子どものような反応リアクション。
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　アンバランスさが可笑おかしくて、プッと声に出して笑ってしまう。──と、

〈あれあれ～？〉

　気付いた紗綾が箸を置いて腕を交差、真守に向けて×バッテンを作る。

〈朝山あさやまクン、食事中は声出しちゃダメなんだぞ～～？〉

　いっけないんだ～、とからかうような、ニヤニヤのドヤ顔アイコンタクト。

　──誰だれのせいですか、もう……。

〈ドヤるのもいいですけど、口の端はしにエビフライの衣ころもついちゃってますよ？〉

　ちょいちょいっと指を差して教えると、シュッと頰を染めた紗綾は、だけど即座にペロッ。

　舌で舐なめ取って、何事もなかったような澄すまし顔を作る。

〈ん？　なーに？　見間違えじゃありませんこと？〉

　余裕たっぷりな、けれど大人げない姿に、

〈先輩、ズルいです〉

　と呆あきれ笑いがこぼれる。

　だけどああ、いつもの小悪魔モードとは一味違うあどけなさに、彼女との間にあった壁が崩れたような気がするのは、願望が見せる錯覚なんかじゃない……といいなぁ。

　──それにしても……

　誰かと瞳で語らうなんて、これが初めてじゃないか？

　それも相手はあの紗綾先輩だ。

　声のないナイショ話に、胸がドキドキと躍る。

　いつもなら目が合うだけで恥ずかしくて、

　テンパったり、つい視線をそらしがちになってしまうけど、

『声が出せない』って言い訳わけがあるからかな。

　照れはあっても、自然と見つめ合える。

　みんなが黙々と食事する中、

　俺たち二人だけの、秘密のアイコンタクト──。

〈お弁当、美味しいね〉

　つぶらな瞳を揺らす彼女に、

〈ですね──〉

　と真守も瞬またたく。

　座席は二つも離れてるけど、心の距離は近付いてるといいな。

　そんなことを願いながら、エビフライをパクリ──

　密ひそかに足をバタつかせてみるのだった。




　夕食後は、混雑を避けつつ入浴タイムに突入。入浴っていっても、学校にお風呂ふろはないから運動部用のシャワールームでサッと汗を流す感じだ。

　そのあとは就寝まで自由時間で、体育館に戻ってきた真守は、自分たちＥ班の就寝スペースでコンコン──ブルーシートが敷かれただけの床を叩たたいてみる。

　今日から二週間、この硬い床で寝るのか……。

　タオルケットもあるし、毛布をマット代わりにしてみるかな？

　他の班の様子を……と思ったけど、班を隔てる高めのパーティションが邪魔で見えない。

　紗綾先輩は、班の女子たちとシャワー中だし……。

　Ｅ班には俺の他にも男子が二人いるけど、何部なんだろう、どちらも面識のない一年だ。

　一応自己紹介はしたし、『大変だけど頑張ろうね』ってフレンドリーに話しかけてはみたけど、二人とも『はあ……』と気の抜けた声で頷くだけだった。

　うーん、距離感間違えたかな。ウザい先輩だって思われたのかもしれない……。

　まぁ、一年生同士は仲良くやってるみたいで何よりだけど──。

　ちなみに、今は二人とも親と電話中らしく、

『ちょっと大丈夫なの、体調に異変はない？』

『ご飯はちゃんと出てるのよね、量足りてる？』

　なんて前のめりな心配声が漏もれ聞こえる。

　ていうかお母さんズ、声大きすぎだから……！

　スピーカーモードでもないのに響いてくる声に、思わず苦笑い。

　けど、急に二週間の学校待機だもんなぁ。心配するなって方が無理な相談か。

　ウチの親もさっき連絡くれたばっかだし。

『何か困ってることない？』って言うから、『深夜アニメ録画しといて』って頼んだら、

『こんなときに何言ってんの！』って怒られたけど……。

　あれ見逃し配信ないやつだから、録画してもらえないとマジで困るのに……。

　嘆息していると、シャワーを終えた紗綾が戻ってきた。

　肩にかけたタオルで髪を拭いていた彼女は、

「どうどう似合う？　可愛い？」

　と、パジャマ代わりの文実Ｔシャツを見せつける。

　彼女がデザインしたタコのイラストが入ったものだ。

　学校待機中の着替えにと、文化祭のバザー用に集まってたお古の制服なんかを借りられることになった。だけど文実メンバーが拝借したのは体操着のハーフパンツだけ。

　せっかくならと、届いたばかりの文実Ｔシャツを着ることにしたのだ。

　カラーバリエーションが七色もあって、どれにしようかシャワー前にかなり悩んでしまった。

　緑と迷って水色にしたけど、正解だったかも。

　だって先輩も水色を選んでて、なんか息ピッタリって感じがする。

「す、すごく似合ってます、その……可愛いです……」

「ん～、可愛いってそれは私がデザインしたＴシャツが？　それとも私？」

「え、あっ、そ、それは、その……」

　ストレートに聞かれると困ってしまう。

　Ｔシャツはもちろん先輩も可愛いです、なんて言える度胸はないし……。

「水色、君が選んでるの見てマネしちゃった！」

　え……？　単に先輩が好きな色を選んだわけじゃなくて？

　俺のマネして水色って……それはいったい、どういう意味なんですじゃ──？

「おそろい中のおそろい。ペアルックみたいね」

　小悪魔のささやきに、心臓が忙せわしない。




　──なんだろう、中庭の一件以来、綿わたあめみたいな声がさらに甘くなったような……？




　シャワーで外していたマスクを「おっと……」と慌ててつけた紗綾。

　だけど思わせぶりな眼差しは、マスクをしたって変わらない。

　いや、それどころか威力倍増だ。

　じいっとこちらを見上げる視線には、とろとろのハチミツをからめたような甘やかさがあって──

　なんか俺、めちゃめちゃ弄もてあそばれちゃってる気がするんですけど──!?

　真っ赤かに完熟した顔で視線を落とすと、ん──？

　靴下をはいた彼女の右足が、まるんと不自然に膨ふくらんでいる。

　靴下の中に、ちょっとしたハムスターでも隠してるみたいな？

　なんだあれ……。一瞬ハテナが浮かんだけど、そっか包帯！　とすぐに思い至る。

「先輩、それ自分で巻いたんですか？」

「うん、シャワーから出て新しいの巻き直したんだー。我ながら、結構うまくできたんじゃないかな」

　え？　うまくできなかったの間違いじゃなくて!?

　紗綾先輩って、意外と不器用なのかも……。しかも本人自覚ナシ！

「あ、あの……念のため、足の具合を確認してもいいですか？　ほら、時間差で腫はれてきたとこあるかもしれないし？　自分じゃ気付けない穴場的な捻挫ねんざとか……」

　穴場的な捻挫ってなんだよ……！

　自分でもおかしなこと言ってる自覚はあるけど、包帯を巻き直したくて提案してみる。

　あれじゃ足首固定できてなさそうだし、あんなに膨れてたら城将じょうしょう先輩も捻挫に気付いちゃうんじゃないか？

「そっか、じゃあお願いしちゃおっかな。さっきの方がフィット感はあったんだー。私じゃ力の入れ具合が足りないのか、ちょっと緩ゆるくって……」

　そう言って、ブルーシートに腰をおろす紗綾。靴下を脱ぐと、絡からまりまくった団子状態の包帯が姿を現した。

　うーん、この有り様さまは力加減の問題じゃない気がする。ていうか、逆にどう巻いたらこうなるんだ!?

　照れよりも驚きが勝まさって、中庭のときより落ち着いて対応ができる。

　シャワーの熱で腫れが酷ひどくなってないといいけど……。

「それじゃ、ちょっと見てみますね」

　彼女の踵かかとをそっと掬すくい上げ、混沌とした包帯をほどいてみる。

　よかった。穴場的な腫れは見当たらず、赤みもかなり引いている。

　それにしても、参ったな──。

　シャワーの直後だからか、格段にすべすべな御御足おみあしからは、石鹼せっけんのいい香りがマスク越しにも感じられる気がして……

　ダメだ、冷静に対処できると思ったのに、心臓がどんどん駆け足になっていく。

　家でもお風呂上がりとか、こんな感じなのかな？

　Ｔシャツにハーフパンツというラフな姿──いつもふわふわの髪が、水気を纏まとってなんだか色っぽい。

　本来なら絶対に見られないレアな姿だと、包帯を巻くのも忘れて釘付くぎづけになってしまう。

「へ、なになに？　キッシキシなのわかっちゃう!?」

　視線に気付いた紗綾が、恥ずかしそうに髪を押さえる。

「学校のシャンプー、私の髪質に合わなくって。ちょっと洗浄力せんじょうりょく強すぎるっていうか……」

　そういえばシャワールームに備え付けのシャンプー、リンスインのサッパリ系だったっけ。

「せめてリンスが別ならよかったんだけどなぁ。ドライヤーも一個しかなくて、混んじゃうから使えなかったし。まぁ贅沢ぜいたくは言えないよね、シャンプーできるだけ幸せっていうか……」

　気を取り直したかに見えた紗綾は、だけどすぐにシュンと肩をすぼめた。

「あー、でも……こんなワガママ言ってちゃいけないのはわかってるんだけど……」

　ん？　なんだろ、石鹼じゃなくてボディソープの方がよかった？

　それとも、体を洗うスポンジ的なのがほしかった、とかかな？

　愚痴ならいくらでも聞きますじゃ！

　余裕の受け入れ態勢で、彼女の足に薄～く包帯を巻いていると、

「使用済みのパンツもう一回はかなきゃなのが一番しょんぼりだったよ～！」

　予想とは違う角度からの不満に、ごふっと咳せき込こんでしまう。

　ま、まぁ確かにパンツの替えはなかったよね。

　靴下は学校指定だから、購買のストック分けてもらえたけど……。

「あ、でもね、明日には新品パンツ届くって！　ウサギ先生が生徒全員分、発注してくれたみたい！」

　声を弾はずませた紗綾は、ふふっと含み笑い。

「パンツもおそろいだね」


　そっとささやかれて、カァァァッと赤面してしまう。



　や、いくら男女平等の世の中とはいえ、先輩と俺のパンツは別のやつだと思いますけどね？

　でもドジっ子なウサギ先生が発注したとなると、まさかの大ポカやらかしてたり？

　全部男子用のボクサーパンツだった……ならまだしも、その逆なら男子はいろんな意味で大変なことになるぞ!?

　なぜか女子のパンツをはいた城将先輩を想像してしまって、ウッとめまいがする。

「だからさ、今日は我慢するよ？　さすがに下はノーパンってわけにもいかないし」

　あれ？　今、先輩、サラッととんでもないこと言わなかったか──？

　下はノーパンってわけにもいかないし……ってことは──!?

「ひょっ、ひょっとして上は……胸部きょうぶはフリーダムでいらっしゃる……？」

　ずばりとは言えなくて、なるべく包み隠して聞いてみる。

「そだよ？」

　紗綾はあっけらかんと答えた。

「汗かいてたし、シャワーのついでにブラ洗ったんだー。朝には乾いてるんじゃないかな」

「え、ええと、上はナシで問題ないものなのですかな……？」

「へーきへーき！　もともと寝るときノーブラ派だし！　胸の形が崩れちゃうって説もあるけど、キュークツだから放し飼いにしてるの。まだまだ成長中だし……あ、ちょっと見てみる？」

「そ、それじゃあお言葉に甘えて失礼しまーす……」

　……と飛びつかなかった俺を、誰か褒ほめたたえてほしい。

　実際は、「そ、そそ、そうなんだ……？」と上擦り声で答えただけ。

「あ、ブラ干してる場所は男子禁制だから、聞かれても教えないぞ？」

　そんなこと聞いてないです……！

　ていうかノーブラ情報も伏せといてほしかったような？

　だって、先輩の胸が今フリーダムなんだと思うと、こっちの方がソワソワ心許こころもとなくなって、おそろいの水色Ｔシャツさえ直視できない。

　さっきはレアな姿だってガン見しちゃったけど、あのときもＴシャツの中は絶賛放牧中だったわけで……。

　ああ、知らなかったとはいえ、とんでもないことしてたな、俺……！

　思い出してしまって、頰が焼け付くように熱い。

　気まずさを誤魔化ごまかすかのごとく、ぐるぐるぐるぐるるん──ってマズい、危うく新たな包帯ハムスターを生み出すところだった。

　巻きすぎちゃダメだ、巻きすぎちゃダメだ、巻きすぎちゃダメだ。

　慌ててほどいてやり直し。心を無にして、薄く美しく固定する。

「こ、これでどうでしょう。動かしにくいとかあります？」

「だいじょーぶ。やっぱうまいね朝山クン」

　包帯の巻かれた足を満足そうに見つめた紗綾が、感慨深げに言った。

「なんか不思議だよねー、すっごく長い一日だった。フツーに文化祭準備してたのがウソみたい。急にココに集められたのも、足ひねっちゃったのも今日で……」

「ですね。いろんなことがありすぎて、今日一日のことだとはとても……」

　学校閉鎖なんて何かの間違いで、全部夢だったんじゃないか──？

　そう思えるほどなのに、まるで現実感のない『今』が確かな現実で──。

「まさか家に帰れないなんてねぇ……」

　小さく苦笑した紗綾は「でも──」と真守を見つめる。

「不安がないと言えばウソになるけど……君のおかげだよ？　二週間くらい、なんとかなるって思えちゃってるの」

「お、俺の方こそ……！　こんな状況でも不思議と落ち着いていられるのは、先輩がいてくれるからです」

　もっとも、違う意味でドキドキと落ち着かないのも、先輩のせいだけど──。

「みんなも大丈夫だといいんですけど、この状況じゃ寝付けない子も多そうですよね……」

　昼間のような、あからさまに不穏な空気はもうない。

　けれど、緊張はまだ色濃く漂っていて──

「これからどうなるのかな……」

「とてもじゃないけど眠れないよねぇ」

　パーティションの向こうから、誰かの不安が漏れ聞こえる。

　やっぱそうだよな……。

　幾分落ち着いてるとはいえ、俺だって眠れる自信はない。

　憂うれいが顔に出てしまったようだ。察した紗綾がスッと優しく目を細める。

「楽しみにしてて？　みんなの安眠を誘う、とっておきの秘策を用意したから」

　秘策って……？　聞こうとしたところで、

「あと十分で消灯だぞー、みんな今のうちにトイレ済ませとけよー」

　拡声器で増幅された藤崎の声が響く。

「やだ、まだ寝る準備終わってないのに……！」

　慌てた様子の紗綾が、真守の隣に毛布を敷いて就寝の準備を始める。

「へ？　先輩、そこに寝るんですか!?」

　この状況下だから、すぐそばってわけじゃない。

　かなり間隔はあいてるけど、それにしたって隣同士なんですけど──!?

「むむ、私が隣じゃ不満なのかね？」

　不服そうに眉根まゆねを寄せた紗綾は、

「朝山クン、私と寝たくないんだ──？」

　試すような視線──いたずらな上目遣うわめづかいをよこす。

「やっ、ででででも、配られたプリントにありませんでしたっけ？　就寝の際はなるべく男女が隣り合わないような配置にするって……」

「うん、でもウチの班、男子三人、女子五人だし、『なるべく』からは除外されちゃうね？」

　う、言われてみれば……。

　班に与えられた就寝スペース──大きなパーティションに囲まれた内側では、男子二人が寝てる下に女子二人、さらにその下に別の女子が二人と、縦長な感じに寝床の準備が終わっていて、残るは真守と紗綾のみだった。

　縦長に二人ずつ並んで眠るこの配置だと、片側に必ずパーティションが来るから、感染対策的にも正解なんだろうけど、それにしたって俺と先輩が隣同士って……！

「ラッキーだったね」

　そ、それって何が、どういう意味で？？？

「初夜かぁ……緊張しちゃうなぁ」

「ちょっ、先輩、言い方……！」

　確かに学校待機初めての夜ではあるけど、それを初夜って……無駄にドキドキしちゃうんですが？

　ていうか、俺の隣に先輩が寝るの？　二週間も!?

　ちょっと待って、俺ほんとに眠れるのかな……？

　先ほどまでとは違う意味で心配していると、

「あ、ここ仕切っとくね～！」

　俺と先輩との間にドンっ！　低めのパーティションが置かれる。

　昼間、余った段ボールで作ったものだ。各班を区切ってるものほどの高さはないけど、寝転がった状態なら充分に壁の役割を果たせるんじゃないかな。

「ですよねー」

　ホッとしたような、ちょっと残念なような？

　ハハッと拍子抜けする真守に、「へへ、私、寝相ねぞう悪いから」と紗綾も笑った。

　──と、トイレから生徒たちが戻ってきたらしい。

「よし、これで全員揃そろったな。時間になったから明かり落とすぞ～」

　藤崎の声がして、体育館のＬＥＤ照明が一瞬で暗くなる。

　暗いっていっても、真っ暗ってわけじゃない、常夜灯じょうやとうレベルの調光だ。

　──さてと、眠らなきゃ……。

　毛布の上にゴロンと転がったけど、ステージの方から明かりが漏れている。

　照明、なんで消さないんだろう。あっちは真っ暗にしてもよさそうなのに……。

　不思議に思っていると、ステージの上から声がした。

「えっと……軽音部のＨＡＲＵＴＯです。あ、みんな起き上がらずにそのままで！」

　え、ＨＡＲＵＴＯ先輩!?

　ギターがめちゃめちゃ上手うまいって校内でも有名な人だけど、そんな人がなんで突然──？

「小悪魔ちゃんからのリクエストで、寝る前に一曲だけ──」

　あ、さっき先輩が言ってた安眠の秘策ってこれか……！

　ＨＡＲＵＴＯ先輩に子守歌代わりの演奏を頼ん……で大丈夫かな？

　だってＨＡＲＵＴＯ先輩のギターってかなり激しめで、去年の学園祭でも、首ブンブン振りながらハジけまくってたような……？


　この状況でハードな一曲って……みんな寝付けるかな、逆に不穏な感じに覚醒かくせいしちゃったりしない……!?



　危ぶんでいると、あー、やっぱり……。

　聞こえてきたのは派手めのエレキ音。著いちじるしく歪ひずんだサウンドは、だけど、あれ……？

　どこか懐かしいメロディーを奏かなでる。

　優しく包み込むようなこの旋律せんりつは──

　そうだ、きらきら星……！

　激しく音の割れた、退廃的なサウンドがなぜだか心地いい。

　アレンジもきいてて、尖とがってはいる。

　けれど、よく知った馴染なじみのメロディーが不思議な安心感を生み出すのだ。

　フツーじゃない荒々しいディストーションが、この奇妙な夜にぴったりとハマって──

　隔離中の俺たちを明るい未来へと導く、




　──ああ、まさに、夜空の星みたいな音色ねいろだ。




　ステージからこぼれる光に、希望の調べが重なる。

　瞬間──とてつもない安堵あんどが押し寄せて、

　今日は寝られるかな、なんて心配してたくせに──最高の子守歌だ。

　いつの間にか、深い眠りへと落ちていた。
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　エレキな子守歌に誘いざなわれ、眠りに落ちた翌朝。

　パチリと目をさまして一番に思ったことは、「う、背中痛っ……」だ。

　毛布を敷いていたものの、快適とは言いがたい寝床から体を起こし、グッと伸びをする。

　壁時計を見ると、六時五〇分。学校待機中の起床時間は七時だから、ちょうどいいタイミングで目が覚めたってわけだ。

「あ、朝山あさやまクン、おはよ……」

　低めのパーティションの向こうで、むくりと紗綾さあやが起き上がる。

　とろんとした寝ぼけ眼まなこをゴシゴシこする姿が、目を瞠みはるほど愛らしい。

　起き抜けから可愛かわいいとか、どういうことなんです？

　不意打ちすぎて、朝から心臓がビジーです！

　むにゃむにゃと、手櫛てぐしで寝癖をとかした彼女は、「あ……」と気付いてマスクを装着、にこっと小首をかしげる。

「昨日はよく眠れた？」

「秘策のおかげでバッチリです。ＨＡＲＵＴＯ先輩にもお礼言わなきゃですね。先生に怒られてないといいですけど……」

　こちらもマスクをつけて答えると──

「事前に許可もらってたからへーき！　けど正直、あの選曲はどうかと思うの。まぁ無理やり頼んじゃったとこあるし、多少のイヤミは甘んじて受けなきゃなんだけど、それにしたってさぁ～」

　演奏内容がお気に召さなかったらしい。姫さまはご機嫌斜めだ。

「ほら、昨日中庭に逃亡する途中でＨＡＲＵＴＯ君がサボってるの見かけたんだよね。こっそりエレキの練習してて、そんなに弾ひきたいなら寝る前に一曲披露してよって頼んだの。ただしお得意のパンクじゃなくて、みんなが知ってるエモいやつでお願いって」

　ん？　なんだろう、まったく話が見えない。


　歪ひずみまくりではあったけど、お馴染なじみの『きらきら星』弾いてくれたし、ＨＡＲＵＴＯ先輩なりに結構歩み寄ってくれたんじゃ……？



「確かに有名な曲ではあるけど、あの雰囲気の中『ＡＢＣの歌』ってどういうこと？　受験に備えて初歩の初歩からやり直せっていう、私への当てつけとしか思えないんですけど～」

　よりによって、私の苦手教科でイジワルするなんて……！　とご立腹な姫さま。

　むぅ～～とお怒りモードな顔も珍しくって可愛いけど──

「先輩……昨日のあれは『ＡＢＣの歌』っていうより『きらきら星』なんじゃ……」

「朝山クン、しっかりして？　あれが『きらきら星』だなんて、そんなわけ……」

　そこまで言って一時停止。

　ぱちぱちと瞬またたいた彼女の顔が、しゅううっと紅潮する。

「そっか、どっちもメロディー同じ……っていうか、今考えるとあれ絶対『きらきら星』だ！　なんでＡＢＣの方に聞こえちゃったかな、私!?」

「や、無理ないですよ、受験生だし……！　英語のこと、無意識下でめちゃめちゃ気にしてたんじゃないですか？」

「ううう、この前の模試、かなりヤバい点数だったからさー。ＨＡＲＵＴＯ君にバカにされてる～ってムカムカしながら寝落ちしちゃってたよ、昨日の演奏……」

　すごい、そんな状況でも寝落ちはしたんだ!?

「ＨＡＲＵＴＯ君に謝らなきゃ。危うく恨み言シャウトしちゃうとこだったよ～」

　恥ずかしそうに顔を覆おおう彼女を、「未遂に終わってよかったです」と励ます。

　だけど、俺おれが『きらきら星』に癒いやされてた隣で、先輩は『ＡＢＣの歌』にお冠かんむりだったのかと思うと、なんとも不思議で可笑おかしくて──

　たまらずプハッと吹き出したら、「ちょっと～！」と彼女もつられて笑った。

「今度はもっとちゃんと演奏聞きたいよね。文化祭、軽音部のライブが楽しみ」

「ＨＡＲＵＴＯ先輩も三年生──引退前の大舞台ですもんね。文化祭、文実ぶんじつの名にかけて絶対成功させましょうね！」

　力強い真守まもるの言葉に、「うん」──紗綾も誓うように頷うなずいた。




　そうこうしているうちに起床時間が来て、まずは班ごとに検温タイム。

　幸いなことに、Ｅ班はみんな平熱──硬い床のせいで背中がバッキバキなことを除けば、体の不調もナシ。先輩の足もだいぶ良くなったみたいで、ほっと胸をなでおろす。

　今のところ、他班もみんな元気みたいで、このまま無事に学校待機を終えられますように、と強く願う。

　検温のあとは朝食をとった。例によって、食堂で班ごとの交代制。

　メニューはウインナーや卵焼きといった、ちょっとしたおかず入りのおにぎり弁当、それに野菜ジュースだ。

　食事の順番を待つ間は、着替えを済ませたりパジャマ代わりの衣類を手洗いしたり、混雑を避けながらも慌ただしく過ごした。

　集団生活では衛生管理がなにより大事だと、食事のあとは就寝スペースの掃除を。

　先生に指示されたからっていうのもあるけど、こんな状況下だし、七日星なのかぼしはもちろん風邪だって防ぎたいと、みんな真面目まじめに行おこなった。

　就寝スペースだけじゃない、体育館周辺や食堂やトイレなど、待機生活中に利用するエリアは、毎日交代で掃除することも決まった。

　掃除の合間には、保健所からのヒアリング調査が。

「朝山、次お前の番な」

　先生に呼ばれてマルチメディア室に急ぐ。

　ヒアリングは、学校のパソコンを使ってリモートで行われているのだ。

　いったい何を聞かれるんだろう。硬い表情でパソコンとにらめっこ。

　保健所の人って淡々としてて怖そう……なんて勝手に思ってたけど、画面の向こうに現れたのは優しげな女性職員で、

『体の不調はない？　ご飯や睡眠はちゃんととれてる？』とか

『何か困ったことがあったら、なんでも教えてね』とか

　かなり親身に対応してくれた。

　感染拡大防止のためだろう、感染疑いの真守は、

『この一週間、学校以外にどこか行った？　なるべく詳しく教えてほしいな』なんて、

　ここ最近の行動履歴もガッツリ聞かれたけど。

　ヒアリングが終わって時計を見ると、一時間以上も経たっていた。

　掃除、どうなったんだろう。中途半端ちゅうとはんぱなとこで抜けてきたし、みんなに迷惑かけてないといいけど……。

　急ぎ足で体育館に向かっていると、渡り廊下の先に紗綾の姿を見つけた。

　大きな段ボール箱を二つ重ねて運んでいた彼女は、

「う～～、前が見づらいよ～～」

　と、よろよろ千鳥足。

「先輩、荷物なら俺が運びます……！」

　慌てて駆け寄る真守に、「あ、ヒアリング終わった？」と紗綾が振り返る。

「終わりましたけど、そんなことよりそれ……」

「あ、これねパンツだよパンツ、ウサギ先生が発注してくれたやつ……！」

　嬉うれしげにぴょんと跳ねそうになった紗綾が、バランスを崩す。

「危ない……！」

　倒れかけた彼女を、段ボール箱ごと支える。

「ちょっ、先輩、何やってるんですか……」

「だって～、念願のパンツが届いたんだよ？　落ち着いてなんていられないよ」

　そんなに待ちわびてたんだ!?

「それにしたって落ち着いてくださいよ、足だってまだ完治したわけじゃないのに一人で二箱も持って、しかも跳ねるだなんて、悪化したらどうするんですか」

　諫いさめるように言うと、紗綾はしゅーんと俯うつむく。

「二箱っていってもそんなに重くないし、いけるかなーって。先生もね、一緒に運んでくれるとは言ってくれたんだけど、すごく忙しそうだったから……」

　ヤバい、言いすぎたかな。それにしても──

　昨日も思ったけど、先輩って小悪魔って騒がれてるわりに、気遣いのできる人だよなぁ。

　そんな先輩ももちろん素敵ではあるけど、ちょっと無謀すぎるっていうか、

　何でも一人で抱え込んじゃうとこがあるのは心配で──。

「言いましたよね、抱えきれない荷物は俺にも分けてくださいって。昨日はメンタル的な意味でしたけど、物理的なことならなおさらです！」

　段ボール箱を引き取ろうとすると、「あ、一箱でいいよ？　下の方ね！」と紗綾。

　下の方が重いから任せたい的なお願いかと思いきや、

「そっちに女子用のパンツ入ってるんだって！　どうせ運ぶなら可愛い方が朝山クンのテンション上がるでしょ？」

　姫さま……意外と気遣い上手とはいえ、そういう心配りは無用ですじゃ……。

　ほんのり赤い顔で、「や、二つともいただきまする……！」と箱を奪取だっしゅする。

　でもちゃんと男女別の下着でよかった。

　ウサギ先生、ドジっ子だなんて疑ってすみません……。

　心の中で謝りながら体育館へ。

「とりあえずここでいいですよね」

　とステージ前に箱を下ろす。

「後で班長に人数分取りに来てもらおっか、マスクしてるとはいえ混雑は避けなきゃだし」

「や、そこは班長っていうか、男子と女子、それぞれに代表が必要かなーと」


　だって異性のパンツ配るのも、異性にパンツ配られるのも、どっちも気まずいと思うのですじゃ……！



　なぜだかそーゆー方面には気が回らない先輩に、そっと進言してみる。


「そっか……やだ、私ってば配慮なさすぎ！　なんかもうデリカシー界の欠陥住宅って感じじゃない……!?」



「や、そこまで落ち込まなくても……ってそうだ！　他にも必要なもの、まとめなきゃでしたよね？」

　昨日、先生に頼まれていたことを思い出す。

「あ、私、いくつかメモしたんだー」

　ノート、あっちに置いてある！　という彼女に連れられ、Ｅ班の就寝スペースへ移動する。

　パーティション内には、掃除を終えたらしい男子二人がスマホを手にくつろいでいた。

　あの子たちも、何かいるものあるかな。

　参考までにほしいものを聞いてみると、

「え……テレビゲーム？」

「あ、俺、最新のスマホほしいです、来月発売のやつ」

　残念、まるで参考にならない。ていうかそれ、誕生日とかに親にねだるやつだから！

　そしてせめて発売済みのにしてください、たぶん却下だけど……。

　ハハ、と呆あきれ笑いしていると、「はいこれ」と紗綾がノートを差し出す。

　受け取って見てみると、





☆必要なもの







・追加の消毒液。できれば一人につき一つ。

・替えのハンカチ？






　なんて走り書きが。走り書きといっても、大人っぽい綺麗きれいな字だ。

　流れるような、丸みのある美しい文字は、だけどトメはねに独特のクセがあって、

　なんだろう、文字まで小悪魔っぽくてドキッとなる。

「ハンカチの替え、確かに必要ですね。七日星対策もあって手洗いはしょっちゅうだし。今日だって、もはや水吸わないんじゃ？　ってレベルで濡ぬれちゃってます、俺のハンカチ」

「あはは、そうなっちゃうよねー。ハンカチが湿りっぱなしなの、衛生的にどうかなって思うの。一日のうちに何度か交換したいなぁ」

「ゴミが増えていいなら、ペーパータオルって手もありますね」

「それいい！　ノートに追記してくれる？」

　頼まれた真守はブルーシートの上に腰をおろし、〈ペーパータオル〉とメモする。

　隣に座ってノートを覗のぞき込んだ紗綾は、

「欲を言えば、ハンドクリームもほしいんだけどね」

　と、残念そうに言った。

「手洗い、それに消毒のしすぎかなぁ、学校待機二日目にして乾燥が気になっちゃうの。だけど感染対策的に、みんなで一つのクリームを共用っていうのは難しそうだし、かといって全員分は買ってくれないでしょ？」

「や、意外といけるんじゃないですか？　手荒れも酷ひどいモノはもう傷みたいなものだし、健康を守るアイテムと考えるなら、無理な要求ではないかと！」

「ほんと？　そう言ってもらえるとなんか心強いな～！」

　姫さまのテンションが一気に上がった。ご希望通り〈ハンドクリーム〉とメモに書き足す。

「あ、なるべく良い香りのするやつって書いて？　いろんな種類から選べるといいなぁ～」

　おやおや？　ちゃっかり要求が増えてますぞ？

　ああでも、そういうとこも可愛いのですじゃ。

「朝山クンは？　何か必要なもの思いついた？」

「うーん、個人差ありますけど、男子はヒゲ用にカミソリとか？」

　マスクしちゃえば隠れるけど、濃いめだったり伸びるのが早かったり、気になる人はいるよな、二週間もあると……。

「あとは、そうだなぁ……意外と大丈夫かもです。昨日支給された歯ブラシがちょっと使いにくいくらいで、俺は特に不満ないっていうか……」

　そう、昨日の時点で歯ブラシまで配られていたのだ。先生が慌てて買いに走ったってわけじゃない。毛布やタオルケット同様、災害用に備蓄してあったものだ。

「ウチの高校、わりと設備整ってるし、備えあれば憂うれいなしってこういうことなんだなーって思いました。急な学校待機ではあったけど、かなり恵まれた感じに生活できてるっていうか」

「パンツの替えはなかったけどね？」

　冗談っぽく笑う紗綾に、「それもさっき届いたので安泰です」と笑い返す。

　ああでも俺の場合、先輩が一緒だから、それだけで幸せになれちゃってるとこあるよな。

　先輩のおかげで七日星への不安も和らぐ上に、多少の不便も我慢できちゃうのだ。

　──でも、先輩の方はどうなんだろう。

　小悪魔なムチャ振りばかりする彼女だけど、それはワガママっていうより、人のためだったりして、さっきの荷物運びもそうだけど、また一人で何か抱え込まなきゃいいけど……。

　中庭での、先輩の儚はかなく悲しげな姿が思い出されて胸がキュッとなる。

「先輩、何か困ってることありません？　何でもいいんです、ちょっとしたことでも教えてほしいなって……」

「困ってることかぁ、うーん……」

　小首をかしげ、考えを巡らせた彼女は、

「マスクだとせっかくの美貌びぼうが隠れちゃうことかなぁ。私の可愛さ半減じゃない？」

　真面目まじめに聞いたのに空振り──はぐらかされてしまった。

　力になれたらって思ったのに……頼りにされてないのかな、俺……。

「先輩はマスクしてても全然変わらないですよ。もともと色白だし、素肌なんだかマスクなんだかパッと見、よくわからないくらいで」

　頼りにしてもらえないのが悔しくて、ちょっとイジケ成分入っちゃったかもしれない。

　ぶっきらぼうに、冗談半分で言ってみる。

「何それ、どういうこと～～？　いくらなんでも素肌とマスクは見分けてほしいぞ？　ツヤとかキメとか全然違うでしょ、ほらほら、ちゃんと見てよぉ」

　不満そうに、ずいと顔を寄せてくる紗綾。

「ちょ、近すぎますって、七日星対策……！　マスクしてても距離には気をつけなきゃでしたよね!?」

「むぅ……じゃあ君が見てる間、息止めてる。それならいいでしょ」

　どこか拗すねたような瞳ひとみが、真守を射止める。

　参ったな、イジケてるのはこっちの方なんですけど──？


「も、もう充分確認できましたからっ！　先輩の素肌の方がマスクより白くてツヤツヤ、キメだって嫌がらせみたいに細かいですっ……！」



　ろくに直視もできず、やけっぱちで答える。

「ほんとにちゃんと見てくれた～？　さすがに白さはマスクの方が勝ってると思うんですけど。それに、嫌がらせみたいに細かいキメってどんなのよぅ」

　じとーっと疑わしげな視線をよこした彼女は、

「あ、困ったこと、あった──」

　おもむろに、ポケットからリップクリームを取り出す。

　ピンクのハートがプリントされた、キュートなデザインだ。

「これ色付きなんだけど、マスクしてると使いづらくって……。マスクの内側に色が付いちゃうんだよねー」

　へー、そんなことが……。普段コスメ的なものとは無縁だから、新鮮な驚きがある。

「えっと、じゃあ無色のリップクリームをリクエストってことで……」

　あ、でも口は頻繁に洗ったり消毒したりってわけでもないし、荒れ具合は手に負けるよなぁ……。

　シェアなんてそれこそ不可能なアイテムだし、とはいえ学校が人数分用意してくれるかっていうと──

「すみません、正直リップは難しいかもです。ハンドクリームの方はワンチャン狙ねらえそうですけど」

「だよねー、こんな状況じゃリップも贅沢ぜいたく品だし……」

　わかってたよ、と肩をすくめた紗綾は、だけど悩ましげな視線をよこした。

「あーあ、リップの代わりに誰だれか潤してくれないかなぁ～、私のく・ち・び・る」


　そ、そ、それはいったい、どういう意味なんですじゃ……!?



『誰か』と言いながら、いたずらな瞳は真守をとらえて放さない。

　長いまつげに縁取ふちどられた魅惑の眼差まなざしに、マスク越しでも思い出してしまう。

『ん、分け合っちゃわないの？　シュワシュワで美味おいしいよ？』

　昨日ソーダのシェアを勧めてきた、彼女の濡れたくちびるを──。

「これね、キスしたくなるリップなんだって。ＳＮＳでも話題で品薄なんだー。ようやく買えたと思ったのに、マスク生活中は我慢だなぁ～」

　くるくると、リップクリームを手で弄もてあそんだ紗綾は、艶つやっぽい上目遣うわめづかいで──

「ね、ファーストキスってどんな味がするのかな。ほら、よく言うじゃない？　イチゴとかレモンとか。すっごく気になっちゃうなぁー」

　えええ、そんなこと聞かれても……。

　でもこんなこと聞くってことは、先輩もファーストキスまだなんだ──？

　大人っぽいし、魅力的な人だから、キスとかとっくに奪われてても仕方ないよなーって思ってたけど、そうじゃないんだ……なんて、ちょっと嬉しくなってしまう。

　や、嬉しくなったところで、俺がもらえるわけじゃないけど……！

　あれこれ考えていたら照れくさくなって、

「リ、リップもダメ元で書いときましょうか、書くだけならタダだし……！」

　ペンを掲かかげながら目を泳がせる。

　あ、でも──。

　紗綾先輩、キスしたくなるリップを買ったってことは、誰かキスしたい相手がいるってことなんじゃ──!?

　ノートに〈リップクリーム〉と書き加える一方で、

　え、その相手って誰……？　まさか城将じょうしょう先輩？　と気が気でなくなる。

　それとも阿窯あがま委員長とか、まさかの大穴、野良のらニャンコ君の可能性もあったり──!?


「ううう、先輩はリップまで買って、いったい誰とキスしたかったんだ、気になってしょうがないじゃないかぁ～～！」



　懊悩おうのうするあまり、つい声に出してしまった。

　や、ヤバい……。突然こんなこと叫んで、先輩ドン引きだよな……。

　恐る恐る反応を窺うかがうと──

「いないよ、キスしたい相手なんて」

　クスリと笑った彼女は、だけどすぐに「あ、間違えちゃった」と訂正。

「正しくは、いなかった、かな──？」

「そ、それって、今はいるってことですか、キスしたい相手……」

　きょとんとしながら、返事を待つ。と──

　こてん、と小首をかしげた紗綾。

　柔らかな髪がふわりと揺れて──

「ナ・イ・ショ」

　綿わたあめのささやきがいつも以上に、甘ぁく誘うように響いた。
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　学校待機はその後も続いたが、特に大きな混乱はなかった。

　毎朝の検温に、マスクの着用や手洗いの徹底、健康チェックのための面談に掃除などなど──七日星予防のためのルーティーンは引き続き行われた。

　待機三日目からは、自習用に教室も開放されて、学習の遅れを取り戻すべくプリントが配られた。

　ちょっとだけ日常が戻ってきたかなって、ほっとする反面、勉強はまだお休みでいいのに、なんて思ったりもして。

　学校待機中は、呼吸が乱れるような激しい運動は原則禁止だ。

　とはいえ運動不足も健康を損なうと、自習の合間にストレッチの時間もとられた。

　運動部の子たちが、距離をとりつつ交代で教えてくれたのだ。

　相変わらず硬い寝床で連日背中はバッキバキ。ストレッチで体がほぐれていくのは思いのほか気持ちよかった。

　運動はそんなに得意じゃないけど、体を動かすのも悪くないなって──。

　まぁそんな感じで、学校待機中も毎日それなりに忙しくしていた。

　もちろん、ちゃんと空き時間もあって、友達とおしゃべりしたり、一人でスマホをいじったり──感染対策に気を配りつつ、みんながそれぞれ自由に過ごしていた。

　けれど、真守たち文実メンバーはやっぱり、どうしても文化祭のことが気になってしまって──。




『文化祭、中止になんてならないですよね──？』




　学校待機二日目、文実を代表して紗綾先輩がエビサキに確認を入れていた。

　こんなときに不謹慎かもしれないけど、それでもみんな思っていたのだ。

　文化祭が中止になるなんて、絶対に嫌だって──。

　そんな思いを察してくれたのだろう。

　急な学校閉鎖で問題は山積み、正直それどころじゃないはずなのに、先生は驚くほど誠実に応こたえてくれた。

『日程を含めて校長に相談してみるよ。これでも一応文実の監督だし、どうにか開催させたいよな』と──。

　とはいえ未いまだ校長の判断待ち。文化祭が無事に開催される、なんて保証はどこにもない。

　それでも、じっとなんてしていられなくて、真守たちは着々と準備を進めた。

　──中止になるかもしれない文化祭の準備なんて……。

　否定的な声がなかったわけじゃないけど、開催されるかやきもきしてるより、準備に没頭する方が気が紛まぎれる。

　それに何より、紗綾先輩──それからみんなのために、今できることを頑張りたいって想おもいが強かったし。

　だけどそれでも、不安に襲われることはあって、そんなときはハンドクリームが役立った。

　先輩ご所望しょもうのハンドクリームが無事に支給されたのだ。

　もちろん、生徒全員に一つずつ。

　手洗いのあと、ルンルンでクリームを塗る先輩は本当に嬉しそうで、見てるこっちまでウキウキとしてくる。

　それに、ハンドクリーム自体の実力もかなりのものだった。

　しっとり潤う手が気持ちいいというか、手指のコンディションが良好だと前向きになれるんだなって新発見。普段ハンドクリームなんて使わないから、これは全くの想定外だった。

　ローズやイチゴ、ラベンダーなど、いろんな香りがある中、真守が選んだのはトロピカルパッションだ。

　フルーティーな甘い香りは、だけど爽さわやかさもあって南国の海にいるような気になる。

　これにした決め手は紗綾先輩が選んでたからで、今度はこっちがマネしちゃったってわけだ。

　とはいえ、彼女にはそれを秘密にしていた。

　だって、とてもじゃないけど明かせない。

『へっへー、実は先輩とおそろいにしちゃいました～～！』

　なんて言えちゃうキャラじゃないし……。

　勝手にマネした後ろめたさから、使うときは先輩にバレないようにしなきゃ──

　そう思って、カバンの陰に座ってこっそり塗っていたのに、

「あ、朝山クンもトロピカルパッションにしたんだ？」

　香りでわかったのかな、早くも見つかってしまった。

「や、こここ、これはその……」

　ハンドクリームを後ろ手に隠し、目を泳がせる。

　その不自然さに、小悪魔の瞳がニッと目敏めざとく光った。


「おんや～？　顔が赤いなぁー。さては私が選んだ香りマネしたなぁ～～？」



「べっ、別にそんなことは……あ、ありますね、はい……」

　熱くなった顔を、ぎこちなく背そむけると、

「それ、塗ってあげよっか」

　姫さまがとんでもないことを言い出す。


「ややっ、お気持ちだけで……！　ほ、ほら、七日星対策！　手が触れ合っちゃうのはデンジャーなのですじゃー……！」



　ていうか先輩に塗ってもらうなんて、恥ずかしすぎて爆発ばくはつする予感しかない……！

　断腸の思いでお断りしたのに、

「へーきへーき！」

　クスリと笑った紗綾が、真守の正面にしゃがみ込む。

「手、出して？　目で塗ってあげるから」

　めっ、目で塗るってどういうことなんですじゃ──？

　疑問しか浮かばなかったけれど、

「ほら、早くぅ～。あ、もう片方の手にはハンドクリーム出してね？」

　甘く急せかす声に、ああ、言われるがまま──つい、右手を委ゆだねてしまう。

「い～い？　私の目の動きに合わせて、自分でクリームを塗ってね？」

　そう言って真守の手を見つめる紗綾。ゆっくりとした視線が手の甲を走った。

　その跡あとをなぞるように、左手に出していたクリームを塗ってみる。

「こ、こうですか……？」

「うん、上手。だけどもっと柔らかく、私が触れてるってこと意識して？」

　そんなこと言われても、実際にクリーム塗ってるのは俺の手だしなぁ……

　……って前言撤回。

　どこかアンニュイな彼女の伏し目が、俺の手をじっと見つめている。

　色香漂う眼差しが、荒れた甲を優しく撫なでている。

　改めて思ったら、とたんに恥ずかしくなった。

　──お、俺、今、先輩とめちゃめちゃ触れ合っちゃってる……！

　肌を滑すべる艶あでやかな流し目に、胸が壊れたように高鳴る。

　もちろん、実際に触れてるわけじゃない。

　なのに感じる確かな感触──。


　これ、普通に手で塗ってもらうよりずっと恥ずかしいんじゃないか……!?



「せ、せせせ先輩、もう大丈夫です……！」

　まともに視線を追えなくなった真守は、慌てて両手を引っ込める。

「え～、まだ片手の、それも甲しか塗ってないのにー。ね、今度は手のひら出して？」

　伏し目からの上目遣い──その破壊力たるや！

「ね、ね、いいでしょ～？　スペシャルマッサージしてあげるからぁ～～」

　ねだるような瞳で誘われたら、

「じゃ、じゃあちょっとだけ……」

　と従うしかなくなってしまう。

　でもマッサージって、視線だけでどうやって……？

　さっきだって充分すぎるほど色っぽかったのだ。

　あの瞳で舐なめるように見つめられたら──想像しただけでクラクラとしてくる。

　だけど、いざマッサージが始まってみると、彼女の視線はセクシーというよりチャーミングで、ふふっと頰ほおが緩ゆるむ。

　というのも、真守の手のひらをマッサージ──いくつもの円を描く彼女の瞳はくるくるくる。

　なんだか目が回っているようで、その愛らしい姿にただただ癒やされてしまった。

　こんな可愛い視線なら余裕で追える……！

　彼女の瞳に合わせて、自らの手をくるくるとマッサージしていく。

「そうそう、その調子！」

　綿あめの声が、甘やかに弾はずんだ。

「上手にできたから、特別にご褒美ほうび。この形はなんでしょう？」

　形……？

　さっきまではくるくると円──丸を描いてたし、特別な丸っていったら花丸かな？


　あっさり予想できてしまったけど、花丸ってほぼ渦うずみたいなもんだし、それこそ目が回っちゃうんじゃ……？



　心配しつつも、彼女の瞳に注目する。

　可憐かれんな伏し目は、下から円を描くように走り出し、だけど円の頂上てっぺんあたりで急にペコッとヘコんでしまった。


　あれ？　花丸どころか半円……!?



　予想外の動きに戸惑う。が、彼女の視線は急上昇──また円を描くような軌道に戻った。

　この特徴的な形、もしかしてハート──？

「ね、なんの形かわかった？」

「や、その……もう一回いいですか……？」

　確信が持てずに、再チャレンジを求める。

「えー、これが最後だよ？」

　ちゃんと見ててね、と瞬いた彼女の視線は、あ、やっぱり──真守の手のひらに大きなハートを描いた。

　ご褒美にハートって、単純な俺はちょっと期待しちゃうんですけど？？？

　ん、でも待てよ──？

　俺から見て[image: ]ハートに見えるってことは、俺の正面に座る先輩からしたら[image: ]桃の形なんじゃ──？　と気付く。

「あの……今の形、逆さにしたら全く違うモノになると思うんですけど、方向的には俺から見たのと先輩から見たの、どっちが正解なのかなーって……」

「ん～君は？　私からもらえるなら、どっちが良かった？」

「ど、どっちと言われましても……」

「好きな方でいいよ？　当たりだったら君にあげちゃう」

　あ、あああ、あげちゃうって、ちょっと待ってくれ……！

　願望的にはハートだけど、それ言っちゃうと、

『俺は先輩のハートがほしいです！』

　って公言してるようなもんだよな？　それってめちゃめちゃ恥ずかしくないか!?

　とはいえ無難に『桃』って答えると、

『俺は先輩のハートになんて興味ありません！』


　って宣言してるみたいだし、それはそれで困るんですが……!?



　ああもう、どうすりゃいいんだ？　考えすぎて頭を抱えていたら、

「正解は──」

　スッと立ち上がった紗綾が、両手を出して『答え』を模かたどる。





　──え？　え？　ほんとに……!?






　彼女が作り出したのは大きなハートマークだった。

　や、やった！　思わず歓喜してしまったけれど、あれ──？

　こてん、と小首をかしげる紗綾。

　その両手ハートがパタンとひっくり返って桃の形になる。

　──な、なんだ、やっぱり桃か……。

　がっかりして眉まゆを下げると──パタン。

　桃だったはずの両手がまたハートに戻った。

　かと思えばパタン。またまたひっくり返って桃になったり、ハートに戻ったりをパタパタと忙しく繰り返して……えええ、結局ハートなの桃なの、どっちなの──!?

　ああ……姫さまは、魔性の二変化へんげに一喜一憂する俺で遊んでいるらしい。

　だってほら、いたずらな瞳が問いかけてる。




〈さぁ～て、正解はどっちでしょう？〉




　これはあれだ、ハートと桃、どっちを答えても盛大にからかわれるやつ……！

「か、勘弁してくださいよ……」

　結局答えられずに誤魔化ごまかすと、

「えー、そこは答えてほしかったぞ～？」

　紗綾が不満声を上げた。いやいや、そんなこと言われても……。

　そもそも、先輩はどういうつもりでこんな二択を迫ってきたんだ？

　答えによっては、真意が摑つかめたりして……？

「あの……お手上げなんで、正解を教えてもらっても……？」

　逆に質問すると、マスクを顎あごの方へとずらした彼女は、




〈回答を拒否した悪い子には教えな～い！〉




　そう言わんばかりに、ベーっと舌を出した。

　ううう、いつものことながら、まんまと翻弄ほんろうされてしまった……。

　罪作りな小悪魔姫さまには困ったものですじゃ。





[image: ]






　だけど、そんな小悪魔あふれる彼女は、相変わらず無謀な活躍っぷりも見せていた。

　気付けば重そうな看板を一人で担かついでたり、階段を一段とばしでぴょんぴょん移動してたり……。

　人手が足りないから時短のためなんだろうけど、ちょっと目を離した隙すきに、足首に負担をかけるような動きばかりしていて──

「先輩、俺言いましたよね、ムチャしないでくださいって」

　諫いさめるような視線を送る真守に、

「い、今のはたまたまじゃないかしら？」

　大人顔で誤魔化す彼女は、だけどいたずらが見つかって取りつくろう子どもみたいだ。

　一旦いったんは神妙な顔をするけど、その数分後には、

「おけおけ、私に任せて！」

　と大きな箱を抱えそうになっていて、本当に油断も隙もない。

　まぁそれでも、

「これ、朝山クンにお願いしてもいーい？」とか

「みんなには言いづらいんだけど、これどう思う？」とか

　前よりはずっと俺を頼ってくれてる気もして、そこは純粋に嬉しかったりする。




　あ、でもこの前は大量のメッセージが一度に来て、ちょっとびっくりしたかな。

　というのも、一人トイレを済ませ、体育館に向かう途中で──

　ヴーッ、ヴッヴヴヴヴ……！

　ポケットに入れてたスマホが、メッセージ通知に暴あばれるみたいに震えたんだ。

　いったい何事なにごとかと確認すると、

[image: ]

　え、『助けて』って……


　先輩の身に何が……!?



　まさかのエマージェンシー通知に、慌ててアプリを起動する。

　だけど、あれ──？

　その文面は拍子抜けするほどに平和で──

[image: ]〈ねぇ、どうしよう……〉

[image: ]〈助けて……！〉


[image: ]〈この自撮り、うまく撮れすぎて震えるぅ……！〉



[image: ]〈これでアプリの加工ナシなんだよ!?〉

[image: ]〈なんかほんと困っちゃう～！〉

[image: ]〈ねぇ、ほんと助けてー！〉

　そんなメッセージに続いて、今度はわわわ！

　彼女の自撮りが立て続けに四枚も送られてきた。

　校内のどこかで撮ったのかな。

　誰もいない廊下でポーズを決める彼女の写真はどれもノーマスク。

　パチンとウインクしてたり、顎あごに人差し指当ててたり、唇を尖とがらせてたり、元気にピースしてる姿が、か、可愛い……！

　本人が満足するクオリティなだけあって、ものすごい威力いりょく……いや美力びりょくだ。

　もはや神々こうごうしいとさえ感じる。

　あああ、ありがたや！

　ただただ尊とうとい……！

　思わず見入ってしまったけれど──


　待てよ、これって誤送信なんじゃ……？



　だって、先輩とは文実のグループメッセージでやり取りするだけで、直じかに連絡が来たことはないし……。

　個人的にメッセージをくれたこと自体は嬉しい。

　けど、素直に喜んじゃっていいのか？

　家族や友達に送ろうとして、間違えちゃったのかも……？

　ええと、どうしよう。

　スルーするのも悪いし……。

　何か送った方がいいよな……？

　迷った末に、やんわり指摘してみる。
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　そんなやり取りのあと、ダメ押しの追撃──

　はじけるような笑顔の写真が送られてきた。


　これってもはや、備忘録びぼうろくっていうか美貌びぼう録なんじゃ……!?



　極上の一枚が、真守の胸を甘く撃ち抜く。

　この写真、保存しちゃってもいいんだよな……？

　だって誤爆じゃないなら、本当に俺宛てに来たのなら、い、いいよね？

　ドキドキしながら保存ボタンを押したところで──

「へぇ～、保存しちゃうんだ」

　後ろから声がして、背中がびっくぅぅぅと震える。

　振り向くと、姫さまがスマホを覗き込んでいた。

「わわわ、先輩ってばいつの間に……！」

　っていうか、やっぱ許可なく保存はアウトでしたか……！

「すっ、すみません、すぐに消しま……」

「いーのいーの、じゃんじゃん保存しちゃって？」

「へ……？」

　てっきり怒られると思ったのに、なにこの神対応！


　さすが学校一の小悪魔アイドル、ファンサがハンパないですじゃ……！



　感激に打ち震えていると、紗綾がクスッと小首をかしげた。

「ねぇねぇ、お返しは？」

　お、お返しって写真代!?

　いいでしょう、俺に払える額ならいくらでも貢みつぎますぞ？

「ええと、財布財布……」

「こらこら、写真には写真で返してほしいぞ？」

「え、写真？　何かいいのあったかなぁ……」

　先輩が喜んでくれそうな写真は……と、スマホの画像フォルダをチェックしてみる。

　だけどゲームやなんかのスクショばかりで、女の子ウケしそうなオシャレなものは見当たらない。

　あ、でもこれなら……！

「じゃあ野良ネコちゃんの写真どうですか？　待ち受けにもしてるやつなんですけど、めちゃめちゃ可愛くて……」

「え、野良ネコって君、颯真そうま君の写真待ち受けにしてたの!?　しかもめちゃめちゃ可愛いって……」

　驚きに目を見開いた紗綾が、なぜだろう、いじけたようにボソリ。

「……君の待ち受け、今すぐ私の写真に差し替えてほしいんですけど」

　ん……？　よもやの注文に、頭の中を疑問符が飛び交う。

「ていうか先輩、誤解です！　野良ネコっていうのは颯真君じゃなくて、リアルなネコちゃんで……！　ほらこれ、家の近所で見かけた子なんですけど──」

　言いながら該当の写真を見せる。──と、紗綾の顔がしゅうぅぅっと沸騰したみたいに赤くなった。マスクのせいか、朱に染まった頰が余計に目立っている。

「あー、な、なるほど。これは確かに可愛いネコちゃんだぁ……」

「お返し、この写真送ればいいですか？」

「あ、うん……じゃあそれと……」

　おもむろに自らのスマホを取り出した紗綾はカシャ──唐突に真守の写真を撮る。

　照れの残る頰で、撮れたての写真を確認した彼女は、

「ふむ、今日のところはこれで我慢してやるか……」

　そうつぶやくと、「じゃ、また後でね！」と小走りに駆けていった。

　え、お返しって、俺の写真でよかったんだ!?

　それにしても、あんなの撮ってどうするんだろう。

　先輩の激カワ写真なら高値で売れそうだけど……って売らないけどね!?

　あ、でもそういえば──

　さっきの備忘録、俺以外のみんなにも送ってるのかな？

　ふと気になって、ちょうど通りかかった城将先輩に探さぐりを入れてみる。

「あの……さっき紗綾先輩から送られてきませんでした？　なんていうかその、会心かいしんの自撮り的なやつが……」

「ハハ、学校待機で疲れてるからって、おかしな妄想はやめたまえよ」

　鼻で笑われてしまった。

　や、妄想じゃないし、ほらこれです！

　スマホを掲かかげ、一連のやり取りを見せつけてやりたい気もしたけど、

　──そっか、城将先輩は備忘録送ってもらえなかったんだ……。

　ひょっとしてあの写真、みんなじゃなくて俺だけに──？

　姫さまに仕える爺じいやへのご褒美的な!?

　そう思うと嬉し恥ずかしくなって、それならうん、これは俺だけの秘密にしておこうとスマホをしまった。




　ちなみに、紗綾先輩との仲を阻はばむ隠密おんみつ守護神キーパーでもあった城将先輩は、体育館での一件から数日は試合放棄──ノーガードで落ち込んでばかりだった。

　だけど少しは元気を取り戻したのだろう。

　たまーにリハビリみたいな、弱めのブロックを仕掛けてくるようになった。

　この前だって──。

　あれはＥ班のスペースで、雑談していたときのことだ。

「俺、枕まくらの代わりにタオル敷いて寝てるんですけど、高さが微妙に足りないのか、最近肩こり酷ひどいんですよねー」

　言いながら、凝り固まった肩を回す真守に、紗綾が優しく提案してくれたのだ。

「じゃあ私のも使う？　支給されたタオル以外に、もともと持ってたのあるんだー。もちろんちゃんと洗ってるよ？」

「えっ、ほんとですか……！」

　先輩のタオルなら、たとえ洗ってなくても良い香りしそうだけど……！

　ここはご厚意こういに甘えて借りちゃおっかなー？

　や、別にやましい気持ちなんてないよ!?　純粋に枕の高さ調節に使いたいだけで……

　なんて思ってたら、いつの間に──？

　パーティションの向こうに潜ひそんでいた城将が、ぬっと顔を出し、

「朝山君、タオルなら僕のを使いなよ、全然洗ってないけど！」

　爽やかに不潔な提案をしてきた。

「いやいや、せめて洗ったやつ貸してくださいよ……！」

　盛大にツッコんでしまったけど、いつも余裕たっぷりだった彼が落ち込んだままっていうのは、元がヘタレらしいとはいえ調子くるうし、元気になってよかったと思う。

　とはいえ、鉄壁と化すのは勘弁してほしいけど……！




　鉄壁といえば、就寝中、紗綾先輩とのリアルな壁になっていた低めのパーティションは、ある夜とんでもないことになった。

　というのも、真守めがけて勢いよく倒れてきたのだ。

『へへ、私、寝相ねぞう悪いから』

　初日にそう言っていたのは、事実だったらしい。

　てっきり、隣で寝る俺をガードしたいけど、率直そっちょくに言うのも角かどが立つから気を遣ってくれたんだって、そう思ってたけど──

　真夜中の奇襲攻撃。

　彼女の足が、パーティションを薙なぎ倒たおしてきた。

　いったい何事だ──？

　気持ち良く眠っていたはずが、急に下敷きになって驚く。

　寝ぼけ頭でパーティションを持ち上げ、あいているスペースにどけた瞬間──

　ごろごろごろろん。

　真守の上に、紗綾が乗り上げてきた。

　──せ、先輩が、俺の上に斜めに、しかも俯うつぶせで乗っかってる──!?

　ちょうど肩のところに、彼女の顎あごがぴったりハマって、驚きと緊張に体がビクリとなる。

　瞬間──紗綾が「んんっ……」と吐息を漏もらした。

　けれど眠っているのか、それ以上の反応はない。

　そっか、さっきのパーティションは、本気で寝相の悪い先輩が蹴けっ飛とばしたもので、さらには本人まで転がってきちゃったわけだ──!?

　ようやく状況を把握した真守の鼻をふわり──彼女の髪から漂う、甘い海の香りがくすぐる。

　あ、これ、あのハンドクリームだ……！

　学校のシャンプーじゃ潤いが足りなかったみたいだし、トリートメント代わりに馴染ませてるのかな。

　おそろいの香りに癒やされつつも、やけにダイレクトに香るな……ってヤバい、二人ともノーマスクじゃん……！

　気付いたものの、紗綾に乗っかられた状態では体が起こせず、

　た、確か枕元まくらもとのあたりに……！

　記憶を頼りに手だけ伸ばしてマスクを摑つかみ、どうにか装着する。と──

「ううん、朝山くぅん……」

「先輩……？」

　チラリと視線を送ってみる──が、彼女の瞳は閉ざされたまんま。

　真守の上で、すやすやと気持ち良さそうに眠っている。

　寝言、か……。

　ていうか先輩、寝顔もめちゃくちゃ可愛いんですけど……！

　それにああ、夢の中でも俺の名を呼んでくれるなんて──。

　感動とドキドキの入り混じった、なんとも幸せな心地だ。

　いったいどんな夢を見てるんだろう。

　みんなで文化祭準備してる夢？

　それとも、二人で文化祭を回ってる夢とか……？

　願望込みの想像がむくむくと広がっていく。と──

「んん……朝山クン……やだ、くすぐったいよぉ……」

　──!?

「あぁん……そこじゃないよぉ……もっと上の方を強くぅ……」

　ちょちょちょっ、先輩の夢で何しちゃってんの、俺──!?

　彼女の口からこぼれた、あられもない寝言に頭は真っ白、なのに顔は真っ赤かで爆発寸前！

　そそそ、そこじゃないってよ、しっかりしろ、夢の中の俺……！

　パニクって、思わず呼びかけてしまったけれど──

「そぉ……そこを包帯で強く固定し……むにゃむにゃ……」

　アハハ、捻挫ねんざの手当てしてる夢でしたか……。

「ですよねー」

　不埒ふらちな妄想がパンとはじけて、一気に冷静になる。

　だけど、ん、待てよ……？





　──先輩って、確か寝るときは放牧派なんじゃ……!?






　己おのれの上で主張する、やけに柔らかな弾力──その正体に気付いて再びパニックに。

　どどど、どうにか降りてもらわなくちゃ、早急に……！

　一人おたおたとするも、上に乗っかられた体勢ではうまく動けない。

　乱暴に押しのけるなんてできるはずもないし、

　そもそも、眠ってる先輩に無断で触れちゃっていいのか──!?

　手も足も出せず、心だけがジタバタとあせる。

「せ、先輩ダメですって、む、胸が……」

　小声で呼びかけてみても、一向に目を覚ます気配ナシ。

　だけどこれ以上の大声は、先輩どころか周りの子まで起こしかねない。
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　こんなトコ見られたら、あらぬ疑いをかけられるに決まってるし……。

「先輩、先輩……！」

　小声で繰り返しつつ、自らの体を揺らしてみる。

　振動で上にいる先輩も起きてくれるんじゃ……なんて思ったけど、




　──あ、これいろんな意味でダメなやつだ……。




　軽い現実逃避──真守は遠い宇宙を思い浮かべる。

　だってさぁ、無理もないって。

　先輩の体が俺の上でゆさゆさ揺れて、

　放牧地帯もゆさゆさと密な感じに躍おどって──

　うん、この動きはいろんな意味でヤバいです……！

「ん……あぁん……」

　やけに艶なまめかしい寝息に、無防備な圧力──。

　重さというより、ドキドキで心臓が破れてしまいそうだ。

　さらには、とんでもないトラップ──

「朝山くぅん……」

　仄明ほのあかりの中、切せつなげな綿あめの声が、

「す……き……」

「へ……？」

　思わせぶりに響いて──


「や……き……が……食べたぃょぉ……」



　うぉぉスリーピング小悪魔……！

　この状況で突然、『すき焼きが食べたい』とか何なの!?

　うっかり早とちりしちゃいそうになったんですけど……！

　もしかしてとっくに目を覚ましてて、なのに俺をからかってる──？

　一瞬疑ってしまったけれど、姫さまはまだまだお休み中。

　すぅすぅという寝息が、真守の首筋にかかって、


「はぁぁぁっ……！」



　くすぐったくて変な声を出してしまう。


　ああもう、ほんと限界、勘弁してほしいですじゃ……！



「せ、先輩、俺もう……」

　息も絶たえ絶だえに呼びかける。と──


　──バシンッ……！



　眠ったままの紗綾から、不意に繰り出された強力なパンチ。

　んんっと勢いよく伸びた拳こぶしが、真守の顎にヒットする。


「はあぁっ……し、痺しびれるぅ……！」



　このキレの良さ……酔拳すいけんならぬ睡拳すいけんか──!?

　激しい一撃にくらくらしていると、

　ごろん、ごろ、ごろろん──。

　豪快な寝返りを幾度か繰り返し、紗綾は己のスペースへ戻っていった。

　ここまでくると寝相が悪いどころの騒ぎではない。

　人のこと翻弄ほんろうするだけして、これで意識ないとか、どういうことなんです？

　寝てるときまで小悪魔な彼女に、思わずフッと笑みがこぼれる。

　ふと見れば、毛布の上でまるん──小動物みたいに眠る彼女の姿が。

　さっきまでのアグレッシブな寝相がウソみたいだ。

　まぁ、蹴っ飛ばしたタオルケットが遠くに飛んじゃってるけど……。

　そろりと立ち上がり、タオルケットを回収した真守は、ふわり──

　穏やかな寝息を立てる彼女にそうっとかけると、

「どうか良い夢を──」

　何事もなかったように、パーティションを元の位置に戻すのだった。
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　感染対策に自習に文化祭準備にと、異常事態の中でもそれなりに忙しく日々は過ぎ、気付けば学校待機は七日目を迎えていた。

　今日は真守まもるたちの班が、自習用の教室を掃除する日だ。

　教室掃除なら慣れたもんだし楽勝だろ──と思ったら大間違い。

　机や椅子も一つ一つ丁寧に消毒する必要があって、思っていたよりずっと大変だった。

　とはいえ、班のみんなでイイ感じに分担できたから、予定より早く終わったのだけど。

　学校待機当初はなかなか距離感の摑つかめなかった一年生男子とも、すっかり打ち解けた。

　話しかけても反応薄いし、イマドキのドライな子たちなのかな？

　なんて遠慮してたけど、いろいろ話すうちに、向こうも緊張してただけだってわかって、今じゃ気さくに会話できる仲だ。

　ついさっきも、『先輩、ゴミは僕たちが運んでおきますね』と協力してくれて。

　こんな状況でも、誰だれかと仲良くなれるのはいいもんだなって、改めて実感できてしまった。

　さてと──。

　みんな体育館に戻ったみたいだし、俺も片付けて合流しよう。

　廊下のロッカーに掃除用具をしまっていると、

「あ・さ・や・まクン？」

　背後で綿わたあめの声が弾はずんだ。

　あれ、紗綾さあや先輩、さっき職員室に行くって言ってなかったっけ……？

　何かあったのかな。振り返ろうとしたところで──

「ねぇ、今なら誰も見てないし……こんなときだけど私たち、繫つながっちゃう？」

　は、はい──!?

「とっ、ととと唐突に何の話ですかな……？」

　意図がわからず、ロッカーを向いたまま固まってしまう。

　お、俺たちが繫がるって、まさかそういう意味じゃないよな──？

　膨らむイケない妄想を、必死で振り払おうとしているのに、ああ──

　彼女の細い指が、つうーっと背中をなぞって、

「深いとこまで絡からみ合あっちゃお？　あ、もちろんゴムはつけてね──」

　魔性ましょうのささやきに、顔どころか耳まで真まっ赤かに燃え上がる。

「ちょちょっ、先輩ってば昼間っからなんてこと言い出すんですか！」

　や、昼じゃなくてもダメです、いくらゴムしたってそんな蜜……じゃない密なコト、不謹慎すぎますって……！


「ててて、ていうか先輩、ファーストキスもまだなんですよね!?　なのにいろいろすっ飛ばしてそんなこと……ああやっぱりダメダメダメですじゃ～～～！」



　オトナなお誘いにゾクゾクしつつ、お説教モードで振り向くと、

「朝山あさやまクン、ゴムってこれだよ？」

　シュルシュルぴちっ──片手に薄～いゴム手袋をはめた紗綾が、ひらひらと手を振る。

「ほら、こんな状況下じゃスキンシップも難しいし、だけどゴムしちゃえば手繫ぎくらいは許されるかなーって。お互いの指を深く深～く絡ませたりなんかして」

　紗綾がゴム手袋に包まれた指をゆっくりと動かす。

　シュルシュルと滑なめらかな音に混じって、キュイッ、ギュイッというゴム特有の摩擦音まさつおんがやけに生々しく響いた。

　ていうか、なんか手つきやらしくないですかね!?

　抗議したいところだけど、あらぬ勘違いをした自分が恥ずかしくて何も言えなくなる。

「んー？　朝山クンってば、何を想像しちゃってたのかなぁ？」

　羞恥しゅうちで焦こげ付きそうな真守を、紗綾が楽しげに覗のぞき込む。

「や、あの言い方は誰だって誤解しますって！　そ、それに、掃除に使ったゴム手袋で手を繫ぐのもどうかと……。つ、使い捨てなんだからちゃんと捨ててくださいよ……！」

「やだ、コレ綺麗きれいなやつだよ？　箱から出すとき、勢いよく引っ張ったせいか一つ余分に出ちゃって、でも戻すのも衛生的にビミョーかなって除よけといたの」

　そっか、先輩って意外と不器用なんだっけ……。

　いつぞやの包帯ハムスターを思い出し、フッと笑ってしまう。

　油断していると──

「だから、ね、しよ？」

　そういう意味じゃないってわかっていても、思春期真っ只中な心臓が騒がしい。

　っていうか、わざと狙ねらってそーゆー言い方するんだから……。

　普段から俺をからかってくる先輩だけど、今日はいつにも増して魔性度が高いというか、妙なスイッチ入ってないか？

　とはいえ──

「ねぇ、ダメ？」

　蠱惑こわく的な瞳ひとみでねだられると、こう答える他ない。

「だ、ダメじゃないですけど……」

「やった！　じゃ、お願い」

　差し出された手は、まっさらなゴム手袋に包まれていて、なんとも奇妙な感じだ。

　それに、いくら頼まれたからって、俺が先輩と手を繫ぐなんて……。

　ダメじゃないとは言ったものの、本音を言えば繫ぎたい気持ちしかないものの、

　妙に緊張して、なかなか彼女の手を取れない。

　そもそも、お互いの指を深く絡ませるって、いわゆる恋人繫ぎだよな？

　普通に手を繫ぐだけでもドキドキなのに、そんな上級者向けの繫ぎ方、ハードルが高すぎるんですけど──！

　躊躇ちゅうちょしていると、痺しびれを切らした小悪魔が、

「んもう、生ナマってわけでもなし、奥まで一気に来てほしーぞ？」

「ちょわっ、い、言い方……！」

「言ったでしょ？　本気で甘えちゃうから覚悟してって。あの日の責任、とってよね？」

　いたずらな上目遣うわめづかいが真守をとらえる。

　あの日っていうのは、中庭で彼女が涙を見せた日のことで、そりゃ確かにもっと俺に頼ってほしいとは言ったけど、そーゆー意味じゃ……。

　それに──やっぱり今日の先輩、いつもと違うっていうか、なんか変だよな……。

　違和感を覚えていると、

「だって人肌恋しいっていうか、寂さびしいんだもん。みんなでいるのに誰とも触れ合えないなんて……」

　儚はかなげな瞳を揺らした彼女は、だけど思わせぶりに──

「いいじゃん、ゴムはするんだしぃ」

　ああもう、またそーゆー言い方して……！

「そそそ、そうだ！　橙寺だいだいじとか、女の子同士で繫ぐってのは……」

「朝山クン？　私は今、君と繫がりたいんだけどな？」

「そ、そうは言われましても……」

「じゃあさ、小指だけにする？」

　大幅に譲歩した紗綾が、指切りするようにスッと小指を出した。

　小指だけ繫ぐ……か、それならイケるかも。

　普通に考えたらそれでも充分恥ずかしいけど、恋人繫ぎよりはぐっとハードルが下がる。

「じゃ、じゃあ……」

　意を決して差し出した小指は、


「隙すきありっ……！」



　他の指もろとも、あっという間に奪われてしまった。

　気付けば、指の股深くまでがっちり絡め取られ、滑らかなゴムの感触がギュイッ──真守の手を包んだ。

「繫がっちゃったね──」

　薄いゴム越しに、じわりと伝わる彼女の体温──。

　素手で触れるよりずっとアヤしく、なのに心地よくて──うわぁ、なんか手汗がスゴいことになってる……！

　──と、廊下の向こうから、誰か近付いてくる声がする。

「せ、先輩……！」


　たとえ手だけとはいえ、白昼堂々はくちゅうどうどう絡まり合っちゃってるの見られるのはマズいんじゃ……!?



　七日星なのかぼし的にはゴムがあるからいいような、それが逆にイカガワシイような!?

　繫いだ手を慌ててほどこうとしたけど、あれ──？

　姫さまはそれを許さない。

　離さないもん、とばかりに力を込め──

「このまま逃げよう？」

　と、廊下の窓を見やる。

　へ、逃げるって、この窓から!?

　そりゃここ一階だし、廊下から中庭に出られなくはないけど……

　それにしたって、なんで──？

　手を放せば、それで済むことなのに……。

　呆気あっけにとられるも、

「急げ急げ～！」
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　脱走を図はかる彼女に引っ張られ、二人は窓から中庭へ逃亡。

　繫いだ手はそのままに、しゃがみ込んで身を潜ひそめる。

「……なんだけど、そういうのもアリかなって」

「あー、それはあるかも。俺もやっぱり……」

　近付いていた誰かの声が、次第に遠のいていく。

「──行ったみたいですね」

　よいしょっと立ち上がる二人の手は、依然として繫がれたままだ。

「俺たちも体育館に戻りましょっか」

「え～～、せっかくだし、森林浴でもしてこ？　ほら、こっち！」

　妙にはしゃいだ彼女に引っ張られ、中庭の木の前に立つ。

「はぁ～やっぱ自然っていいもんだね。今まで気に留めてなかったけど、ずっと学校にいるせいかな、緑の偉大さにようやく気付けたよ～」

　ふふっと笑う紗綾。その声は明るいけれど、なぜだろう、不自然さも滲にじんでいて──

「あの、先輩……」

「ね、朝山クンはこの木のそっち側に座って？　私はこっち！」

　先ほどまで眺めていた木を挟むようにして、二人は背中合わせに座った。

「屋外だし、顔も合わせてないし、取っちゃって平気だよね？」

　そんな提案から、片手でマスクを外してみる。

　その間も、ぎゅううっ──もう片方の手は繫がれたままだ。

「我ながら名案だなぁ。これなら手を繫いでても距離は保てるし、ノーマスクで森林浴までできちゃう」

「で、でもまた誰か来ちゃうんじゃ……」

「だいじょーぶ！　繫いでる方の手は校舎からじゃ木が邪魔で見えないし。向こうからだってほら、ベンチの死角になっててバレないよ」

　言いながら、握っていた手に力を込める紗綾。

「ほっとするね、触れ合いながら木陰こかげで一休み──」

　確かに、なんかちょっと落ち着く。

　だけどそれは木陰のパワーっていうより、先輩の温ぬくもりに触れてるからかも？

　ドキドキはするんだけど、不思議な安心感が込み上げてくるっていうか──。

　木に寄りかかって、まったりと目を閉じる。

　すっかり油断していたら──

　また誰か来たみたいだ。校舎から女子生徒の声が聞こえる。

「……ねぇ、いいでしょ璃子りこ、お願いっ！」

　璃子って、橙寺か──？

　耳をそばだてると、「で、でも……」とためらう彼女の声が。

「大丈夫だって、優等生の璃子が言うことなら誰も疑わないし！」


　──もしかして橙寺、何かムチャな要求されてるんじゃ……？



　視線を校舎の窓に向けると、複雑な顔で押し黙る彼女の姿があった。

「じゃ、頼んだから！」

　璃子の返事も待たずに、女子生徒が走り去っていく。

「ね、璃子ちゃん、今の大丈夫？　何か良からぬこと頼まれてなかった？」

　聞いたのは真守ではなく、紗綾だ。

「せ、先輩!?　朝山君まで……」

　こちらに気付いた璃子は、木を挟んで背中合わせに座るという真守たちの奇妙な姿に驚きつつも、穏やかに笑った。

「大丈夫です。それより、お二人ともどうしたんですか？」

「へへへ、森林浴～。璃子ちゃんもやる？　気持ちいいんだよ～、いろいろ密着しちゃう感じで」


「ちょっ、せせせ先輩ってば何を言い出すんですじゃ……!?」




　ていうか、橙寺から見えないとはいえ、俺の手をモニモニまさぐるのやめて～～～！



「密着……えーっと、それは木にもたれて自然と一体化するのが気持ちいい、という意味でしょうか……？」

　ピンとこない璃子が、きょとんと小首をかしげる。

「そうそう、自然に帰る的な？　ねぇ～、朝山クン？」

　ああ……姫さまは橙寺の前で俺を辱はずかしめる気みたいだ。

　繫いだままの手で飄々ひょうひょうとモニモニモニ。

　ゴムに包まれたアヤしい感触が俺の手をまさぐって……ちょわっ、今度は親指で器用にくすぐってくるし、あああ、そこはダメですって……！


「ふっ、ふひゃぁぁぁぁうぉうぉ……！」



　手のひらをコチョコチョといじられ、たまらず変な声を上げてしまった。

　ヤバい、橙寺が引いてる……！


「や、これはその……森林浴パワーだから！　うっかり自然に帰りすぎて、つい太古たいこの鳥みたいな声が出ちゃったっていうか!?　だ、橙寺もやってみたら案外ハマっ……ぁあぅあひゃぁぁふふふひゃぁぁひょぉぉぉ……！」



　弁解するつもりだったのに、ああ……いたずらな指に踊らされて、もはや不審人物だ。

「太古の鳥……ですか……？」

　どこか憐あわれむような眼差まなざしを向けた璃子は、だが優雅に黒髪を揺らし、

「せっかくですが、私は『今』を生きていこうと思います」


　自然回帰への誘いをたおやかに断った。よ、よかった…………のか!?



「それにしても朝山君、顔がやけに赤いようですが。森林浴もいいですけど、熱中症には気をつけてくださいね？」

「だ、大丈夫だよ、ありがとう……」

　橙寺って、やっぱり優しい聖母みたいな子だよなぁ。

　まぁ俺が赤くなっちゃってるのは、どっかの小悪魔姫さまの仕業しわざだけど！

「ではお二人とも、また後で──文実ぶんじつの会議でお会いしましょう」

　そっか、今日は学校待機中の文実メンバーで会議する日だっけ……ってちょっ──!?

　先輩が、繫いでいた手にぎゅううっ──よりいっそうの力を込める。

　ひょっとして、からかいのラストスパートかけようとしてます!?

　そう思ったけど、違う──。

　さっきまでの、おどけたタッチじゃない。

　彼女の指に込める力は、切実なくらい強く、だけど震えていて──

　ペコリ──一礼した璃子が去ってからも、ぎゅううっと真守の手を握り続けている。

　不安に駆られ、親の腕にしがみつく幼子おさなごみたいに──。

　縋すがるように真守を求める手は、もしかして──

「──先輩、荷物ください」

　背中合わせのまま求めると、

「え……」

　彼女の手の力が、一瞬弱まる。

「何かあったんじゃないですか、たぶん、文化祭関連で……」

　だって橙寺が『文実』ってワードを口にしてからだ。

　先輩の手が、不安げに震え始めたのは──。

「なんかデジャブっていうか……先輩が妙に明るいときって、大事なこと隠してるときなのかなって……。ほら、学校待機初日だって──」

　そうだ、あのときだって先輩はやけにテンションが高くて、今日もまた不自然なくらい楽しげで──

　さっきからずっと、気になっていたんだ。

「先輩、何か隠してません？　抱えきれずに持て余してる荷物なら、俺にも分けてください。甘えるなら手繫ぎじゃなくて、ちゃんと重荷もシェアしてほしいっていうか……。や、手繫ぎも嬉うれしくないわけじゃないですけど……」

「……朝山クンのえっち」

　木を挟んだ背中合わせのままで、紗綾が言った。

「恥ずかしいよ……私の考えてること、ぜんぶ見透かされてるみたいで……」

　どこか不本意そうな声──。

　けれど、繫いだ手がほどかれることはなかった。

「だって俺、誓ったんです、もう先輩を一人で泣かせないって」

　あの日は気付けなかったから、だからこそ今度はサインを見逃したくない。

「先輩が妙にはしゃいでるときはムリしてるときだって、もうバレてますから。上手うまく説明できないけど、普段の明るさとはちょっと違うんです」

「えっち！　えっちえっちえっち、朝山クンのえっち！」

　図星を突かれたらしい彼女は、だけど観念したようで、ようやく重荷の端はしをよこした。

「──さっきね、エビサキ先生に聞いたの。文化祭、延期になるって」

「延期？　中止じゃなくて延期なんですね！　よかっ……」

「でもね──」

　喜びかけた真守を制止するように、彼女は続けた。

「七日星対策で、内容を大幅に変更しなきゃいけないって。飛沫ひまつが飛んじゃう系はＮＧで、声を張る演劇部やコーラス部の企画もナシにしなきゃで……」

「そんな……。コーラスがダメなら軽音部もですよね……ＨＡＲＵＴＯ先輩のバンドも……」

「正直気が重いよ、一度受理した申請を却下しなきゃいけないなんて……」

　紗綾はふぅ、と大きく息をついた。

　文化祭の出し物は、各団体が提出した企画書を文実が審査、問題がなければ承認する仕組みになっている。

　中には何度かダメ出しした末に、ようやく受理した企画だってあるのだ。

　それを一から安全な形に考え直せなんて、事情が事情とはいえ、言い出しづらいことこの上ない。もう準備だってかなり進んでるだろうし、それを今さら……。

　それに────。

「飛沫が問題なら、飲食系の出し物って……」

「──全滅」

　重たい空気を含んだ綿あめの声は、カチカチにしぼんで石みたいに硬かった。

「かなりの団体に路線変更してもらわなきゃ。どうしたらいいんだろうね、みんなも……私たちも……」

　そうだ、飲食系の出し物がＮＧということはつまり、路線変更しなきゃいけないのは俺たちだって同じ。




　──文実のタコ焼きも、中止になるのだ。




「告タコ、みんな楽しみにしてたのに……」

　消え入るような声。

　強い風が梢こずえを揺らし、ざわざわと木この葉が泣いた。

　こらえきれない葉っぱが、はらり──涙のように真守のもとへ落ちる。

「エビサキ先生もね、何度も謝ってた。悪い、どうしても許可できないんだって──。仕方ないよね、文化祭にはいろんな人が集まるわけだし、こんな状況じゃ、青春なんて言ってらんない……」

　己おのれに言い聞かせるような言葉には、けれど無念が滲んでいた。

「今日の会議でみんなにも報告しなきゃだけど、何て言おう……。文実といえばタコ焼きなのに、それがなくなっちゃうなんて……」

　彼女はそう言って、繫いだ手を震わせる。

「やりたかったなぁ、愛のタコ焼き屋さん……。仕方ないことだってわかってるけど、それでもやっぱりショックで……まずは自分が落ち着かなきゃって思うのに、全然気持ちの整理ができないよ……」

　彼女の気持ちは痛いほどわかる。

　高校最後の文化祭を成功させたいって、あんなにも頑張ってきたのに──。

　彼女を救ってあげたい。

　なのに、何の言葉も見つからない。

　これじゃ、あの日と同じじゃないか、彼女の重荷を引き受けるなんて言ったくせに……。

　もし城将じょうしょう先輩なら、彼女が求めてる言葉をあげられるのかな……。

　実はヘタレらしいとはいえ、女子ウケは抜群ばつぐん──こういうときに効きく言葉をいくつも持ち合わせていそうだ。

　正直、今の俺には洒落しゃれた言葉なんて紡つむげそうもない。

　だけどそれでも、もう彼女の涙は見たくなくて──

　──はらり。

　また一つこぼれ落ちた葉に、心の中で何かが動いた。

「先輩──」

　外していたマスクをつけ、彼女の手を引っ張り上げるように立ち上がった真守は、つられて腰を上げた紗綾の正面に回り込む。

「やれないことを悔やむより、やれることに最善を尽くしませんか？　今の俺たちにできることを探しましょう」

　そうだ、今の俺にできることをしよう。

　城将先輩みたいに、洗練されたフォローはできなくても、

　先輩の瞳が涙に濡ぬれないように、少しでも前向きな言葉をかけて……。

　そんな想おもいで提案したのに──

　静かにマスクをつけた彼女は、ふるふると首を振った。

　ごめんだけど君はわかってない、とでも言いたげな、刺すような瞳だ。

「最善って……告タコは不可能なんだよ？　朝山クンは伝説を知らなかったみたいだし、そんなに思い入れないかもだけど、みんな文実のタコ焼きを心待ちにしてるの！　今年こそ告タコするぞって決意してた子だってたくさんいるのに、準備大変だけど頑張ってって、逆に励ましてもらったりもしたのに、そんな簡単に切り替えらんないよ……！」

　涙声が空にこだまする。

　ずっと繫いでいた手を振りほどこうとする紗綾。だけど──

「だからこそですよ！」

　今度は真守が強く握って離さない。

「みんな楽しみにしてるからこそ切り替えなきゃ！　屋台が中止になったって、告タコしたいって子たちの想いや、それを応援したいって先輩の気持ちまで消えちゃうわけじゃないですよね？　確かにタコ焼きは不可能かもしれない。だけど、何はなくとも俺たちがいます！」

　紗綾の瞳をまっすぐに見つめた真守は、いつになく熱く激しく訴える。

「タコ焼きが焼けなくても、他のかたちで世話を焼くくらいのことはしたいじゃないですか。告タコ、去年のリベンジだってかかってるんですよね？」

　彼女の手をしっかりと握って、ありったけの想いを込めて訴え続ける。

「文化祭のテーマは〈咲き誇れ、青春！〉なんです、俺たちがみんなの青春を咲かせてやりましょうよ！　こんなときだからこそ、青春は止まらないし、止まらせません……！」

「朝山クン……ヤバいよ……」

　彼女の瞳が涙に揺れている。

　え、ちょっと待って、ヤバいってどういうこと？

　俺はただ、先輩を一人泣かせたくなくて、なのに完全に逆効果じゃないか……。

　参ったな、強く言いすぎたかもしれない……。

　予想外の反応におろおろしていると、

「ほんと今のヤバい、私の心にパッて青春が咲いちゃった感じ！　そうだよね、何はなくとも私たちがいる。私たちがいる限り、青春はなくなったりなんてしない……！」

　煌きらめきに満ちた眼差し。

　綿あめの声が、ふわふわと膨ふくらんで弾はずんだ。

　ぎゅうっと繫がる手には、つぼみが開く瞬間ときにも似た、希望に満ちた熱が広がって──

「「ふふ」」

　どちらからともなく、二人は笑った。

「あ、涼海すずみさぁぁん～！　そんなところにいたんですね～～！」

　校舎の方から、先輩を呼ぶ声がする。

　窓を見やると、やばっ、ウサギ先生だ……！

「ちょっといいですかぁ？　確認したいことがあってぇ～」

　──落ち着け、角度的に密着状態の手は見えてないはず……だよな？

　だけどああ、橙寺のときみたいに、また先輩のいたずらスイッチが入っちゃうんじゃ!?

　先輩、さすがに空気読んでくださいね？

　間違ってもモニモニしてこないよ～にっ！

　切実な視線で訴えたけど──マズい、先輩の瞳には小悪魔の輝きが。

　マスクの下じゃ、きっと口元をにんまりさせてるに違いない。

　あ～ほら、やっぱり──！


　スッと目を細めた彼女は、繫ぎっぱなしだった真守の手をモニモニぎゅうううっ！！！



　今日一番の力で弄もてあそび、だけど──

「涼海さぁん？」

　先生が窓際まで来ると、パッと手を離し、

「よしっ、充電完了♪　ご協力、感謝致します！」

　ゴムに包まれた手で、真守に向かってピシッ──敬礼のポーズをとった。

　瞬間、いたずらっぽい瞳がキリッ──凛りんとした輝きに切り替わる。

「あれ、ごめんなさい、まだ掃除中でしたかぁ？」

　紗綾のゴム手袋に気付いた羽佐見うさみが、申し訳なさそうに手を合わせる。

「いえ、ちょうど終わったとこです！　もうすみずみまでスッキリ！　とっても晴れやかな気分なんですよ？」

　ふわふわと膨ふくらむコットンキャンディ。

　楽しげな声は、だけど自然な明るさで、よかった……と真守の心まで晴れ渡っていく。

　手にはぽかぽかと、陽ひだまりのような彼女の温もりが残っていた。




「──そういうわけで、文化祭は一ヵ月延期、内容も一新しなきゃいけない団体がほとんどになっちゃって……」

　文実の委員会室──ホワイトボードの前に立った紗綾が、会議に集まったメンバーに事情を説明する。

　真守はというと、その助手というか、少しでも彼女の役に立ちたいと、

〈文化祭の日程、及および内容変更について〉

　なんてトピックを、ホワイトボードに書き記しるす。

「つまり、屋台系の出し物は漏もれなく中止、仕入れもストップをかけなきゃいけないってことだね。各クラスや団体への連絡は？　トラブルになりそうなら、僕から話してみるけど」

　今日はいつもの余裕モード。状況を把握した城将が冷静に言った。

「うーん、まずは先生から全校生徒に書面で説明がいくって話だから、そこまでのトラブルにはならない……と思いたいけど、実際どうなんだろぉ。また企画書からやり直しだし、一度受理したくせにって不満はぶつけられちゃうかも……？」

「不満なのはこっちだって同じですよ。文実のタコ焼きも中止なんですよね？　私、告タコ手伝いたくて文実に入ったのに……」

　一年の久錐くすいが、ハァとため息まじりに言った。

　確かこの子、前に話してくれたっけ。

　家でもソースで告白メッセージ入れる練習してるって……。

　告タコにかける情熱はかなりのものだろうし、中止への落胆もそのぶん大きいよな……。

「ごめんね、いろいろムチャ振りしてきたのに、結局こんなことになって……」

　久錐の落胆を察した紗綾が、深々と頭を下げる。

「でもね、さっき朝山クンとも話したんだけど、今の私たちにできることをしようって思うんだ。思い描いてた文実の姿とは違っちゃうかもだけど、協力……してくれるかな？」

「や、やめてください、紗綾先輩を責めたかったわけじゃ……。だって悪いのは先輩じゃないですし、それに先輩が最善を尽くすっていうなら、私だって……！」

　久錐の言葉に頷うなずいた他のメンバーたちも、「そうですよ、また一からいっぱいムチャ振りください！」と前向きな声を上げる。

「みんなぁ……」

　共感してもらえるか、不安もあったのだろう。

　感激に瞳を潤ませる紗綾に、真守の目頭も熱くなる。

　他のメンバーだって、今回のことはショックだろうし、愚痴の一つや二つこぼしたい気持ちもあるはずだ。

　だけど無念なのは紗綾先輩も同じだってわかってるから、彼女が前を向くなら自分もって、後に続いてるんだ。これって先輩の人徳だよなぁ。


　よし、俺も頑張らなきゃ……！



　意気込んではみたものの、打開策はまだない。

　タコ焼きが焼けないなら、他のかたちでみんなの世話を焼く……なんて大見得おおみえ切ったくせに、ノープランなままなのだ。

〈告タコを別のかたちで〉

〈安心安全、だけど青春〉

　何かの参考になればと、ホワイトボードにペンを走らせる。

　それを見た城将が、「それならタコ焼きの食品サンプルはどうかな？」と手を挙げた。

「本物そっくりの精巧なタコ焼き見本で告白……なんならサンプルを自分で作る体験学習的なコーナーにするっていうのは？」

　なるほど、アリかもしれない……？

　ホワイトボードにキュッキュと案を追記する。が、女子の反応は微妙で──

「うーん、体験型だと時間もかかるし混雑しちゃうから感染対策的にアウトかも……。人数を絞って入れ替え制って手もあるけど、それじゃ定員すぐ埋まっちゃうでしょ？　去年のこともあるし、今年は希望者全員の想いに応こたえたいんだよねー」

　人数的な面で難色を示す紗綾に続き、他の女子──城将ファンの子までもが首を振る。

「サンプル作りは楽しそうだし、私もやってみたいです。けど、それと告タコとは別物かなって……。本物のタコ焼きだからこその温かみってあると思うんです。いくらリアルとはいえサンプルに告白入れるのって、ちょっとシュールだし、気分が盛り上がらないかも……」

「私も反対です！」

　トドメを刺すかのごとく断言したのは、なんと璃子だ。

「サンプルで告タコだなんて、受け取り拒否されたときのこと考えてます!?　サンプルじゃヤケ食いもできませんし、かといって捨てづらい！　とはいえ届かなかった告白入りなんて部屋に飾れもしない！　率直そっちょくに言って最悪です、絶対に認めるわけにはまいりません！」

　いつも穏やかな彼女らしからぬ語気の強さだ。

　そういえば橙寺、去年告タコ失敗したんだっけ。

　相手がタコ焼きアレルギーで受け取ってもらえなかったとか……。

　──それにしても、温かみかぁ……。

　タコ焼きの代わりになって、温かみのあるもの……そうだ！

「手作りのぬいぐるみを売るのはどうでしょう？　まぁるいタコ焼きの形で！」

「ぬいぐるみかぁ～。いいね、事前に準備できるし、当日の混雑は避けられる……けど、肝心の告白メッセージが入れらんないかも……？」

　好感触を示しつつ、うーんと悩む紗綾。

　他の女子たちも「そうですねー」と頭を悩ませる。

「サインボールみたいに、ぬいぐるみに書いちゃいます？　あー、でもそれだと丸わかりだし、渡すとき恥ずかしくて尻込しりごみしちゃう子出てきそう……」

「私も反対です！」

　あれ、これデジャブかな──？

　トドメを刺すかのごとく断言したのは、なんと……っていうかやっぱり璃子だ。

「ぬいぐるみで告タコだなんて、受け取り拒否されたときのこと考えてます!?　ぬいぐるみじゃヤケ食いもできませんし、かといってサンプルより捨てづらい！　そもそも可愛かわいいぬいぐるみに引き取り手のない告白を刻むなんて……！　率直に言って鬼の所業です、絶対に認めるわけにはまいりません！」

　勢いよく捲まくし立てた彼女はハァと嘆息、「ぬいぐるみの中に想いを隠せるなら別ですけど……」と遠い目になる。

「璃子ちゃん、それナイス！」

　璃子の言葉に何かひらめいたらしい。紗綾が声を弾はずませる。

「ぬいぐるみっていうより、タコ焼き形の巾着にしちゃうのはどう？　それなら中に手紙を入れられるし……ううん、巾着よりもっと恋に効きそうな──そうだ！　『愛のタコ焼きお守り』にしちゃうのは!?」

「「「「「それだ！」」」」」

　紗綾の案に、みんなの声が重なる。

「確かに、それなら受け取り拒否されても、中の手紙を処分するだけで済みますし……いいですね、私も賛成です」

　璃子がようやくいつものトーンに戻った。

　ていうか橙寺……告タコ失敗の想定しかしてないような？

　意中の人、お守りならアレルギー関係ないし、サラッと受け取ってくれるんじゃないかな!?

　前向きなんだか後ろ向きなんだかわからない彼女に、思わず苦笑してしまう。

「ん、でもビジュアル的にはタコ焼きよりタコの方が可愛いかなぁ？　いっそタコ形のお守りにしちゃうのもアリ？」

　小首をかしげる紗綾に、「いいですね、それ！」と真守が頷く。

「自分のタコは自分の想いで焼き上げろ！　的な感じで盛り上げれば、告タコムードも高まりそうですし！」

「タコはもともと縁起物ですものね、『多幸』って当て字もあるくらいで。まぁ縁起物に縋すがったところで、私のタコは行き場を失ってさまようのがオチなんですけど……」

　ちょっ、橙寺の目が死んでる……！

　ったく誰なんだよ、橙寺の告タコ拒否ったやつは！

　見てるこっちがつらいと、彼女の思い人にクレームを入れたくなる。──と、

「タコは英語でオクトパス──置くとパスするってことで、試験にも御利益があるらしいよ」

　城将が明るいタコ情報を披露した。

「え、じゃあ受験のお守りにもなるね！　うん、やっぱタコ形でいこ～！」

　意気揚々と拳こぶしを上げた紗綾は、「あ、そうだ……！」と会計係でもある璃子を見やる。

「コスト的にはどうなのかな、お守りに変更してもいけそう？」

「そうですね、お守り作りに必要なのは布に糸に紐ひも、それに針といったところでしょうか」

　ノートに大まかな材料を書き出し、コストを計算していく璃子。

「実際に作るお守りの数や大きさ、布の質によっても費用は変わってきますが、予算をオーバーすることはないかと。タコ焼き機のように特殊な機材をレンタルする必要もありませんし、ただ──」

　ペンを止めた璃子は、これが一番の問題だ、とでもいうようなトーンで続けた。

「手間賃というか、お守り作りにかかる労力と時間はタコ焼きの比じゃないです。私たちが無償で取り組むのでコストには反映されませんが、正直かなり大変な作業になるかと……」

　言われてみれば確かに……。

　お守りなら事前に準備できるぶん、当日の混雑は緩和できる。

　けど、その事前準備が大変なんだよな……。


　タコ焼きと違って、一度にたくさん作れるわけじゃないし、そもそも俺、裁縫さいほうなんて家庭科でちょっと齧かじったくらいだぞ……!?



「ち、ちなみにお守りって、一個作るのにどのくらいかかるものなのかな？　ビギナーな俺でも簡単に作れたりする？」

「うーん、それこそお守りの大きさにもよりますね。小さめだと縫う面積も少なくて済むので時短にはなるかと。あとは……縫いやすさで言うと、形はタコではなくタコ焼き──丸形のシンプルなデザインにした方がよさそうです」


「それはダメ、ダメダメダメ～～～！　恋愛にも受験にも効く多幸タコお守りの方がみんな喜んでくれそうだもん、多少面倒でもタコ形は譲れないよ！　それに大きさだって、手紙入れるスペースいるんだから小さすぎるのはＮＧだぞ？」



　だだっ子のように紗綾が捲まくし立てる。

　そうは言っても、それなりの数を作るとなると、気合いだけじゃ乗り切れないんじゃ……。

「え、ええと、参考までに、全部でいくつ作るおつもりなのですかな？」

　思わず爺じいやモードで聞いてみる。

「そんなの決まってるじゃない」

　フフンと鼻を鳴らした彼女は、瞳にムチャ振りを輝かせながら言った。

「みんなが買い求めても充分な数、つまりは全校生徒分よ！」

　ぜ、全校生徒って、一学年、約四〇〇人として、三学年分だから──

「ご、合計一二〇〇個!?　さ、さすがに作りすぎじゃ……」

「あ、ごめん間違えた……！」

　よかった、多すぎたと気付いたらしい……なんて思ってたら──

「例年よりは制限するらしいけど、外部のお客さんも入れるみたいだからその分も追加で！　そうだなぁ、一三〇〇個くらいいっとく～？」


　ひぃぃぃっ、逆に増えてるし……！



「こ、こう言っちゃなんですけど、売れ残る可能性もあるんじゃ……。その……生徒全員が告タコするわけじゃないですし……」

「でも去年みたいに足りなくなるのイヤなんだもん！　それに、みんなが持ってると告タコ関係なしにほしくなったりするかもでしょ？　今回はほら、受験に効くって要素もあるし」

　ピッと人差し指を立てて力説する紗綾に、「それわかります！」と女子たちが騒ぎ出す。

「みんなが買ってると気になっちゃうんですよね～。お守りなら後にも残るからいい記念になりそうだし、お土産としての需要もあると思います！」

「恋愛関係なく友達同士で交換っていうのも楽しそう！　普段は照れくさくて言えない気持ちを手紙に託したりなんかして！」

「そう考えると、やっぱりタコ形の方がいいですね！　『受験頑張ろうね！』ってお互いを励まし合うこともできますし！　それに『受験を応援』って切り口なら、告タコしたいけど勇気が出ないって子の背中も押せそうかなって！」

「告白ほどじゃなくても、仲良くなるきっかけ作りに使えそうですよね！　うん、青春って感じします……！」

　なるほど……そう考えると全校生徒プラス外部のお客さんにも配れる数が妥当なのかも？

「じゃ、じゃあ約一三〇〇個──無謀な数ではありますけど挑戦してみます？」

「うんうん、みんなで協力すれば不可能だって可能にできるよ！」

　咲かせよう青春！　と両手でガッツポーズする紗綾に、他のメンバーも「頑張ろ～！」とボルテージを上げる。が──

「不可能はどうやったって不可能ですよ──」

　冷たい声音こわねが、委員会室を凍らせる。

　颯真そうま飛鳥あすかだ。

　隅っこの席から、野良のらネコの瞳でキッとこちらを見据えている。

　中性的で端整な顔は、眠れていないのか目の下にクマができていて、血色の悪さがマスクの上からでもわかる。

　気まずい沈黙の中、換気用の扇風機がブゥゥゥンと、やけにその存在を主張する。

「一三〇〇個のお守りなんて、笑えない冗談ですね」

　沈黙を破ったのは、颯真からだった。

「急な変更に伴う問題は山積みなんです。各団体からの企画再審査に、パンフやビラの訂正、感染対策にだって気を配らなきゃいけないんですよ？　過密を避ける動線を考えたり、見回り態勢を強化したり──対処すべきことは他にもあるんです。能天気に妙なお守り作ってる暇ないと思いますけど」

　強い反発の視線。理路整然と畳みかける颯真に、すっかり気圧けおされてしまう。

　とはいえ、ムチャ振り姫さまが黙っているわけもなく、

「妙って、そんな言い方しなくてもいいでしょ～？　お守りがあれば、変化球ではあるけど告タコ諦あきらめなくて済むんだし！　それに今年のタコは受験にも効くから、吾嶌ウチを受けようって見学に来る中学生にも喜んでもらえるんじゃないかな」

　あくまで明るく、平和的に説得を試みる。

「考えが甘いんですよ」

　フンと鼻で笑った颯真は、吐き捨てるように言った。

「学校閉鎖が終わったからって、ウチの文化祭に客が来るとは思えませんけどね。ネットニュースの騒ぎを忘れたんですか？　みんなウチを悪者扱い、中学生だって他校ヨソに流れると思いますけど」

「そ、それは……」

　不意に痛いところを突かれて、さすがの紗綾も言葉を詰まらせる。

「それに、お守りっていっても所詮しょせんあなた方の自己満足──偽物にせものですよね。そんなものが、恋や受験に効くなんて本気で思ってるんですか？　少なくとも僕はそんなのほしくないです、どうせ買うなら神社仏閣の霊験れいげんあらたかなものにしますよ」

「そりゃあね、本格的なお守りと比べるのは烏滸おこがましいっていうか、それこそ罰ばちが当たっちゃうかもしれない……」

　悲しみなのか、悔しさなのか──小さな肩を震わせた紗綾は、「けど……それでもね」と毅然きぜんと前を向いた。

「信じる者は救われるの！　だって私たちの──私たちがお守りに託す想いは偽物なんかじゃない、まぎれもない本物なんだから！　想像してみてよ、心のこもった手紙入りのお守りをもらったら──なんでもない手作りのお守りでも、無敵に効きそうな気がしてこない？」

「軽薄ですね、青春押しつけ組がいかにも好みそうな考えです。だけどみんながみんな、あなた方のようにお気楽な思考だとは思わないでください」

　辛辣しんらつな言葉を吐いた颯真は、だがゴホゴホと苦しそうに咳せき込こんだ。

　学校閉鎖中という特殊な状況もあり、

〈この咳せきって大丈夫なやつ──？〉

　みんなの不安に満ちた視線が交差する。

「妙な勘繰りはよしてください、これは人にはうつらないやつなんで……！　疲れると咳が出やすいだけ……熱もないですし、他は異常ありませんよ！」

　ゴホゴホと乾いた咳を続けながらも、警戒心たっぷり。

　威嚇いかくするような、だけどつらそうな目がギロリと光った。

「そんなに怯おびえなくてもいーじゃん。ねぇ、ちゃんと睡眠とれてるの？」

　心配する紗綾に、颯真がキッと嚙かみつく。

「怯えてなんていません！　それにこんな異常事態で普通に眠れる方がどうかしてるんです。ああでも──」

　彼の顔には侮蔑ぶべつの色が浮かんでいた。

「お二人はもっとどうかしてますよね。僕が眠れない夜も、ずいぶんお楽しみだったようで。みんな寝てるとでも思ったんでしょうが、ハレンチな声が他班の僕にまで漏れ聞こえてましたよ、いやらしい」

　軽蔑けいべつの視線は、真守と紗綾を向いていた。

　え、えーと、もしかしなくても俺、あらぬ疑いをかけられてる──!?

　よもやの糾弾きゅうだんに変な汗が出る。

　ハレンチな声って、まさかあれか──？

　いつだったか、寝相ねぞうの悪い紗綾先輩がパーティションを蹴けり飛とばして奇襲をかけてきたときの──!?

　先輩のやたらアクロバティックな寝返りとか、妙に思わせぶりな寝言とか、それに翻弄される俺の悶もだえっぷりが、イケない感じに聞こえちゃったりしたのかも──!?

「や、あ、あれはその……先輩が寝ぼけてて……」


　いろいろ思い出してしまって、無実なのにカァァァッと赤面してしまう。



　その動揺が誤解に拍車をかけて──ヤバい、城将先輩の目が怖い。

〈朝山君、どういうことかな。僕の紗綾に何したの？〉

　そう言いたげな瞳は殺意に燃えていて、もはや視線で俺を刺しにきてる……！

　女子たちもドン引きのご様子で、

〈ま、まさか寝ぼけてる先輩に手を出したんですか!?　やだ、ケダモノ！〉

　なんて凍いて付くような眼差しが痛い。

　ねぇみんな待って、それ全部誤解だからね!?

　真実を伝えたい……けど、先輩の寝相の悪さを勝手に暴露しちゃっていいのか？

　こういうのは本人から説明してほしい……けど、あのとき熟睡してた彼女にそれは不可能だ。

　どうしたもんかと姫さまを見やると──

　何も知らないって、ある意味最強なんだなぁ。

　何の心当たりもない彼女は、清々すがすがしいほどにケロッとしていて、


「ねぇ、颯真君、お楽しみってどういうこと？　ハレンチって、いったいどんな声聞いたのかなぁ？？？」



　興味津々きょうみしんしん、無意識にカウンターパンチを繰り出す。

「ねぇねぇ、どんな声だったの？　ちゃんと言ってくんなきゃわかんないでしょ～？　ほらほら、早く教えてよ～～」

　天然てんねん小悪魔からの攻めに、さすがの颯真も閉口。

「そっ、そんなこと言えるわけないでしょう……！」

　と、気まずそうにそっぽを向いた。

「とっ、とにかく、無謀な数のお守り作りなんてバカげてます！　僕はちゃんと忠告しましたからね？」

　念を押すようにそう言った颯真は、きっぱりと一線を引く。

「それでもやるっていうならどうぞご勝手に。ただし、僕は協力しませんよ。くだらない青春ごっこに付き合わされる義理はないです」

「ちょっ、なによそれ」

「うっわ、感じ悪ぅ～」

　他のメンバーから、ひそひそと非難の声がこぼれる。

　険悪なムードが委員会室に垂れ込めかけたけど──

「りょーかい。お守り作りは私たちでなんとかするから、颯真君は他の作業を進めてくれる？　もちろん、一人で手に負えないことはちゃんと相談してよね？」

　紗綾のあっけらかんとした声が、淀よどんだ空気を吹き飛ばした。

　もっと責められるとでも思っていたのだろうか、拍子抜けした颯真は不審そうに眉まゆをひそめながらも、

「ならいいです」

　何事もなかったように、スマホをいじり始めた。

「なにあれ、普通は空気読んで協力するでしょ」

　ムッとなる一年の女子。「普通ってなーに？」と紗綾がたしなめるように笑った。

「人それぞれいろんな考えがあるんだし、颯真君が言ってることも一理あるよ。正直、感染対策──それも過密を避ける動線なんて全然頭になかったから、なるほどって感心したくらいだし。まぁだからって、お守り一三〇〇個は諦めらんないんだけどね？」

「それは私たちだって！　大丈夫です、自宅待機中のメンバーだって賛成してくれるに決まってますし、不可能なんかで終わらせませんから……！」

　前のめりになるメンバーに、ありがと、と頷いた紗綾は、

「とりあえず、お守りの案をメンバー全員に送って、ここにいないみんなの意見も待ってみよ？　たぶん賛同してくれるとは思うけど、もしイヤだって子がいても『手伝ってよ』なんて無理強じいはしないこと」

　柔らかな綿あめの声で、みんなを諭さとすように言った。

「もちろん一致団結できたら嬉しいけど、無理やり作ってもらった負のお守りじゃ、効力半減だしね？　お守りはムリ～って子には、他のこと頑張ってもらおう？」

　紗綾の言葉にコクリ──みんな素直に頷いた。

　やっぱり先輩って、ただのムチャ振ブリストじゃないんだよな。

　主張はするけど、しなやかで、本当に嫌がってる相手には決して無理強いしない。

　同調圧力なんて絶対に求めないんだ。

　一見いっけんワガママに見える彼女が人望を集めてるのは、こういうところなんだよな、と改めて実感する。

「みんなそれぞれ、今できることを全力で。誰もが楽しめる文化祭になるといいですよね」

　希望を込めた真守の言葉に、我らが小悪魔が爽さわやかにムチャ振りする。

「それはもう決定事項だから！　何が何でも絶対成功させるよ？」

　瞬間、誰が促うながしたわけでもないのに、

「「「「「お～！」」」」」

　最高のチームワーク──みんな高らかに拳を掲かかげた。
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　その後、タコ焼きに代わるタコ形お守り案をまとめた真守まもるは、文実ぶんじつメンバー全員にメールで送付した。

　メッセージアプリのグループ機能を使わなかったのは、紗綾さあや先輩たっての希望だ。

　自宅待機組の中には、阿窯あがま委員長のように七日星なのかぼしと闘たたかってる子もいるかもしれない──。

　彼の入院を密ひそかに知る彼女は、グループメッセージに応答しない、というよりできないメンバーへの妙な詮索せんさくや憶測を防ぎたいと考えたのだ。

　もっとも、真面目まじめでマメな委員長が学校閉鎖中に何の連絡もよこさなかったから、勘の良いメンバーは彼が七日星で治療中と気付いたみたいだ。

　だからって、委員長を悪く言うようなことはなかったけど。

　誰だれがどうらしいとかいう明言は避けつつも、みんな暗黙のうちに心配しているらしかった。

　七日星で入院中の生徒が無事に退院できますように、と──。

　幸いなことに、タコ形お守りへの反対意見はなかった。

〈学校待機中なのに、いろいろ考えてくれてありがとう〉とか、

〈家でも裁縫さいほうの練習してスタンバっとく〉とか、

　温かい返信が続々と寄せられた。

　中には、〈最悪の場合、布用ボンドで貼はり合わせよう？〉とか、

〈タコの目は刺繡ししゅうじゃなくてペンでも誤魔化ごまかせるよ！〉とか、

　荒技みたいなアドバイスもあって、クスッとなると同時に、離れてても心は一つなんだって、胸が熱くなったりもした。

　みんなの賛同にホッとしたあとは、紗綾先輩を中心にお守りのデザインを考案、試作品作りに取りかかった。

　とはいえ学校閉鎖中で買い出しには行けないから、必要な材料は先生に頼んでネットでお取り寄せ。生地の色や質がイメージと違ったらどうしよう……なんて、実物が届くまでドキドキしたりもした。

　そうして──

「じゃじゃ～ん！」

　急きょ開かれた文実会議、委員会室で紗綾が意気揚々と試作品を披露する。

　コロンとキュートなタコ形お守りに、

「きゃー、思ってた以上に可愛かわいい！」

「クオリティやばっ！」

「写真撮ってもいいですか!?」

　と、みんなの歓声が響いた。


「どぞどぞ～……って作ってくれたのは璃子りこちゃんなんだけどね！　生地選びも、フェルトなら切りっぱなしでも端がほつれないし、初心者にも扱いやすい素材だってオススメしてくれたんだ～。裁縫上手な後輩に感謝だよ～～！」



「いえ、なんだか差し出がましいことをしてしまったようで……」

　璃子はどこか申し訳なさそうに言った。

　というのも、『まずは私が作ってみるね！』と張り切っていた紗綾は、自覚がないがかなりの不器用ぶきっちょ。

　その荒れ狂う波のような縫い目にヒッと白目を剝むいた璃子が、『すみません、私にやらせてください……！』と横取りする事態になったのだ。

　あのままだと、タコらしき何かの怨霊おんりょうみたいな形になっていただろうから、先輩には悪いけど橙寺だいだいじグッジョブと言わざるを得ない。

　お守りの試作一号が怨霊形なんて、ちょっと縁起悪いしね……！

「あ、詳しい作り方はこちらに」

　そう言って、璃子がプリントを配る。

　先輩の不器用っぷりを目まの当あたりにし、あのままではまともに作れないと危惧きぐしたのだろう。

　作成手順が当初のものより簡単になっていた。

　これなら先輩にも作れ……るかな？

　まぁ先輩の手作りってわかったら、たとえ怨霊形でも飛ぶように売れそうだけど。

　うう、変な男の手に渡るくらいなら、俺おれが買い占めたいくらいだ……！

　そんなことを考えている間も、みんなはお守り作りの話で盛り上がっている。

「タコの表情、普通のとか笑ってるのとか、バリエーションあると面白おもしろそう！」

「この大きさなら、手紙と一緒にキャンディ入れちゃうのもアリかも？」

　などと、新たなアイディアが生まれている。

　とはいえ、野良のらネコ君だけは興味なさそうに、隅っこの席でスマホをいじってるけど。

　やっぱり、どうあってもお守りにはノータッチでいくらしい。

「試作品、好評でよかったですね。あとは一三〇〇個──気合い入れて作りまくりますか！」

　意気込みを新たにする真守に、紗綾もうんうんと頷うなずく。


「タコ焼きと違って、隙間すきま時間に場所を選ばず作れるから、そこは救いだよね～。そうだ、自習時間にもこっそり作れちゃうんじゃ……!?」



「紗綾先輩ったら、自習は隙間時間じゃないんですよ？　先輩は受験生でもあるんですから、ちゃんと勉強に集中してください！」

　さすがは優等生、璃子が先生のように釘くぎを刺す。

「それに、近々オンライン授業が始まるそうですよ。自宅待機中のみなさんとも久々に顔を合わせられますね」

「へ、そうなんだ？　わぁ～、授業だけど楽しみ……って、自習終わっちゃうならお守り作れないじゃん……！　あ、でも私だけカメラオフで内職しちゃうか！」

「んもう、だから勉強はちゃんとしてください……！」

　困ったように笑う璃子に、紗綾は「はぁい」と子どもみたいな返事をした。

　──ああ、平和だなぁ。学校閉鎖中なのがウソみたいだ……。

　二人の会話に、ほわんと和なごんでいたら──

「やだ……ど、どうしよう……」

　酷ひどく怯おびえた声がした。

　何事なにごとかと見やると、一年生の女子──久錐くすいがスマホを手に震えている。

「ん？　何かあった？」

　紗綾が聞くと、「あの……ごめんなさい……！」と彼女は涙を浮かべた。

「さっき撮ったお守りの写真、ついＳＮＳにアップしちゃって……。自宅で待機してるみんなにも見せてあげたいなって思って……告タコ、どうなるか不安に思ってる子たちもいるんじゃないかって、それで……」

　あー、学校閉鎖中のＳＮＳは禁止だもんな。先生に怒られるんじゃないかって、不安になってるのか。まぁすぐ削除しちゃえば、お咎とがめなしじゃないかな？

　そう思ったのは、紗綾も同じらしい。「大丈夫だよ、先生に見つからないうちに投稿削除しちゃお？」と優しく促うながす。

「そ、それが……投稿した直後から怖いコメントがいっぱい来て、ヤバいって思って投稿消したのに、それでもどんどん来て……」

　言いながら、久錐はとうとう泣き出してしまった。

　怖いコメントって、何が起きてるんだ──？

「ちょ、ちょっとごめん……」

　紗綾とともに、彼女のアカウントを見せてもらうと、





〈七日星まみれのくせに文化祭とかふざけてんの？〉

〈告タコとかバカじゃん〉






　そんな中傷ちゅうしょうが押し寄せていた。

　写真を投稿する際、学校名を入れてしまったのがマズかったようだ。





〈今年はタコ焼きの代わりにお守りで告タコしちゃおう♪　文化祭楽しみにしててね！

　＃吾嶌高校　＃文実　＃告タコ準備中〉






　削除したはずの投稿はスクショされ、





〈お守りの中に七日星入れて配んのかよｗｗ〉






　そんな心ないコメントとともに晒さらされていた。

「ひどい……ウチってまだこんなに悪く言われてんの……？」

　スマホを覗のぞき込こんだ他のメンバーも、信じられないと絶句する。

「七日星騒ぎが始まってから、ずっとこんな感じですよ」

　何を今さら、と静観していた颯真そうまが鼻で笑った。

「検索したらもっと酷いの、いっぱい出てきますよ」

　そう、なのか……？

　自粛期間中のＳＮＳは禁止だから距離を置いてたし、あえて調べるようなことはなかったけど……。

　己おのれのスマホを取り出し、検索欄に〈吾嶌あしま〉と入力する。と──

　なんだよ、これ……。





〈学校待機中の吾嶌生、みんな七日星感染でゾンビみたいになってるって〉

〈吾嶌の子たち、夜な夜な徘徊はいかいしてウイルス撒まき散らしてるらしいよ〉






　悪意に満ちたデマが画面を埋め尽くした。

　真に受けてしまったのだろう、





〈吾嶌高校、憧あこがれてたのにショック。受験やめようかな……〉






　と、落胆する中学生の声まであって、違うのに……と胸が抉えぐられるように痛む。

　他のメンバーもウチの散々な言われようを見てしまったようだ。

「こんなの全部デマじゃん、片っ端から文句言ってこ！」

「だよね、絶対許せない！」

　一年生たちが、スマホを手に怒りをあらわにした。

「や、でも……」

　感情任せに反論しちゃっていいのかな……？

　だって、顔もわからない相手だし、それに──。

　デマ投稿をしているアカウント──その詳細を見てみると、同年代の子もいるけど、大人……なんだよな？

　ネットだからいくらでも騙かたれるけど、成人済とか、アラサー会社員とか書いてあって、得体の知れない大人にどう抗議すりゃいいんだ──？　と戸惑ってしまう。

　どうしていいかわからないのは、城将じょうしょうも同じだった。

「そ、そうだね、ここは、その、うん、あれじゃないかな、やっぱりその……」

　指示語ばかりの提案に、あれってなんすか……と思わず苦笑する。

「片っ端から文句言うなんて、そんなのダメ！」

　断固として反対したのは紗綾だ。

「こんな勝手な投稿できちゃう人に反論したって、火に油を注そそぐだけで何の解決にもならない、でしょ？」

　確かに、文句を言って素直に応じてくれるような相手なら、端はなからこんな酷い投稿はしないだろう。

　渦中かちゅうの吾嶌生が反応しようものなら、面白がってさらに攻撃してくる危険性もある。

「そうは言っても、このまま好き勝手させとくんですか？　私たち何も悪いことしてないのに……！」

　一年の女子が、悔しさに涙を滲にじませる。

「私だって許せないよ……こんなデタラメでウチが悪く言われるのは……」

　言い返したい気持ちは先輩も同じなのだ。

　怒りに肩を震わせた紗綾は、それでもどうにか後輩をなだめようと冷静に言葉を繫つなぐ。

「でもダメだよ。こんな投稿、相手にする方がばかだよ……。そりゃ腹は立つけど、放っておけばそのうち飽きて静かに……」

「ならないと思います……！」

　女子生徒が震える手でスマホを掲かかげる。画面に表示されたＳＮＳには──





〈【拡散希望】＃吾嶌高校の危険な文化祭を阻止せよ〉






　ウチを非難する投稿が怒濤どとうのスピードで、それこそウイルスのように増殖していく。

　ただでさえ燃えていた吾嶌の話題が、先ほどのお守り投稿をきっかけに、さらに燃え広がってしまったのだろう。

「こんなのウチの校長が見たら、面倒な騒ぎは御免ごめんだって、文化祭中止を言い出すに決まってます！　それでも放っておけっていうんですか？」

「で、でも……今何を言っても騒ぎは大きくなるだけだし……そうだ！　エビサキ先生に相談しよ？　先生ならほら、正式な苦情で対応し……」

　言いながら、紗綾の瞳ひとみに絶望が走った。

　気付いてしまったのだ。

　先生に処理を任せたとしても、騒ぎは大きくなるだけ。

　穏便な解決など望めないということに──。

　もちろん、悪質な投稿者へ抗議することは可能だろう。謝罪や投稿の削除を求めたり、場合によっては訴訟とか──厳格かつ適切に対処できるし、そうするべきだとも思う。

　だけど、ただでさえ集団感染でイメージダウンしているのだ。

　今度はＳＮＳでトラブル──法的手段に訴えたなんて報道されたら、『吾嶌はお騒がせ高校だ！』的な負のイメージが一人歩きしかねない。

　そんな状況を、学校の名誉を第一に考える校長が許すはずもなく、

『事を荒立てぬよう、抗議も文化祭も中止だ。世間を刺激するんじゃない！』

　などと言い出すのは目に見えている。

　つまりはどう転んでも、文化祭は取り止めになってしまうのだ。

　まさに八方塞はっぽうふさがり。残酷すぎる事実に気付いた久錐が、わぁぁっとその場に泣き崩れる。

「ご、ごめんなさい、私が写真なんてアップしたから……」

「久錐さん……」

　駆け寄ろうとした璃子は、だが感染対策を気にしてか少しの距離をあけ、それでも寄り添うように言った。

「あまりご自分を責めないでください。悪いのは、いたずらに騒ぎ立てる人たちで……」

「なんで……なんでこんなことするんだろうね……。学校待機の様子を見たわけでもないのに、私たちのこと何も知らないのに……」

　弱々しい声で言ったのは紗綾だ。

「デマカセを得意気に書いて、そんなに楽しいのかな……」

　彼女の言葉に、何も返せない。

　安易な慰なぐさめなど何の救いにもならないことを、真守は痛いほどわかっていた。

　かといって、怒りを叫ぶことは虚むなしく、笑い飛ばすことも不可能──。

　どうしようもない沈黙を、だけど颯真は、

「楽しいというより、怖いんじゃないですか──」

　ふらっと来た野良ネコのような気軽さで破った。

「急に七日星なんて未知の病気が出てきて、怖くて仕方ないけどウイルス相手じゃ文句も言えない。やり場のない不安が怒りになって、叩たたけるカモを徹底的に叩いてる。僕たちはとんだ憂うさ晴ばらしに巻き込まれたってわけです」

「そんな……ウチを叩いたって、ウイルスは消えないのに……。私にはウイルスより、こんなことしちゃえる人たちの方がよっぽど怖いよ……」

　紗綾の視線は、机の上のタコ形お守りを向いていた。

「やっとここまで来たのに、こんなことで文化祭がダメになっちゃうなんて……」

　お守りに手を伸ばす紗綾。その白い指には、ぐちゃっと不器用に貼られた絆創膏ばんそうこうが──。

　試作品を作る際、針で刺してしまったのだ。

　絆創膏が一枚で済まなかったのは、璃子にバトンタッチしたあとも、時間を見つけては裁縫の練習に励んでいたからで、同じ班の真守は彼女の努力を誰よりも知っている。

「こんなのってないよ……」

　委員会室を支配しているのは闇やみだ。

　身勝手なやつらが吐き出した暗黒が、みんなの希望をすっかり呑のみ込こんでしまった。

「悔しいけど、中止が正解なのかもしれませんね、文化祭……」

　メンバーの誰かが、ぽつりと言った。

「決行したって、この感じじゃお客さん来てくれないですし……。そりゃウチの生徒はいるけど、こんなに叩かれてたら盛り上がれないですよ。ましてや告タコなんて……」

「お守り、作り始める前でよかったです。試作品まで用意してくれた先輩たちには申し訳ないですけど、今の吾嶌って孤立無援っていうか、求められてないのかなって……」

　弱気な後輩たちの声に、紗綾は「はは、そっか……」と乾いた声で笑った。

　笑ってはいるが瞳は悲しげで、ゆらゆらと大粒の涙が浮かんでいる。

　その姿に、真守の胸がズキリと痛んだ。

　──何はなくても俺たちがいるから、だから今できることを全力でやろうって、ここまで来たのに……。

　ああもう、今の俺にできることってなんだ？

　先輩を──みんなを救うために何かあるはずだろ、考えろ考えろ考えろ──！

　今できる最善を探して、頭をフル回転させる。

　校長を説得するか？　どうしても文化祭やりたいんですって……？

　いや、さすがにムリだろ。これだけの批判の中、生徒がやりたいからＯＫなんて、そんなこと言ってくれる校長ならみんな困ってない……。

　押し寄せる無力感──。

　悲しむ紗綾を直視できず、逃げるようにスマホを見つめる。

　ＳＮＳには、相も変わらずウチを叩く投稿があふれていて、

　ザッと流し読みしてるだけなのに、まるで砕け散ったガラスだ。

　無情な言葉の破片が、鋭く胸に突き刺さる。

　どす黒い闇色の投稿は無限に増殖を続け、だけど──




　──ああ、なんだ……。




　闇の中に時折ときおり、キラリ、キラリ──

　強い光で心を打つものがあった。

　あんまりにも闇が濃いものだから、もうこの世にはウチのこと悪く言うやつらしかいないんじゃ、なんて錯覚しそうになってたけど──

「俺たちが見るべきは、こっちなんじゃないかな」

　そう言って、高らかにスマホを──久錐に寄せられたコメントを掲かかげる。

　否定的なものも数多くあるが、それが全すべてじゃない。





〈タコ焼き代わりの案、素敵だと思います！〉

〈告タコできるの嬉うれしすぎるんですけど～～！〉

〈吾嶌の文化祭、絶対に行きます！〉






　歪ゆがんだ黒い声にまぎれて、キラキラと温かな光が煌きらめいている。

　ウイルスよりも恐ろしい闇に抗あらがう、特効薬みたいに──。

「ウチは孤立無援なんかじゃない。応援してくれる人だってちゃんといて、だから俺たちが応こたえなきゃいけないのは、そういう声じゃないかな」

　みんなが戸惑う中、一人奮い立つ真守。その背中を押すように、

「朝山あさやまの言う通りだぞ～」

　換気のために開け放していたドアから藤崎ふじさきが入ってきた。

「俯うつむいてばっかじゃ、視野は狭せばまる一方だ。夜空に目を向けてみろ、一見いっけん真っ暗闇でも、星はいくつも輝いてるもんさ」

　そう言って、藤崎は委員会室ど真ん中の席にドンッ──。

　抱えていた段ボール箱を置いた。

　中にはいろんな種類の缶ジュースが入っていて──

「差し入れだ。俺からじゃないぞ？　他校やご近所の企業に保護者会、それから卒業生──たくさんの人が応援物資を送ってくれてる。これだけじゃない、学校待機中じゃ何かと大変だろうと、栄養補助食品にお菓子、それに本や雑誌まで用意してくれたんだ」

　委員会室をぐるりと見回しながら、藤崎は文実メンバー一人一人に訴える。

「中傷の声があるのは確かだが、みんなを支えてくれる人も数多くいることを忘れるな。絶望を数えたところで腹の足たしにもなんねぇ。数えるなら希望だ、光を集めて力にしろ」

　心にグッときたのだろう、紗綾が感動に息を呑のんだ。

「エビサキ先生すごい……今ものすごーく教師っぽかったですよ？」

「おい涼海すずみ、俺は常に教師なんだが？」

　不服そうな藤崎に、「ですが先生？」と今度は優等生の璃子がツッコむ。

「文実の会議にはいつもいらっしゃらないでしょう？　監督役としてどうかと思います」

「ハハ、手厳しいな。今日のでどうにかチャラにできないか？」

「どうでしょう。これまでのマイナスが大きすぎますから」

　璃子が冗談っぽくクスリと笑った。

　よかった、みんないつもの調子を取り戻したみたいだ。

　とはいえ、問題が解決したわけではなく──

「先生ごめんなさい、私、ついＳＮＳに投稿しちゃって……このままじゃ文化祭が……」

　事情を明かす久錐に、「愚かしいにもほどがあるよな」と藤崎は眉根まゆねを寄せた。

「ネットだからって、いい大人まで一緒になって高校生を叩くなんてさ。感染は誰の身にも起こりうることだ。憎むべきはウイルス──のはずなのに、いつの時代もこういう輩やからがいるんだよなぁ。叩けば叩くほど感染は広がる一方だってのにさ」


「え……でも叩けば感染者は行動を控えるから、結果的には感染防止になるんじゃ……？」



　もちろん人道的に許せないことだし、現在進行形で叩かれてる俺たちからしたら、たまったもんじゃないけど……。

「いいや、叩いたところで逆効果、自分の首を絞めてるようなもんさ。考えてもみろ、袋叩きに遭うってわかってる状況で、感染を言い出せるか？　ボロクソに叩かれるだけなら感染を隠して黙ってるやつの方が多いに決まってる」

　そっか、感染しても非難を恐れて普通に生活──その間もウイルスはどんどん広がってくってわけか……。

　七日星にかかっても、身の安全は保証されるっていうなら話は別だけど──。

「これは七日星に限った話じゃないぞ？　これからだって、未知の病やまいが人を脅おびやかすこともあるだろう。が、間違っても恐怖に駆られて他人を叩くような大人になるなよ？　感染を防ぐために何が一番かよく考えて行動すること。悪意に満ちた言葉に耳を傾かたむけるな、毅然と立ち向かえ！」

　──そうだよな、正義気取りの悪意になんか負けてられない。

　だけど、増え続けるデマを止めるにはどうすりゃいいんだ──？

　ＳＮＳを見ると、ふと目に入った投稿には、中傷とともに吾嶌のホームページまで貼ってあった。

　ご丁寧によくもまあ……。

　苦々しい思いでホームページを開くと、トップページには生徒の健康状態など、学校待機に関する最新情報が、ほんのわずかだが載っていた。

　こっちにはコメントを書くような欄もないし、ＳＮＳと違って荒らされる心配はなさそうだけど……それにしたって、どうしたらいい？

　余計な波風を立てずに、だけどウチの潔白を証明するには……今できる最善は──。

　考えろ考えろ考えろ、全然浮かばないけど考えろ考えろ考え続けろ！

　ウチへの中傷が七日星への恐怖心からだっていうなら、そうだ──！

「先生！　俺からも……俺たちからもガツンと言ってやりたいんですけど、いいですか！」

「ガツンって……まさかデマ投稿に嚙かみつこうってんじゃないだろうな？　立ち向かうっつってもそりゃ悪手だ、やめとけ」

　急に強気に出る真守に、藤崎があせる。紗綾にいたっては、


「そ、そうだよ朝山クン、言い返したって火に油揚あぶらあげだよ……!?」



　あせりすぎて言い間違えている。

　先輩……それだと、こんがり焼けた美味おいしいお揚あげができちゃいますね!?

　とはいえ、油だって注ぐつもりはないけど。

「違うんです、ガツンと言ってやるっていうのはＳＮＳじゃなくて、学校としてバーンと発信できたらなって」

「学校として？　法的な措置そちに出るってことか」

「いえ、本当はそれが一番なんでしょうけど、校長に止められそうですよね、余計な騒ぎは起こすなって」

　もちろん悪質な投稿者には責任をとってもらいたい。

　けど、今は文化祭を成功させることが先決だから──。

「ホームページで学校待機の様子を発信したいんです。今見たら、生徒の健康状態はアップされてるけど、簡潔すぎて情報量が少ないっていうか……」

「あー、すまん、それ俺が更新してるんだ。もっとしっかりした内容を、とも思うんだが、関係各所に出さなきゃいけない報告書も山ほどあって、正直手が回らないというか……」

　あれとか、これとか、それとか……と、遠い目になる藤崎。

「や、別に先生を責めてるわけじゃなくて……！　七日星のゴタゴタで忙しいのはわかってますし、だからこそ俺たち生徒から発信していけたらなって」

「ええと、すみません……」

　真守の意図を摑つかめない璃子が、不思議そうに手を挙げた。

「学校待機の様子を詳つまびらかにすることが、この騒動の鎮火ちんかに繫がるとは思えなくて。むしろ余計な情報は削そいだ方が、世間を刺激せずに済むような気も……」

「うんうん、ウチはまだ七日星で閉鎖中ですよーって悪いイメージが定着しちゃわないかな？　そんなことしたら、それこそ文化祭は中止待ったなしなんじゃ……」

　不安げな紗綾に、「や、むしろその逆を狙ねらいたくて」と真守は続ける。

「だって、みんな七日星のことがよくわからないから怖くて、それで感染者の出たウチを叩いてるんですよね？　だったら七日星のことを──七日星と闘ってるウチのことをもっとわかってもらえばいいんじゃないかな。そもそも学校待機って、実際どんなもんかイメージわきにくいと思うんです」

「あー、それは確かに！　私たちも急に学校待機って言われて、最初ビックリしたもんね。これからどうなっちゃうんだろうって、それこそちょっとした騒ぎに……」

　そうなんだ、俺たちだって最初は未知のウイルスにビクビクしてて、それは人として当然の反応でもあって。

　だから七日星に対して恐怖心を持つな、なんて偉そうなことを言うつもりはない。

　でもだからって、ウチが七日星をばらまいてるなんてデマを流されるのはまっぴらで──

「ウチの現状を正しく理解してもらうためにも、こっちから真実を発信していきましょうよ！　七日星にしたって学校待機にしたって、今ある得体えたいの知れなさが薄れたら、みんなもっと安心できるし、変な噂うわさも減ると思うんです！　前向きな情報をアップして学校のイメージもアップ──名付けてアップアップ作戦でいきましょう！」

　勢いよく宣言したものの、あれ──？

　アップアップってなんか溺おぼれそうな感じあるな、失敗待ったなしなやつ!?

　ヤバい、みんな泥船を見るような目になってるし……！

「い、いい意味でアップアップなんだもんね？　賞賛の声に溺れちゃう～みたいな!?」

　見かねた紗綾が速攻でフォローを入れてくれて、「なるほど、そういうことでしたら」と璃子も賛同する。

「幸い、学校待機中に新規感染者は出ていませんし、そこは大きなアピールポイントになるかと。しっかり対策すれば七日星は防げるということを、待機生活中の工夫とともに紹介していけば……」

「そう、世間の不安を希望に変えることができる！　それに、ウチが感染対策をきちっとしてることが伝われば、それだけ統制のとれてる高校なら文化祭だって安全に行えるはずだって、今あるバッシングも止やむんじゃないかな」

　そうだ、燃え盛る中傷の黒い火に油なんか注がない。

　だからって泣き寝入りなんかするもんか。

　激しく燃える火には同じ火で──俺たちの全力で対抗してみせる！

「文化祭のテーマは〈咲き誇れ、青春！〉なんです。デマなんか霞かすんで見えなくなるくらい鮮やかな──歪んだ闇に燦然さんぜんと咲く青春の花火をぶち上げてやりましょうよ！」

「朝山クン、それいいよ、最高！　ウチは学校閉鎖中もこんな感じで頑張ってますって、どんどん発信していっちゃお！　ね、エビサキ先生、いいでしょ～～」

　紗綾が小悪魔光線ガンガンで訴える。


　他のメンバーも、わぁぁぁっと盛り上がる中、あれ……？　藤崎の顔は浮かない。



「や、朝山の考えは作戦名以外、悪くない。むしろかなり良い……とは思うんだが、学校のホームページとなると、それこそ校長の許可が必要でなぁ……」

「え～、そこはバシッと言ってくださいよ～。エビサキ先生、確かウチのＯＢですよね？　母校の名誉を守ろうっていう愛校心はないんですか？　なんなら校長を通さずにＯＢ特権でチャチャッと発信しちゃうのもアリなんじゃ!?　七日星情報更新してるの先生なんですもんね？　ってことは管理パス的なやつも知ってるんですもんね、ね、ね!?」

　ムチャ振り姫さまが、かなり攻め込んでいる。けれど──


「おいおい、ＯＢだからこそ下手なこたぁできないの！　ただでさえ弁当の件で大目玉くらったばかりなんだ、これ以上の勝手は、次どころかその次のボーナスまですっ飛ぶ予感しかねぇ……！」



　あー、あの高級弁当、やっぱり怒られたんだ？

　そして次のボーナスは消失確定なんだ!?

「それにダメ元で頼んだとして、あの校長だぞ？　それこそ余計なことするなとか、前例がないだとか、にべもなく断るに決まってるさ」

　校長とのやり取りを思い浮かべた藤崎が「あ、やっぱ無理そう……朝山、悪いが他の方法でどうにか……」と胃のあたりを苦しそうにさすった。

　そんな……。

　だって何をするにせよ、最終的には校長を説得しなきゃいけないわけで──

「前例がないなら、作ればいいじゃないですか！」

　諦あきらめきれない真守は、いつになく語気を強める。





〈吾嶌高校、憧れてたのにショック。受験やめようかな……〉






　脳裏のうりによぎったのは、先ほど見た中学生の投稿だ。

　このままじゃいけない、沈黙を貫くだけじゃダメだ。

　何か行動を……今できる最善を尽くさないと……！

「校長が大事おおごとを嫌うのは、学校の評判を気にしてるからですよね。でも正直言って、七日星の感染報道が出た時点で吾嶌のイメージは大幅にダウンしてます。このままじゃ文化祭中止どころか、ウチを受験しようって志願者も激減、定員割れなんてこともありえますよ？　それでも前例にこだわるっていうんですか」

「定員割れって……縁起でもないこと言うなよ、私立高校にとって生徒の確保は死活問題なんだぞ？　俺のボーナスが未来永劫みらいえいごうすっ飛ぶような展望よしてくれ」

「──その死活問題、朝山君の案で解決できますよ」

　爽さわやかな声で援護したのは、意外にも城将だった。

「校長先生には……そうですね、ホームページでの発信は必ず吾嶌のイメージアップに繫がる──そう伝えてみてはどうでしょう？　ウチは七日星の苦難を適切に乗り越えた高校として名を残すことができる、と──」

　やり手の営業マンってこんな感じなのかな。城将が余裕の表情で語りかける。

「そもそも我が校の教育理念は『自らの頭で考え、行動できる生徒の育成』ですよね？　学校待機中も校友と協力し、諸問題と適切に向き合う生徒たちの姿を、生徒自らが積極的に発信していく──まさに学校が目指す理想像じゃないですか。ウチの教育理念が体現できているとアピールする絶好の機会です」

　校長の食い付きそうなワードを盛り込みながら、真守の案を悠然と売り込む城将。

　助太刀すけだちとばかりに、紗綾たち他のメンバーも加勢する。

「まぁ！　ということは失墜していた名誉もＶ字回復！　七日星による風評被害もはね返せちゃえますね!?」

「ええっ、ただ学校待機の様子を発信するだけ？　それだけでいいんですか!?」

「そうなんです！　風評被害をはねのけた暁には文化祭まで開催できる──まさに夢のような朝山プラン、大変魅力的ですよねぇ～！」

　なんかちょっと大げさすぎて、通販番組の小芝居みたいになってるけど……。

　なんて思ってたら──

「し・か・も！　今回はなんとそれだけではありません！」

　優等生な璃子までが、大仰おおぎょうに進み出る。

「そんな素晴らしい高校なら『私も吾嶌で学びたい！』と考える受験生が続出、定員割れどころか志願者数が一気に倍増する可能性だってあるんです」

「しっ、志願者数が倍増!?　ま、まさか一クラス、や、二クラスぶん増えるなんて事態も……」

「ええ、充分ありえます！」


　謎なぞの通販テンションに、他のメンバーも続々と乗っかって「そ、そんなにぃ～～？　これはお得ですねぇ～！」なんてざわめいている。



　──ああ、見えるぞ……





【※ただし個人の感想であり、効果・効能を保証するものではありません】






　なんてエアテロップが──！

「志願者倍増のチャンスは今だけ！　出願期間を過ぎたら間に合いません、お急ぎください！」

　長い黒髪を揺らし、優雅に圧をかけてくる璃子に、紗綾はわざとらしく困り眉まゆを作る。

「でもぉ、ホームページで発信って大変なんでしょう？」

「お任せください、そこはウチの朝山が責任を持ってお届けします！」

　自信満々に答えたのは城将だ……って俺が責任とんのかよ！

　思わずツッコんでしまう。が、完全に通販劇団と化したみんなが、「わぁ～」とか「おぉ～」とか大げさな歓声で盛り上げてくるし、

「これは安心ですねぇ～」

　なんて小悪魔な姫さまに振られてしまうと、ああもうっ、こうなりゃヤケだ──！

「さっ、さらに！　この作戦を推してくれる先生だけの特典もご用意しました！」

　謎の通販劇団の一員と化した真守は、身振り手振りも交えながら、若干高めの声で呼びかける。

「このアップアップ作戦が成功すれば、それを校長に進言した先生の評判もうなぎ登り間違いなし！　高級弁当の不始末も帳消しで、消えたはずのボーナスが戻ってくるチャンスです！　試すならボーナス支給前──査定の見直しがきく今！　今しかありません……！」

　お電話ください、今すぐに！　とでも言い出さん勢いで必死に畳みかける。

　もし校長の連絡先を知っていたら、『今から三〇分間、オペレーターを増やしてお待ちしております』とか歌うように紹介してたと思う。

「ああもう、わかった、わかったから……！」

　真守たちの眩まぶしすぎる熱視線に堪たえかねた藤崎は、

「ったく、どいつもこいつも青くさいノリで……見てるこっちが恥ずかしいわ！」

　これだから青春ってやつは……とボサボサ頭をかきながらも、ついに腹をくくった。

「まぁしょうがないか、青春なんだもんな……。んじゃまぁ、いっちょやってみますか」

　瞬間──


「「「「「やったぁぁぁぁ～！」」」」」



　まだ校長の許可を得たわけでもないのに、委員会室にみんなの歓声が響き渡った。

「あ、あの、城将先輩……」

　なんかめちゃめちゃ責任を押しつけられた気がしないでもないけど、先輩の加勢がなかったら先生を説得できなかったかも……。

　そう思って、「さっきはありがとうございます……」と一応頭を下げてみる。

「別に君を助けたわけじゃない。僕にとっても高校最後の文化祭だからね、中止になんてしたくないし、紗綾には笑っててほしいからさ──」

　城将はフンと鼻を鳴らした。

　先輩、やっぱり紗綾先輩のこと……。

「悪いけど僕、今年は紗綾に告タコするから」

「なっ、それなら俺だってします……！」

　まさかの先制ブロックに、思わず応えてしまった。

「いいや、紗綾に告タコするのは僕だ！」

「いいえ、俺です！」

「いーや、僕だ！」

「いーえ、俺です！」

「僕だ！」

「俺です！」

「僕！」「俺！」「ぼ！」「お！」「！」「!?」

　不毛な押し問答を続けていると、話を聞いていたらしい。

　璃子がひそひそと言った。

「いっそのこと、お二人で告タコし合っては!?　恋敵ライバル同士、互いの健闘をたたえて愛を深め……」

「「それだけは絶対に嫌だ！」」

　城将ライバルと思わずハモってしまった。

「俺、コーラにしよー！」

「じゃあ私、オレンジジュース！」

　委員会室には、差し入れのジュースに盛り上がるメンバーたちの声が響いている。

　みんな小学生みたいにはしゃいでいるのは、学校待機中じゃジュースも貴重品だからだ。

　自動販売機は売り切れのまま補充ナシ。

　好きな飲み物を自由に選べる機会に飢えているのだ。

「お前ら、飲むときは間隔あけて静かにな～。学校待機の様子を発信するつもりなら、これまで以上に気を引き締めて感染対策にあたること！　慣れてきたころが一番危ないんだからな～？」

　念を押す藤崎に、「はーい！」とこれまた小学生みたいに返すメンバーたち。

　思いつめていた久錐にも笑顔が戻って、とりあえずはまぁ、ほっと一息ってとこかな。

　それにしても、差し入れてくれた人たちには本当に感謝だよなぁ。

　エールに応えられるよう、いろいろ頑張らないと……。

　決意を新たにしていると、

「あ・さ・や・まクン？」

　ぴょん、と真守の前に跳んできた紗綾が、レモンソーダを差し出す。

「ね、これ、シェアしちゃう？」

「し、しちゃわないです……！　回し飲みとか感染対策的に論外ですよ、先生の話、聞いてました!?」

　ドギマギしながらも、正攻法の言い訳で平静を装よそおう。

　そういえば、この前、ピロティの自販機でもからかわれたっけ……。

　ずいぶん懐かしく感じるけど、まだ一週間ちょいしか経たってないのか……。

「だよね～、言ってみただけ～」

　ふふっと笑った彼女は、後ろ手に隠していたもう一本のソーダを差し出すと、

「こんなことなら、あのときシェアしとけばよかったね」

　綿わたあめの声で甘～くささやく。


「へぁっ……!?」



　受け取りながら変な声を出してしまった。

　先輩、それはどういう意味なんですじゃ!?

「あーあ、こんなご時世じゃ間接キスも狙えないなぁ～」

　残念そうに肩をすくめた紗綾は、

「そうだ！」

　いたずらっぽい瞳を光らせ、真守の前でチラリ──

　スカートの裾すそを上げ、可憐かれんな膝小僧ひざこぞうを覗かせる。

　え、え、これっていったいどういう状況なの──!?

「ね、代わりにココはどう？　間接ならぬ関節キス……なーんちゃって！」

　ふふっと笑った紗綾が「ほれほれ、どうだ～」とあらわな膝ひざを近付ける。

「ねぇ、私の関節、可愛くない？」

「えぇぇ、そんなこと言われても……」

「ほ～ら、ちゃんと見てよぉ。うっかりさ、キスしたくなっちゃわない？」

「ちょわあぁぁっ、そ、それ以上は足上げちゃダメです、絶対……！」

　や、そりゃ先輩は関節も可愛いですよ？


　膝小僧どころか、肘ひじお嬢（？）だってキュートに決まってますけど、それ以上足を上げたらいろいろ見えちゃうんですじゃ～～～！



　しかもああ、城将先輩の殺気を感じるんですが──!?

　いつの間にやらファンの子たちに囲まれていた彼は、だけど毒矢のような視線をビュンビュン飛ばしてくる。

　紗綾先輩の関節技（!?）も、城将先輩の毒視線も、どっちも心臓に悪すぎです……！

「お、おーっと、まだジュースが残ってるぞ～？」

　差し入れのジュースが段ボールにポツン──一つ残っているのに気付いた真守は、

　わざとらしく手に取り、周囲を見渡す。

「誰がまだ取ってないのかな～？」


　──って、君か…………。



　段ボールに残っていた缶と同じように、ポツン──

　颯真が隅すみっこの席で孤立していた。

　さっきの通販風小芝居に参加していない彼は、これまで以上に浮いている。

　もっとも、一匹狼いっぴきおおかみというか、一匹ネコな彼のことだ。

　本人はまったく気にしてないんだろうけど……。

　とはいえこれ、渡してあげた方がいいんだよな……？

　彼の席まで近付いた真守は「あの、差し入れ……」とジュースを差し出す。

　……ってこれ、いちごミルクじゃん！　好き嫌いめちゃめちゃ分かれるやつ──！

　こんなものいりませんよ、とか突っぱねられたりして。

　勝手なイメージだけど、甘ったるい飲み物とか嫌いそうだし……？

「あ……もしあれだったら、俺のと交換でもいいよ、レモンソーダ……」

　まだ開けてないし、と一応選択肢を増やしてみる。

　微妙な沈黙──。差し出されたいちごミルクをジトッと見つめた颯真は、

「どうも……」

　弱々しい声で受け取った。


　あれ、素直すぎて逆に怖いんですけど……!?



　密かに動揺しつつ、様子を窺うかがう。

　何か思うところがあるのか、颯真は複雑そうな顔をしていて、あれ……近くで見ると目の下のクマ、前よりもさらに酷くなってないか!?

「あ、あの……最近どう？」

「どうって別に……」

　会話はそこで途切れてしまった。

　ジュースを受け取ってくれたとはいえ、フレンドリーなやり取りは望めないみたいだ。

　すごすごと席に戻ると、

「野良ニャンコ君、懐なついた？」

　紗綾がぴょこんと顔を覗かせた。

「懐いた……というか弱ってたかも？」

「顔色悪いもんね、眠れないって言ってたし、学校待機にまだ慣れないのかな……」

「差し入れのジュースで元気になってくれるといいんですけど……」

「差し入れってさ、待機中の生徒みんなに届いてるよね？　ってことは、その差し入れを入れてる段ボールもいっぱい届いてるよね？」

「へ？　まあそうだと思いますけど……」

　差し入れじゃなくて、段ボールの方が気になるんだ!?

　なんでまた……と首をひねる真守に、紗綾は「へへっ」と小悪魔の瞳を光らせた。

「ねぇ私、いいこと思いついちゃった！」
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「こ、こんなことして逆に怒られませんかね……？」

　体育館にやってきた真守は、Ｄ班の就寝スペース──そのパーティション前で紗綾にささやく。

「だいじょーぶ！　他班の領土に踏み込むわけだし、手洗い消毒はバッチリだよ？」

「や、感染対策も大事ですけど、問題はそこじゃなくて……」

　なぜ真守たちが自分の班ではなく、他班のスペースに来たかというと、

　ここ、Ｄ班には眠れぬ野良ニャンコ君がいるからで──

「はいはいはーい、ちょっとそこどいてくれる？」

「あの、突然ごめん、ほんとごめんね……！」

　それぞれが大きな段ボール箱を、しかも二段重ねで抱えた真守と紗綾が、Ｄ班のパーティション内に乗り込む。

　中で休んでいたのは颯真一人だ。

　ブルーシートに座って何やらノートにメモしていた彼は、二人の乱入に驚いてビクリとなる。

「な、なんですか、ここＤ班のスペースですよ？」

「知ってるよーん！　疲れてるとこごめんだけど、とりあえずそこどいて？　あ、荷物も一旦いったん片付けて……って難しそうな本たくさんだね!?」

　颯真のスペースには、図書室から借りてきたのかな、宇宙だの物理だのの本が積まれていた。

　中には数学の参考書（しかもハイレベル！）まであって、見つけた紗綾がヒッとのけぞる。

「きっ、君、一年なのに参考書なんて読んでるの？　私なんて受験生なのにまだノータッチだよ!?」

　姫さま、それはそれでどうかと思いますじゃ。

　とはいえ、俺たちの班じゃ参考書を持ち込んでる子なんていなかったから、かなり新鮮というか……颯真君、意外と真面目なタイプではあるのかも？

「見ないでください、プライバシーの侵害です……！」

　颯真が慌てて片付けたのは本ではなく、書きかけのノートの方で、

　──え……？

　チラリと見えたその内容に、真守は目を見開く。

「いったい、どういうつもりなんです？」

　もろもろの荷物を、隠すように隅っこに除よけた颯真が声を尖とがらせる。

「まぁまぁ落ち着いてよ～」

　あいたスペースに、紗綾が段ボールをポンッと置いたので、真守もそれに続いた。

　大きめの箱を楽々と、それも二段重ねで運び込めたのは中身が空っぽだからだ。

　だけど、そうとは知らない颯真は警戒心をあらわにする。

「僕の寝床を物置にでもする気ですか？　まさか文実の不要品置き場に……？　僕が非協力的だからって、その腹いせに……」

　どこか怯おびええたネコの瞳がこちらを見つめる。

　そんな彼にニッと目を細めた紗綾は、

「やっておしまい！」

　悪役女王さまのように呼びかける。──と、パーティションの外でスタンバっていた男子四人が、これまた段ボール箱をいくつか重ねて運んでくる。

　ちなみにこの四人、颯真と同じくＤ班のメンバーだったりする。

　というのもこの作業、段ボール箱が大量に必要だから手が足りないと、協力者を探すことになったのだ。

　感染対策的には同じ班の子がいいんじゃ？　ってことで彼らにお願いしたわけだけど──。

　全員サッカー部所属というだけあって、四人のチームプレーは目覚ましいものだった。

　事前の打ち合わせ通り、運び込んだ段ボールに黙々と手を加えた彼らは、処理の終わった箱を綺麗きれいに並べて一つの大きな長方形を作ると、その周りをガムテープでくるっと固定、余った段ボールを板のようにしてかぶせる。

　その上に、除よけておいた颯真の毛布を敷いたら──

「じゃーん！　即席段ボールベッドの完成だよーん！」

　弾はずむように紹介した紗綾が、手伝ってくれた男子四人を「ありがとねー」と拍手でたたえる。

「よかったな颯真！　じゃ、俺たち自主練あるから」

　男子の一人が、額のそばでピッと二本指を振った。

　他の三人も、

「じゃあ、また後でな」

「元気になったら一緒に筋トレしような」

「燃やすぜ、ハムストリング！」

　なんてエアハイタッチ、若干じゃっかん暑苦しくも颯爽さっそうと退出していく。

　みんな急なムチャ振りにも快こころよく応えてくれて、いい人たちだよなぁ。

　思わぬプレゼントに、颯真君もきっと感動して──なさそうだな、やっぱり……。

　文実同様、同じ班のメンバーとも打ち解けてないらしい。

　颯真は終始無言を貫き、隅っこで警戒したまんま。

　疑わしげな瞳で段ボールベッドと、それから真守たちを見ていた。

「た、試しに寝てみたらどうかな？　段ボールベッド、意外と寝心地いいらしいよ」

「そうそう！　床に寝るより高さあるから、ウイルスはもちろん、ホコリなんかも吸い込みにくくなるんだって。咳せき出やすい体質なら、ベッドの方が負担減るんじゃない？」

　ネコじゃらしであやすように呼びかけるも、颯真はキッと牙きばを剝く。

「賄賂わいろですか？　ベッド作ってあげたんだからタコ焼きお守り作れとかいう……」

「冗談よして、作りたくない人に作らせるお守りなんて一つもありません～～！」

「だったらなんで……」

　不信を募らせる颯真に、真守が言った。

「心配だから──じゃダメなのかな。先輩、颯真君が寝不足って知って、前からこれ作りたかったんだって」

　とはいえ人が上に乗るベッドだ。ある程度強度のある段ボールが、それも同じサイズの箱が大量に必要で、なかなか叶かなわずにいた。

　けれど例の応援物資が届いたことで、ようやく実現したのだ。

「だからさ、変に勘繰らないで気軽に使ってくれないかな」

「同情ってことですか？　それこそやめてください！」

　颯真の態度は和らぐどころかさらに硬化、見えない尻尾しっぽをシャーッと逆立てる。

「名前や顔が女みたいだからって、変な憐あわれみは御免ですよ。僕は男だ、心配されなくったって一人で平気なんだ……！」

　ゴホゴホと咳せき込みながら、声を荒らげる颯真。

　名前や顔が女みたいって……。

　颯真飛鳥あすか──あすか……か。

　確かに女子にもある名前だし、マスクの上からでもわかる中性的な美貌びぼうは、女性と間違う人もいるだろうけど……。

　──そんなこと、気にするほどのことでもないだろ、別に……。

　軽く流しそうになって、慌てて口を噤つぐむ。

　だって、彼にとっては『そんなこと』なんかじゃないのだろうから──。

　中性的な名前も美貌も持たない真守にはピンとこないけど、

　颯真はきっと、それで嫌な思いをしてきたのだろう。

　だからこそ、こんなにも必死に牙を剝いて、

　だけど瞳の奥はどこか怯えていて──。

　人に懐かない野良ネコって、過去に人から酷い仕打ちを受けてたりして、それで人間不信になってるってとこもあるんだよな……。

「俺も男だけど、一人じゃ全然平気じゃないよ。弱ってるときはめちゃめちゃ同情してほしいし、じゃんじゃん憐れんでほしい……！」

　我ながらなんて情けない宣言なんだ。

　内心苦笑しつつも、段ボールベッドの向こうにいる颯真に切実な瞳で訴える。

　これまで何があったかは知らないけど、そんなに構えないでくれよ──。

「それにさ、体調不良に男も女も関係ないんじゃないかな？　普通にしんどいし、そのクマ、明らかに寝不足だろ？　それこそ男も女もないって」

　だからさ、試しに寝てみれば？　そんな思いで段ボールベッドをトントンと叩く。

「前にも言いましたよね、借りは作らない主義なんです」

「借りってそんな大げさな……持ちつ持たれつ気軽にいけばいいんじゃないかな？　どうしても気になるっていうなら、それで帳消しっていうか──」

　言いながら、颯真の足元のカバン──そこに突っ込まれたノートを指差す。

　先ほど彼が本よりも先に、慌てて片付けたものだ。

「文化祭のこと、いろいろ考えてくれてありがとな」

　そう、チラリと見えたあのノートには、意外なことに文化祭についての案がいくつも書き連つらねてあったのだ。

　感染対策に留意した配置とか、各団体への代替案なんかも書いてあったような？

「なっ、違いますよ、これは……！」

　動揺した颯真が足元のカバンに足をぶつける。瞬間──倒れたカバンから色鮮やかなペーパーフラワーがこぼれ出して、

「あ！　これ作ってくれたんだ～？」

　見つけた紗綾が歓声を上げた。

　ああ、あれ……家で作ってくるって言ってたやつ……！

　結局、学校待機になっちゃったし、文化祭がどうなるかもわからないのに、

　それでも作業を続けてたんだ……？


「もしかしなくても颯真君、文化祭めちゃめちゃ楽しみにしてる……!?」



「かっ、借りを作りたくないだけですよ、お守り以外は協力するって話でしたよね」

　言いながら、拾ったペーパーフラワーをカバンに押し込む颯真。

　青白かった顔が急に赤くなって、なんだかリトマス紙みたいだ。

「はいはい、こっちとしてもお守り以外は協力してほしいし、早く元気になってほしいぞ？」

　ぷくくっと笑った紗綾が、楽しげに言った。

「ほらほら、自分でベッドに転がる？　それとも転がされたいのかにゃ～？」

「じ、自分で転がれますよ……！」

　ついに観念したらしい。段ボールベッドにそろりと上がった颯真は、だけど手でちょいちょいと真守を呼んで耳打ちする。

「自分たちが夜中にハレンチしちゃったから、その口止めですか？　最近は控えてるようですし、別に先生に告げ口とかしませんけど？」

「だからそれ誤解だから……！」

　まったくもう、とタオルケットを拾い上げた真守は、颯真にほれっとかけてやる。

「今日はもう文実の会議ないし、夕飯までゆっくり休んでな」

「文化祭……開催できますよね？」

「できるよ、俺たちが力を合わせれば。さっきもほら、みんなで先生を説得できたんだし、校長──それにネットで騒いでる人たちだってわかってくれるよ」

「確かに……アップアップなんて作戦、先輩一人じゃ到底説得できなかったでしょうし、誰かの手を借りるってのも悪くはないのかもしれませんね。まぁ、あの小芝居はかなりイタかったですけど」

　皮肉っぽく笑った颯真の目は、だけど穏やかに緩ゆるんでいた。

「僕もまぁ、場合によっては手を貸してあげないこともないです」

「期待してるよ、ネコの手も借りたいくらいだからさ」

　クスリと笑って、颯真のもとを後にした真守は、紗綾と自分たちＥ班のスペースへ向かう。

「んも～、朝山クンってばやるぅ～～」

　紗綾の可憐な肘ひじが、真守の腕を「このこの～～」とつっつく。

「君ってば、ここぞってとこでまっすぐな言葉をくれるよね？　張り詰めてた心をイイ感じにほぐしてくれるっていうか。野良ニャンコ君も、君に懐いちゃったんじゃなーい？」

「そ、そんな……。颯真君が心を開いてくれたのは、紗綾先輩のおかげですよ。段ボールベッド思いついたのも先輩だし……！」

　思わぬ賛辞が照れくさくて、ちょこっと話題転換。

「こっ、こう言っちゃなんですけど颯真君、意外と可愛かったですよね」

　もちろん、女の子っぽいとかいう意味じゃなくて、態度が。

　ようやく打ち解けてくれたからかな、素直じゃないところも含めて微笑ほほえましく思える。

　だけど、どうしたんだろう……。

　ご機嫌だったはずの先輩が急に黙り込んだ。

　横目で様子を窺うと、姫さまの頰ほおがマスクの上からでもわかるくらい、ぷっくーっと膨れていて、

「ねぇ、颯真君が可愛いって、私と比べてどっちが？」

　く、比べるってどういうこと!?

「颯真君と先輩じゃ、可愛さのベクトルが違いすぎて比較のしようが……」

「でも朝山クン、私のこと可愛いとか言ってくれないじゃん。私も言われたいな～、意外と可愛かったですねーとかさぁ」

　や、それは思ってても言えないやつですし！

　でも心の中ではいつも叫んでるやつですし……！

「せ、先輩もその……意外と……っていうか普通に可愛いですよ……？」

　たじたじになりながらも、なんとか口に出す。

「む、なんで疑問形？　しかも普通にって、逆にそんなに可愛くないみたいに聞こえるんですけど？」


　しまった、照れ隠しが仇あだになって姫さまがお怒いかりですじゃ……！



「それはその、先輩はほら、可愛いなんて言葉じゃ追いつかないくらい素敵っていうか……」

「ふぅん、それってどのくらい？」

「それはその……早急に新語を作らなきゃいけないレベル？　神可愛いとか、鬼可愛いとかでも足りなくて、可愛いの概念から一人抜け出しちゃった感のある……そうだ脱獄！　先輩は脱獄可愛いです！」

「え～、脱獄ぅ～？　君のネーミングセンスは相変わらずあっぷあっぷだなぁ～」

　呆あきれ顔で首を振った紗綾。

　だけど綿あめの声はふわふわと上機嫌に浮かんでいた。

「そっかそっか、神可愛いでも足りないかぁ～」

　ルンルンと弾むような足取りを見せる彼女は、まさに罪作りな愛らしさ。

　可愛いの枠から悠々と飛び出していった。
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　学校待機の様子をホームページで発信するというアップアップ作戦（良い意味で……！）は無事、校長の許可を得ることができた。

　交渉にあたった藤崎ふじさきが、文実メンバーの勢いにつられて、

『全すべては学校のイメージアップのためです、ええ、今ならなななんと来年の受験者数までアップの特別キャンペーン中！　追加費用はまさかのゼロ円、この機会にぜひお試しください！』

　なんて謎なぞの通販テンションで畳みかけたのが効きいたとか、効かなかったとか。

　肝心の発信内容は、文実メンバーで話し合いを重ねた。

　その日の様子を無難に文章で紹介しようかな、なんて考えていたら、

『それって文字だけってこと？　事実を淡々と書くだけじゃ、暗いし重いし堅苦しいよね？』

『詳しい情報を盛り込むならかなりの長文になるし……ちゃんと読んでもらえるかな？』

　そんな意見もあって、文章はコンパクトに、写真メインで明るく打って出た。

　適切な距離を保った食事風景や、消毒を徹底した掃除の様子など、感染対策に気を配った一コマを前面に押し出して、秩序ある待機生活をアピール。

　応援物資への感謝も伝えたいと、やたら間隔広めの人文字で〈ありがとう〉な一枚を撮ったりした。

　もちろん、生徒のプライバシーに配慮──個人が特定されるような撮り方は避け、だけど学校待機の様子がポジティブに映える写真を連日発信し続けた。

　暗～い隔離生活のイメージを吹き飛ばそうと、就寝スペースのパーティションを各班で思い思いに装飾。

〈手洗いの徹底を！〉とカラフルかつアーティスティックに書き入れたり、ペーパーフラワーで〈マスクしよ？〉と模かたどってみたり。

　味気なかった段ボールの壁を明るくお色直し──感染対策の啓発と文化祭の前哨戦ぜんしょうせんコラボみたいな写真で、イメージアップを目指したりもした。

　結論を言えば、アップアップ作戦は大成功、発信初日からかなり好意的な反響があった。

　写真を入れたことで、待機生活や七日星なのかぼしと向き合う吾嶌あしま生のことを身近に感じてもらえたのが良かったらしい。

　生徒の保護者たちが安心できたのはもちろん、世間のウチに対する不信感も拭ぬぐえたようで、


〈集団生活中なのに、新規感染者ゼロってスゴくない!?〉



　と、ＳＮＳでもポジティブな投稿が目立つようになった。

　もちろん、ネガティブな声もゼロではなかったけど、みんなもう希望しか見えない。


〈＃吾嶌の文化祭応援〉〈＃告タコお守りを守りたい〉



　寄せられたエールを力に変えて、今できる最善を尽くした。




　文化祭に向けて盛り上がっている間も、姫さまの小悪魔っぷりは健在だった。

　というのも──

　ヴーッ、ヴッヴヴヴヴ……！

　ポケットに入れてたスマホが、メッセージ通知で大暴あばれしたんだ。

　この震え方には覚えがあると、嬉うれしい予感にときめきながら確認する。と──
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　や、やっぱり！　先輩の脱獄可愛かわいい写真が来た～～！


　うきうきでアプリを開く──と、えええ……!?



　思いもよらぬ写真が続々と来て啞然あぜんとなる。

　というのも、今回送られてきたのは姫さまのキュートな顔ではない。

　袖そでを折ったブラウスから覗のぞく肩だったり、靴下を脱いだ素足──それもくるぶしのアップだったり、体の一部のみを写した写真ばかりだったのだ。


　今回の美貌びぼう録、ちょっとマニアックすぎやしませんかね……!?



　よもやのラインナップに困惑していると、ポンッと追加でメッセージが来た。

[image: ]〈ね、私の関節、可愛い？　キスしたくなった？〉

　あー、なるほど、そういうこと……。

　この前、間接ならぬ関節キスでからかわれたとき有耶無耶うやむやにしちゃったから、新手の関節技でリベンジしてきたってわけか。

　相変わらず、困った姫さまですじゃ……。

　ん？　でもこの写真にキスしたら、関節に間接キスすることになるよな？


　それってＷカンセツＫＩＳＳ……!?



　──まぁ、とはいえ、

『はい、可愛いです、キスしたくなっちゃいました！』とも、

『や、可愛くないし、キスしたくもないです！』とも返せないんだけど……。

　こういう場合、なんて応こたえるのが正解なんだ!?

　悩みに悩んだ末、無難に間あいだをとって返してみる。

[image: ]〈ほどほどだと思います！　あ、良い意味で……！〉

　よし、これなら否定的な意味にはとられないだろうし、先輩も満足してくれるはず……！

　そう思ったのに、返ってきたのは、ぷーっと頰ほおを膨ふくらませるタコのスタンプだった。

　えええ、なんでだろう、怒らせちゃった──？

　慌てて弁解を打とうとしたところで、先にメッセージが来た。

[image: ]〈あ、一番可愛い関節忘れてた！〉

[image: ]〈今からコカンセツの写真送るね♥〉

　──ん……？　コカンセツって股関節こかんせつ？

　それって、お股のあたりの、かなりキワドイ部分なんじゃ!?


　待って待って、そんなあられもない写真ダメですじゃ～～！



　止めようとしたけれど、時既ときすでに遅し。

　ポンッと送られてきたのは、なんともあらわで無防備な──

　小指の写真だった。

「……って小指!?」

　困惑していると、ポンッと新たなメッセージが。

[image: ]〈可愛いでしょ？　子どもみたいに小さな関節、つまりは小関節コカンセツ♥〉




　──や、やられた……。




　へなへなとその場にへたり込むと、さらに追加でポンッ！

　下まぶたを引き下げ、あっかんべーする小悪魔な自撮りが送られてきた。




〈やーい、引っかかった～！〉




　そう言わんばかりの表情に、ううっと悔しくなる反面、そんなところも可愛いのですじゃ、と保存ボタンを押してしまう真守まもるだった。




　振り返ると、姫さまにからかわれてばかりの日々ではあったけど、学生の本分──学業の方もそれなりに頑張ったよ!?

　ずっと自習だったのがオンライン授業に切り替わって、その様子もアップアップ作戦の一環としてバッチリ発信したし！

　いろんなことに奮闘しているうちに、みんな前より頼もしくなったんじゃないかな。

　自分自身、ちょっと大人になったような気がしないでもないような──？

　とはいえ、彼の変貌へんぼうっぷりには負けるけど──。




　それは、オンライン授業が始まった翌日のこと。

　委員会室でタコ形お守りを作っていたら、

「……僕も手伝うんで材料ください」

　颯真そうまがばつが悪そうに、だけど自主的に申し出たのだ。

　照れがあったのだろう、頰が紅潮こうちょうしてたのもあるけど、それを抜きにしても顔色が良くなった彼に、段ボールベッドでよく眠れたのかな？　と安堵あんどしていたら──

「それだけじゃないわね」

　女の勘ってやつなのか？　紗綾さあやの瞳ひとみがキランと鋭く光った。

「ね、それなぁに？」

　颯真の、やけに膨らんだズボンのポケットからはピンクのハンカチ……とは違うよな？

　布っぽい何かが見えていて──

「た、ただのアイマスクですよ！」

　慌ててそれをポケットの奥へと押し込んだ颯真は、

「それよりお守りの材料を早く！　無駄口を叩たたいてる暇があるなら、一つでも多く作れるように……ってなんですか、その隕石いんせきに潰つぶされたイヌみたいな形は……！」

　紗綾の持つ不器用なお守りを見て、うわっとドン引きする。

「い、今すぐやり直してください。こういうのは、ひと針ひと針丁寧に縫わないと……！」

　人が変わったようなダメ出しに、「うう……」と押されてしまう紗綾。

　や、これでも先輩、だいぶ上達した方なんだよ？　前なんて怨霊おんりょう同然だったからね!?

　それにしても──。

　颯真君、協力してくれる気になったのは嬉しいけど、いったいどういう心境の変化なんだ？

「ていうか、アイマスクなんて持ってたんだ……」

　待機生活に必要なものを先生に頼む際、アイマスクも候補には入れていた。

　だけど他と比べて優先度が低いせいか、受理されなかったのだ。

　つまりは颯真君、家から持ってきてたってことだよな？

　学校待機になるなんて予想もしてなかったろうに、ずいぶん準備がいいんだなぁ……。

　疑問に思ったのは紗綾も同じらしい。「アヤシイよね、キュートなピンク色」と、声を潜ひそめる。

「女の子と間違われたくないって男子が、わざわざ可愛い色のアイマスクなんて使うかな？　しかもあれ、チラッとイチゴの絵が見えた気がしたんだけど……」

「えっ、じゃあ女子にもらったとかですかね？　寝不足気味の颯真君を見かねた誰だれかが差し入れてくれた、とか……？」

「ん～、そこまではわかんないけど、野良のらニャンコ君、誰かの飼いネコになっちゃったのかにゃー？」

　お守りの材料を手に、いそいそと委員会室を出ていく颯真。その様子に、紗綾がニイッと目を細める。

「朝山あさやまクン、残念だったね。可愛いネコちゃん取られちゃって──」

　ちょわっ、その言い方、俺が颯真君をＬＯＶＥ的な意味で好きだったみたいに聞こえるんですけど……！

　まさか、彼のこと可愛いって言ったの、まだ引っかかってるんですかな──？

「べ、別に颯真君が誰とどうなろうが俺が気にすることじゃないですし……。だっ、だって俺が好きなのは……」

「好きなのは──？」

　吸い込まれそうな琥珀こはく色──小悪魔な上目遣うわめづかいにせまられて、

「ど、どっちかと言うとネコよりイヌなんで……！」

　たまらず誤魔化ごまかしてしまった。特にイヌ派ってわけでもないんだけど。

　さっきの『隕石に潰されたイヌみたい』ってツッコミに引っ張られちゃったのかも？

　紗綾の手に握られた不器用なお守りが視界に入って、

「す、すみません……」

　謝りつつもククッと笑いが込み上げる。

「えー、何それ～。まぁワンちゃんもいいけどさぁ……」

　不満げに肩をすくめた紗綾はぷんすかと──

「う～～～、わん！」

　脱獄可愛いワンコな威嚇いかくを披露するのだった。
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　アップアップ作戦もあって、もろもろの感染対策を徹底したのが功を奏したのかな。

　その後も学校待機組に、七日星の新規感染者が出ることはなかった。

　自宅待機組の方も異常ナシ。入院中の生徒も全員が無事に退院できたと知らされたのは、学校閉鎖も終わりに差しかかったころだった。

　そして──学校待機、最後の朝。

　サラリと澄んだ空気にくすぐられ、真守はいつもより早く目覚めた。

　時計を見ると、六時前だ。

　みんなまだ眠ってるよな。そう思ったのに──

「おはよ」

　低めのパーティションのむこうから、綿わたあめのささやきが降ってきた。

　顔を上げると、いつから起きてたんだろう。

　体育館の高窓から差し込む柔らかな朝日が、紗綾を神秘的に照らしている。

　既に制服に着替え、ブルーシートにちょこんと座っていた彼女は、

「今日は早起きだね」

　と、手にしていたマスクをつける。

「先輩こそ、ずいぶん早いんですね。眠りが浅かったとか……？」

　言いながら、真守も袋からマスクを取り出す。学校待機中は、使い捨てマスクのパックを各々おのおのが管理、毎朝新しいものと取り替えていた。

　今日のでちょうど、最後の一枚だ。

「うーん、ちゃんと眠れはしたんだけど、自然と目が覚めちゃった。空気がひんやり気持ちよかったからかなー？」

「あ、俺もです！　いつもは蒸し暑いのに今日は涼しくて、スッキリ起きられたっていうか」

「へへ、またまたおそろいだね～」

「とはいえパンツは違いましたけどね？」

　Ｔシャツもパンツもおそろいだ、なんてはしゃいでいた彼女を思い出し、冗談っぽく返す。

　懐なつかしいな、つい二週間前のあの日が、ずいぶん昔のことみたいだ。

　紗綾のそばには畳まれた毛布とタオルケット、それから、帰宅に備えて綺麗きれいにまとめられた荷物があって、ああ……この不思議な共同生活も今日で終わりなんだと感慨深くなる。

「ね、少し外を歩かない？　まだみんな眠ってるし、ナイショで、ね──？」

　紗綾が、し～っと人差し指を立てた。

「あ、は、はい……！」

　なるべく音を立てぬよう、だけど急いで制服に着替えた真守は、「こっちこっち」と小声で急せかす彼女と体育館を抜け出す。

　抜け出すっていっても、一応はまだ学校閉鎖中だから、あくまで高校の敷地内を歩くだけだけど。

　それでも、朝早くから学校を散歩するなんて新鮮で、

　先輩と一緒だから余計に楽しくて──。

　実はまだ夢の中にいるんじゃないか？

　そう思ってしまうほど、ふわふわと不思議な心地で中庭へ向かう。

「昨日まではまだ夏が残ってたのに、今日はもうすっかり秋だね～」

　深呼吸した紗綾が、「あっ、見て見て……！」と大空を指差す。

　高く澄んだ青の世界に、ぽこぽこと秋らしい鱗うろこ雲が浮かんでいた。

「わ、どうしよう、鱗が一ひとつタコ形お守りに見えてきたよ!?」


「え、あれ全部……!?　でもそっか、先輩、ここ数日かなりの数作り込んでますもんね」



　一種の職業病っていうか、文実病!?

「そりゃあね～、隕石に潰されたイヌなんて言われたくないしぃ」

　颯真のツッコミを引きずっているらしい、紗綾がいじけたように言った。

「でもね、だいぶ上達したの。漁船に潰されたタコぐらいには見えるんじゃないかな？」

「隕石の次は漁船？　結局何かしらには潰されてるんですね!?」

　でもまぁ、全部で一三〇〇個作るわけだし、潰され顔のお守りもレア感があっていいかもしれない。先輩が一生懸命作ったお守りだし、一ひとつ残らず買い取りたいくらいだ。

「それにしても、今日で学校待機も終わりかぁ～」

　ひんやりと涼しい風の中、紗綾がぐーっと伸びをする。

「ね、家に帰ったらまず何したい？　私はね、もう制服のままお風呂ふろにダイブしちゃう！」

「や、せめて制服は脱ぎましょうよ」

　まぁこの二週間、簡単なシャワーだけだったから、ゆっくり湯船に浸かりたい気持ちはわかるけど。

　学校のシャンプーじゃ物足りなかったみたいだし、じっくりヘアパックとかするのかな？

　うっかり入浴中の彼女を想像してしまって、わわわと慌てて首を振る。

「お、俺はとりあえず、あったかいご飯食べたいです、作りたてのやつ……！」

「それもいいねー。今日の気温ならお鍋もアリだな～。美味おいしいものお腹いっぱい食べて、ふかふかのベッドで眠りた～い！」

　帰宅後のあれこれに期待を膨らませた紗綾は、「二週間も家に帰ってないなんて、ほんと不思議だよねぇ」と笑う。

「近所に知らないマンションいっぱい建ってたらどうする？　帰り道わかんなかったりして」

「はは、二週間じゃさすがにそこまでの変化はありませんよ」

「え～、にゅるっと電車の新駅誕生しちゃってるかもよ？　よもやのゲリラ工事で！」

「もしそんなことになってたら、七日星よりよっぽどニュースになってますって」

　紗綾と二人、クスクス笑いながら中庭に出る。──と、


　この二週間の思い出が、ぶわぁぁぁっと懐かしく込み上げる。



　ああ、確かあのベンチで先輩が一人泣いていて、そんな彼女に包帯を届けたんだっけ。

　あっちの木陰こかげでは、ゴム手袋ごしにこっそり手を繫つないだりもして……。

　本当に、いろんなことがあったよなぁ。

　あのときはどうなることかと思ったけど──

「文化祭、なんとか開催できそうでよかったです」

「アップアップ作戦のおかげだね。正直びっくりしたんだよ？　朝山クン、会議で積極的に発言するタイプじゃなかったでしょ？　どっちかっていうと縁の下の力持ちって感じで」

　言いながら、紗綾がベンチに腰をおろす。

「なのに、みんなが闇やみに沈む中、あんなに力強く提案してくれて……かなりシビれちゃったぞ？　君はやっぱり、人のために頑張れちゃうタイプだ」

　予期せぬベタ褒ぼめに「や、あれはその……」と照れながらも彼女の隣に座る。

「俺自身、驚いてます。自分にしては大だいそれたこと言っちゃったなって」

　でも、どうしても文化祭を諦あきらめたくなくて、みんなの笑顔を守りたくて──。

　自分にできることをやろうって思ったら、らしくないほど熱くなっていた。

「紗綾先輩のおかげですよ。先輩がいつも一生懸命だったから、それがうつったんだと思います。俺一人だったら、きっと縁の下に隠れたままだったんじゃないかな」

　文実に入ったのだって、もともとは先輩に近付けたらな～って不純な動機からだったし。

　学校待機当初も、一人前向きに頑張る先輩に圧倒されてばかりで……。

　それでも、この二週間でちょっとは彼女の重荷を分けてもらえたのかな？

　心の距離も近付けてたらいいな、なんて願ったりして──。

　だけど、ああ──。

　不意に通り抜けた風はさらりと心地いいのに、どこかよそよそしくて、

　彼女との思い出まで全て連れ去ってしまうようだ。

　秋風に吹かれる紗綾の横顔に、言い知れぬ寂さびしさが込み上げる。

　参ったな……待ち遠しいはずの文化祭なのに、

　ずっと来なければいいのに──なんて矛盾した想おもいが吹き付ける。

　文化祭が終わってしまえば、文実も解散。

　こうして彼女の隣に座ることもなくなってしまうわけで……。

「ありがとね、朝山クンのおかげで最高の文化祭になりそう」

　はらはらと木この葉のように落ちる切せつなさを、綿あめの声が優しく包み込む。

「俺の方こそ……。先輩のおかげで、高校生活最高の思い出になりそうです」

「え～、君はまだ来年もあるでしょー？」

「来年……？　来年はダメですよ、全然……」

「こらこら、どうした～？　今年の文化祭もまだなのにもう弱気ぃ？」

　紗綾がクスリ、と呆あきれたように笑った。

「だって、来年はもう紗綾先輩がいないから……。先輩のいない文化祭なんて、どれだけ盛り上がっても、最高になんかなりっこないですよ……」

　感傷に絆ほだされ、ぽろりと出た言葉に、

「へ、そ、それって……」

　小悪魔らしからぬ反応。彼女の横顔が──マスクから覗く頰が、気の早い紅葉もみじみたいに色付く。

「そ、卒業しても遊びに来るし……！　来年はほら、七日星騒動も収まって文実のタコ焼きも復活してるんじゃない？　そ、そしたらさ……」

　いつになく、はにかんだ紗綾が綿あめの声を震わせる。

「私に焼いてね、愛情たっぷりのタコ焼き。とびきりのメッセージ入りで、そのまま君に差し入れるから──」

「とびきりのメッセージって……」

「そんなの言わせないでよ……」

　決まってるでしょ──と、小悪魔というにはあまりに可憐かれんな瞳が、恥ずかしそうに真守を見上げる。

　これで勘違いするなって方がムリだ……。

　愛情たっぷりのタコ焼きに……告タコにふさわしい言葉って言ったら──

「後輩割引で千円になりまーす！　……だよ？」


「ちょっ、差し入れなのにお金取るんですか……!?」



　しかもタコ焼きに千円って……このナチュラルに可愛いぼったくり、すっごく懐かしいんですけど──!?

　ククッと可笑おかしそうに肩を震わせる紗綾に、忘れ得ぬあの日がよみがえる。

「紗綾先輩、初めて会った日も絆創膏ばんそうこう一枚に千円なんて……」

　言いながら、あれ──？

　真守は驚きに目を見開く。

「……先輩、俺のこと覚えてたんですか──？」

「ん～？」

　何のこと？　とでも言うように小首をかしげた彼女は、だけど真守のネクタイをクスリと指差す。

「頼もしくなったね、元新入生クン？」

「や、やっぱり！　めちゃめちゃ覚えてるじゃないですか……！」

「へへ、包帯届けてくれたときは感心したよー？　もう迷わずに保健室行けるんだなぁって」

　すっかり回復した右足を、「ありがとね」と見せつけるように伸ばす紗綾。

　小悪魔の瞳がニイッと笑った。

「もう……人が悪いですよ。覚えてるならもっと早く言ってほしかったっていうか。いつから気付いてたんですか、俺のこと……」

「いつって、文実の初顔合わせのときだけど、朝山クンだってノーリアクションだったでしょー？　だからてっきり、恥ずかしくて隠してるのかと思ったよ。学校で迷子になって泣きべそかいてたなんて、忘れたい過去なのかなーって」

「いやいやいや、泣きべそはかいてませんでしたよ、記憶をお確かに……！」

「ねぇ、怒った？　黙ってたこと……」

　紗綾が不安げな眼差まなざしをよこした。

「そんなわけ……ないじゃないですか。先輩は恩人なんです。先輩のおかげで、無色だった高校生活が色鮮やかに輝き出して……。学校待機だって、そりゃ大変なこともいっぱいあったけど、先輩がいたから乗り越えられたっていうか……こんなこと言ったら不謹慎だけど、終わっちゃうのが残念なくらいで……」

　そうだ、今日で学校閉鎖はおしまい。

　早く帰りたい反面、このままずっといられたら、なんておかしなことを願ってしまう。

　どうしようもない寂しさに黙り込んでいると、紗綾は呆れ声で言った。

「全然終わりじゃないでしょ、私たちの青春は──」

　文化祭だってこれからだし、とまっすぐに前を見つめた彼女は、だけど急にしょんぼり顔になる。

「残念といえば……学校閉鎖が終わってもしばらくはマスク生活だろうし、これはまだお預けだなぁ……」

　ハァと肩を落とした紗綾がポケットから取り出したのは、いつかのリップクリームだ。

　色付きの、確か、キスしたくなるリップ──。

「元気出してください、今日待機が終われば、マスクに色移りしない無色のリップが好きなだけ買え……」

「そーゆー問題じゃないの～～！」

　慰なぐさめたつもりが、なぜだろう、姫さまはご機嫌斜めだ。

「あーもう、学校待機終わったら、お風呂よりまず可愛いマスク買いに行かなきゃ！　どこかにないかなー、キスしたくなるマスク」

「うーん、さすがにそれはないんじゃ……」

　だって、マスクしてたらキスなんてできないし……。

　というか、先輩がキスしたい相手って、結局誰だったんだ──!?

　ふと思い出して胸がざわつく。

「ふぅん、そっかなぁ。でもま、とりあえずは──」

　ぴょんっと勢いよくベンチから立ち上がった紗綾は、真守に背を向け、何やらこそこそっとしてから──

「じゃーん！」

　振り向いた彼女はマスク姿──なのに、にっこりとキュートな笑顔を咲かせる。

　リップでマスクにくちびるを描いていたのだ。

「ねぇねぇ、即席で作った可愛いマスクだよ～？　どうどう？」

　可愛いのはマスクじゃなくて先輩だと思います……なんて、ヘタレな俺にはとても言えないけど──。

「ど、どうでしょう……悪くはない……のかな～？」

　相変わらず照れが勝まさって、誤魔化してしまう。

　むー、とつまらなそうな顔をした紗綾は、

「あれ、そういえば朝山クン、今日は熱、測ったっけ？」

「あ……」

「仕方ないなぁ」

　ベンチに座る真守の正面に立った紗綾が、「検温でーす」とおでこを寄せてくる。

　わ、わ、かかか、顔が近い……！

　シミ一つない白肌が急に迫ってきて、心臓が爆発ばくはつしそうになる。

　──こつん。

　優しく重なり合った額はひんやりとしていて、けれど触れた瞬間、じわりと熱を生み出す。

　とろけてしまいそうな心地よい温ぬくもりに、もうちょっとこのままでもいいかな、なんて思ってしまったけど、名残惜なごりおしいのは俺だけみたいだ。

「うん、平熱だね」

　紗綾はあっさりとおでこを離した。

「これで無罪放免……マスクも朝一あさいちの下ろし立てだし、これなら問題ないかなぁ。うん、ちょっとくらいならセーフだよね……？」

「？？？　先輩……？」

　何かを確認するようにぶつぶつとつぶやく彼女。

　いったいどうしたんだろう……。

　話についていけず戸惑っていると──
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「──ねぇ、ちょっと息止めて？」

　マスクでもカットできない、甘～い声がした。瞬間──




　頼まれなくたって、息が──心臓が止まりそうだ。




　スッと目を閉じた彼女の、透き通るような白肌が再び近付いて──

　ふわりと重なったのは、おでこなんかじゃない。

　綿あめみたいにふんわりとした、マスク越しのキス──。

　秋風になびく彼女の髪から、夏の余韻に似た爽さわやかな甘さが香り立つ。

　不意打ちのトロピカルパッション。

　いたずらな太陽に当てられ、平熱のはずの体が急に真夏日を迎える。

　放心状態って、こういうことなのかもしれない──。

　だってああ、ベンチに座ったまま、一ミリだって動けない。

　白昼夢にも思える、長い長い一瞬のあと──

「ね、大丈夫？」

　顔を離した紗綾が、ポケットから出したコンパクトミラーをパカッと開けて、

「バッチリついちゃったね──？」

　クスリと笑いながら真守の前に差し出す。


「へ……!?」



　ようやく現実に戻ってきた真守は、鏡に映る己おのれの顔に再び固まる。

　真新しいマスクにはうっすらと、だけど見逃せないキスの形跡あとが残っていた。


「え、俺これで家に帰るの？　もう替えのマスクもないのに……!?」



「うーん、先生にもらってきたら？　予備のぶん、まだ残ってるみたいよ」

「や……でもこっそり抜け出してきてるわけだし……」

　朝っぱらからキスマークなんて、なんか『やらかしてきました！』感あって、とてもじゃないけど先生の前には出られないよ──？

　慌てふためく真守を横目に、紗綾はふんふーんと呑気のんきに鼻歌を歌っている。

　先輩ってば、なんでそんなに落ち着いてるんです──!?

「てててて、ていうか先輩のマスク見たら、キスの出所でどころもろわかりじゃないですか……！」

　先輩だって、恥ずかしい思いしちゃうんじゃ!?

　そう思ったのに、彼女は少しも動じない。

　初めて会ったあの日のように指鉄砲を作って──




「[image: ]」




　まるで綿あめに仕掛けられたパチパチキャンディだ。

　放たれた甘い銃声が、あの春の日に撃たれた胸を完膚かんぷなきまでに追撃する。

　──ああもう、降参だって。

　はじける恋の刺激に、体中が痺しびれていく。

　くらくらとなる真守に、小悪魔の瞳がニッと細まる。

「ま、先生に頼まなくても、予備のマスク持ってるんだけどね～」

「へあっ!?　もももっ、持ってるなら早くくださいよー！」

「え～、どうしよっかなー。あと三枚しかないしなぁ～」

「や、それだけあれば充分ですよね!?」

　すかさずツッコむも、彼女は聞こえないふり──

「それではここでクイズです！」

　なんて、涼しい顔で人差し指を立てる。

「朝山クンはネコ派、イヌ派、それとも私派？　さーて、どれでしょう！」

「ちょっ、なんですか、そのめちゃくちゃなクイズは……！」

　めちゃくちゃだけど、答えは簡単。

　だけど簡単には答えられないやつじゃないか～～！

「へへへ、正解者にはマスクをプレゼントしちゃうぞ？」

　可憐にウインクした紗綾が、踊るような足取りでくるくると回った。

　制服のスカートが、ふわりふわりと楽しげに揺れている。

　ああもう、全面降伏……いや、全面幸福かもしれない。

　このぶんじゃ学校待機が終わっても、彼女に翻弄ほんろうされる日々はまだまだ続きそうで、




　──小悪魔に撃ち抜かれた俺は、恋を深めるしかないみたいだ。




「せ、正解は──」

　真守の出した答えに、紗綾のいたずらな瞳が照れくさそうに、だけど満足そうに笑った。







[image: ]




「朝っぱらから何やってんだ、あいつらは……」

　学校待機、最終日の早朝──。

　本館の屋上でタバコを吹かしていたエビサキこと藤崎ふじさき謙吾けんごは、眼下の中庭で起きた教え子たちの──朝山あさやまと涼海すずみの戯たわむれに思わず咳せき込こむ。




　──マスク越しのキスなんざ、見てるこっちが気恥ずかしさで溶けるっての……！




　学校閉鎖の報告書をまとめていたら、徹夜になってしまった。

　今からじゃ仮眠するにも中途半端ちゅうとはんぱな時間だと、眠気覚ましに屋上で一服していたところで──ったく勘弁してくれよ。

　夜遊びならぬ、朝遊びに抜け出してきた二人を目撃した、というわけだ。

　彼らのじゃれ合いは尚なおも続いていて、や、マジで勘弁して──？

　徹夜明けにこの純度はキツいっつーの……！

　眩まぶしすぎる二人に、謙吾はたまらず顔を押さえる。

　しかし、朝山よ。照れくさいのはわかるが、自分の気持ちには素直にな？

　機会を逃したら最後、告げられたはずの想いも、胸の奥底でただ腐らせるしかなくなっちまうんだから──。

　中庭でたじろぐ朝山の姿に、俺みたいにはなるなよ、といつかの自分を重ねる。

　まったく愚かなもんさ。

　出せたはずの勇気を惜しみ、勝負を後回しにし続けていたら突然のノーゲーム。

　気付いたときには全すべてが手遅れで、好きだなんて、冗談でも言えなくなってしまった。

　もしあのとき想いを伝えていたら、今とは違う『今』があったのだろうか──。

　乾いた秋風が、青く苦い感傷を誘う。

　他の男にかっさらわれてしまった初恋の彼女──。

　その姿は今もこの胸に色褪あせることなく焼き付いていて、




「謙ケンちゃん、みーつけた！」




　いつかの彼女の声が、けれど記憶にしては、やけにリアルに響いた。

　驚きに振り向くと──

　制服のスカートが、赤いネクタイが風に揺れている。

　艶々つやつやと長い黒髪、凛りんと意志の強い瞳。

　聖母のように穏やかな微笑ほほえみは、まるで当時のままだ。

　遠い初恋の残像に、




　──美み……緒お……？




　思わず息を呑のんで、固まってしまう。

　だけどそんなわけはない、あれから何年経たってると思う？

　あのころ一〇代だった俺はもう三〇代──。

　見紛みまごうほどにそっくりでも、彼女は美緒じゃない。

「橙寺だいだいじ、なんでお前がここに？　つーか教師を下の名前で、しかも『ちゃん』付けで呼ぶなっての」

　立っていたのは、教師の間でも優等生と評判の橙寺璃子りこだ。

「つーか悪い、お前がいるとは思わなくてな」

　吸いかけのタバコを、慌てて携帯灰皿に突っ込んだ謙吾は、ポケットからマスクを取り出す。が──

「平気です、距離はちゃんととれてますから」

　同じくノーマスクの璃子が首を振った。

「清々すがすがしい朝の空気を堪能たんのうしたいじゃないですか。大丈夫、これ以上は近付きません。少なくとも、今は──」

　どこか意味深な笑みを浮かべた彼女は、謙吾との距離を保ったまま柵の前まで進み出る。

　柵から顔を覗かせ、中庭を見下ろした彼女は、

「ふふ。あの二人、とっても仲が良さそうですね」

　眼下ではしゃぐ朝山たちを、どこか羨うらやましげに見つめた。

「でもいいんですか？　今日で終わりとはいえ、学校待機中の不祥事は御法度ごはっとなんじゃありません？」

「ハハ、確かに校長が見たら卒倒するだろうな。だがまぁ一応節度はわきまえてるようだし、あのくらいなら健全の範囲内ってことで」

「見逃してあげるなんて、ずいぶんと優しいんですね、先生」

　その言葉には、どこか棘とげがあった。

「お得意ですもんね、知らないふりで見過ごすの。たとえばほら、生徒からのタコ焼きに秘められた告白とか──」

　全てを見透かすような鳶色とびいろの瞳が、謙吾をまっすぐにとらえる。

「ほう、そりゃいったい何のことだ？」

　平然と白しらを切る。

　──が、装よそおった平静のその奥に、璃子は容赦なく斬きり込んできた。

「だって先生のアレルギーは『タコ焼き』に対して、じゃないですよね──？」

　これは厄介なことになったぞ、と内心、頭を抱える。

　こんなオッサンのどこがいいんだか、理由なんざわからない。

　だが彼女が己に特別な想いを寄せていることを、謙吾はとうに気付いていた。

　が、気付かぬふりをしたかった。

　当然の話だ。相手は未成年で、教え子で、それも──。

　とにかく、彼女の気持ちになど、応えられるはずもないのだ。

　かといって、下手なことを言って傷付けるのも悪い。

　だから、去年の文化祭で彼女からタコ焼きを差し出された際、

『わりぃ、俺、タコ焼きアレルギーなんだわ』

　苦しまぎれのウソで受け取りを拒否した。

　タコ焼きの入った白いパック。そのフタを開ければ、応えられぬ告白が待っていると知っていたから──。

　あの日以来、なんのアプローチもなかったから、てっきり諦あきらめてくれたものとばかり思っていたのに……。

「ふふ、黙秘ですか」

　穏やかに微笑んだ璃子は、だが攻撃の手を緩ゆるめない。

「先生、ウチのＯＢなんですよね？　文実のタコ焼き、誰だれが始めたかご存じですか？」

「さぁ……どうだったっけな」

「情熱的な方ですよね、好きな子のために、予定になかった屋台をねじ込んじゃうなんて。朝山君もビックリしてましたよ、生きる情熱大陸かって」

「ハハ、青春でも暴走しちまったんじゃないか？」

　苦笑して、他人事ひとごとのように肩をすくめる。

　誰が文実のタコ焼きを始めたかって──？

　そんなこと、俺が知らないわけがない。

　けれど、誤魔化ごまかす以外の選択肢がどこにあったろう。

　なのに、なんてこった──

「ごめんなさい、私、実は知ってるんです、告タコの仕掛け人──」

　ポケットから何やら紙を出した璃子が、そこに書かれたメモを読み上げる。

「ええと、『謙ちゃんが提案してくれた文実初の屋台は大成功。おかげでソースはなくなっちゃったけど、文化祭のあと二人で食べたタコ焼き、美味しかったな』ですって──」

　マズいな……。

　あれはただの紙じゃない、写真だ。

　彼女は写真の裏に書かれたメモを読んでいたのだ。

　ったく、聖母の顔をして、えげつないチェックメイトをかけてきやがる。

「ほら、ちゃんと思い出してくださいよ、青春が暴走しちゃってたころのこと──」

　クスクスと笑いながら、問題の写真を謙吾に見えるように掲かかげる璃子。

　眩しすぎる青春の一ページ──。

　忘れてしまいたい黒歴史を突き付けられ、眠気が一気に吹き飛ぶ。

　写真には、文実の屋台の前に立つ『ある生徒』の姿が──

　高校時代の謙吾と、初恋相手の美緒が写っていたのだ。

　照れくさそうに笑う在りし日の己を前に、叫び出したいほどの羞恥しゅうちが込み上げる。

「おっ、お前なぁ、なんつーもん持ってんだ……！」

　近付いて写真を奪おうとするも、近付いたぶんだけ後ろに引いた璃子は、

「謙ちゃん──いいえ先生は、少なくとも当時は食べられたみたいですね、タコ焼き。先生のアレルギーは『タコ焼き』そのものというより、『文実のタコ焼き』に対して発生してるんじゃありません？　あるいは『青春』そのものとか──」

　全てを見破る鳶色の瞳が、謙吾をとらえて離さない。

「愛のタコ焼き伝説、間違って伝わっちゃってますよね。始めた張本人は告白も、恋を実らせることもできなかったんだから──」

　どこか挑発的な眼差し──。

　璃子が穏やかな声音こわねで、だが容赦なく核心をついてくる。

「先生が文実になかなか顔を出さないのは、叶かなわなかった恋を思い出しちゃうから、だったりして──」

「お前なぁ……いい加減にしろっつーかそれよこせって！」

　再び近付いて写真を奪おうとする謙吾を、璃子はクスリと手を前に出して止める。

「私たち、マスクしてないんですよ？　距離、保たなきゃでしょう？」

　今はまだ──と、またもや意味深なことを言った璃子は、妖あやしげな笑みで続ける。

「もうご存じだと思いますけど、今年の文実はタコ焼きの代わりにお守りを作るんです。今度はちゃんと受け取ってくださいね？」




　──ああ、いったい何の因果いんがだってんだ。




　やけに冷たい秋風が、ゾクリと背中を震わせる。

「あ、先に言っておきますけど『お守りアレルギーだ』なんてのはナシですよ」

　教師の黒歴史を手にクスッと釘くぎを刺す彼女は優等生なんかじゃない、とんだ問題児だ。

　見せつけられた写真の中では、あの日の美緒が楽しげに笑っている。

　ああもう、ほんと勘弁してくれよ──。

　消化不良の青く苦い恋が、とんでもない置き土産を残していきやがった。




「今度は逃しませんよ、謙ちゃん先生？」




　美緒と同じ顔をした、彼女の『娘』からの宣戦布告に、謙吾はただ立ち尽くすのみだった。








【宿題】優等生の顔をした問題児に黒歴史いつかの青春を暴かれたあげく、宣戦布告までされてしまった先生の心情を百字以内で説明せよ（句読点を含む）。












【あとがき　※ネタバレありですので読了後にどうぞ！】




　ほとんどの方がはじめましてでしょうか、星奏せいそうなつめと申します。奇特なリピーター（？）のみなさま、お久しぶりです＆いつも本当にありがとうございます！

　今回のお話は『感染症禍におけるニューノーマルな恋愛を』というお題（？）をいただきまして、ならば『三密』ならぬ『三蜜』な三つの甘いラブストーリーを一冊にしては!?　と企画がスタートしました。

　……が、綿あめのような一蜜が思いのほかみっちりで、他の二蜜が一冊の瓶からザッバァァと溢れ出す緊急事態が発生！　『三蜜っていうか一蜜しか入ってなくなくなくない？』……という偉い人のツッコミが聞こえてきそうな配分でゴメンナサイ（土下座）！

　でもでも、サラッとあっさり味の三蜜より、とろとろ～っと濃いめな一蜜を深めた方が美味しくお召し上がりいただけるかなーと思いまして……！

　二巻では真守＆紗綾の一蜜がさらに甘く深まるのはもちろん、今回溢れ出した二蜜もねっとりと絡まった、超過蜜状態＆蜜浸みつびたしな一冊をお届けできればと思っております。

　本作、企画当初はコロナの感染者数が減少傾向でほっとしていたのですが、執筆中はとんでもない増加に転じました。読者さまの中にも、コロナにかかって苦しい思いをされた方がいるかもしれませんし、そうでなくとも感染対策など様々な制限があり、思うような青春を送れなかった方も多いのではと心が痛みました。今こんな話を書いていて不謹慎じゃないかな、と辛くなることもあったり……。

　それでも、こんな状況下だからこそ希望の持てるお話を！　と思い、逆境でも頑張るみなさまへのエールになればいいなと本作を書き上げました（二蜜は溢れ出しましたが……！汗）。

　ソーシャルディスタンスは保ちつつも、心の距離は急接近ならぬキュン接近！　な青春模様、楽しんでいただけましたら幸いです。

　この本が出版されるころはまたコロナの状況がどうなっているのか、見通しは立ちませんが、少しでも日常が戻っていますように！　感染症と正しく向き合いつつ、前に進んでいけたらいいですね。

　ここからは謝辞になります。イラストを担当してくださった裕さま、ハートを撃ち抜く魅惑のキャラデザ、ラフ、そして完成品と、データが送られてくるたびに何度も鼻血ブッシャァァしちゃいました。嬉しい貧血でクラクラしちゃってます、本当に感謝感激です！

　本作を生み出す機会をくださったＧＡ文庫編集部＆営業部のみなさま、ありがとうございます。制作や販売関係者のみなさまも……！　出版にあたり、様々な方のお世話になりまくっております。漏れがありそうなので、取り急ぎ全ての人類にありがとうと言わせてください！

　そしてもちろん、この本を読んでくださったみなさまに無限大の感謝を！

　また次もお会いできますことを願って！
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　こじらせた社会人モノを書いてきました。今回、まっすぐな青春モノを！　ということで甘酸っぱいレモネードな実体験を参考に……したかったけど、せり上がるのは、どす黒くてやたら酸っぱい黒酢メモリーばかりでした♥　俺たちの青春はこれからだ……！
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